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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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Roses are red,

Violets are blue.

Sugar is sweet,

And so are you.




ばらはあかい

すみれはあおい

おさとうはあまい

あなたもすてき










『もっと知りたいマザーグース』

（鳥山淳子／2002年刊／スクリーンプレイ）

マザー・グース「Roses are red」より
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　アヤコの一日は、レイの世話から始まる。

「新聞ですよー」

　十月のとりわけ冷え込んだその日も、アヤコは朝の六時にレイの部屋の扉とびらをノックした。

　ノックする手とは反対の手に、カンテラを提さげ、さらに盆ぼんを二の腕うでに置くようにして持っている。盆の上には、アイロンを掛かけてインクが手に付かないよう乾かわかした新聞がある。

　アヤコは毎朝六時に塔とうのてっぺんにあるレイの部屋を訪ね、新聞を届けてお茶を淹いれる。

　お茶は必ずレイが調合したオリジナルブレンドを、その日の好みに合わせて彼自身が選ぶことになっている。

　だが、いつもならすぐに聞こえる「どうぞ」とか「入りたまえ」の声がない。

「…………？」

　アヤコは小首を傾かしげた。

　石造りの塔の中は夜の冷気がそのまま凝こごっているようで、底冷えがする。

　ぶるっと一つ震ふるえると、アヤコはノブに手を掛けた。鍵かぎは掛かっていないようだ。

「レイ、入りますよ？」

　もう一度声を掛けてから、アヤコは扉を開けて室内に入った。

　部屋は、いつもと違ちがってカーテンも開けられていない。

　まあどうせ開いていても、この季節は日の出まではまだ時間があるのだが。

　アヤコはまず持ってきたカンテラと盆を机の上に置いて、室内の石油ランプの火を点つけた。

　部屋は物が多いが、いつも通りきちんと片付いている。

　机の上には実験器具、書しよ棚だなには本が収まり、棚たなには蝶ちようの標本や地ち球きゆう儀ぎが置かれている。

　どこにも変わった様子はない。

　ただ、部屋の主あるじがいない。

「んん？」

　アヤコは室内を見回してレイを捜さがす。

　ふと、奥にある、日本風の衝つい立たてが目に入った。

　漆うるし塗ぬりの衝立には見事な螺ら鈿でん細工で桜の木と雉きじが描えがかれている。きっと、日本からの輸入品だろう。当世の流りゆう行こうは日本ジヤポ趣味ニズムだ。

　その向こうには、アーチ形の入り口があって、別の部屋に続いている。

　そういえば、こちらにはまだ入ったことがない。

「レイ？」

　声を掛け、カンテラ片手に衝立の向こうを覗のぞく。

　そこは、寝しん室しつだった。

　広々として物は少なく、ただ大きな寝しん台だいとサイドテーブルが置かれている。

　天てん蓋がいから厚めのカーテンが下りているから寝台の上は見えない。

「なんだ、まだ寝ねてたんですか」

　アヤコはそう言って、つかつかと寝台に近づき、カンテラをサイドテーブルに置くと、カーテンに手をかけた。

　──その途と端たん。

　手首を、カーテンの間から伸のびた手に摑つかまれた。

　アヤコの身体からだは天蓋の中に引きずり込まれ、シーツの上に背中から押し倒たおされた。

「……え？」

　身体に他人の体重がかかって抜ぬけ出せない。

　両りよう腕うでは足で押さえ付けられているようだ。胸むなぐらを摑まれ、シーツに強く押し付けられ、低い声が頭の上から降ってきた。

「誰だれだ」

　誰ってアヤコですけど、桜おう桃とう院いん亜あ夜や子こ、日本からの留学生で、ひと月以上前から貴方あなたのファグですけど──
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　そう答えようとしたのに、なんだか喉のどから上手うまく声が出ない。

　おそらく今アヤコを押さえ付けているのはレイなのだが、レイではないような、恐おそろしい声に聞こえた。

　夜の闇やみが色いろ濃こく残る帳とばりの中で、アヤコは、そのレイのようなそうでないような何者かに、じっと見下ろされていた。

　アヤコは苦労して浅い呼吸を繰くり返し、掠かすれた、みっともない声で、言い返した。

「寝ぼけてます……？」

　しばらく、のち。

　拘こう束そくする力が突とつ然ぜんなくなった。

　アヤコの上で彼女を押さえ付けていたレイは、よろよろと離はなれて、寝台の隅すみに倒れ伏ふした。

「レイ？」

　アヤコは慌あわてて身体を起こし、胸ぐらを摑まれた時に乱れた服を直した。

「レイ、ですよね？」

「……………………消えたい」

「えっ、レイ、どうしたんですかっ」

「責任を取って今すぐこの場から消えたい。違う、すまない」

　レイはシーツにくるまって小さくなり、くぐもった声で言った。

「……僕は朝に弱いのだ……」

「ああ……まあ、そうでしょうね……」

　レイも寝ぼけるんだなあ……と納なつ得とくし、アヤコは寝台を覆おおう天蓋のカーテンに手を掛けて、それを勢いよく開けた。

「ほら、起きてください。朝ですよ」

「…………」

　レイはぴくりとも動かない。

「昨夜遅おそかったんですか？　何時に寝ました？」

「五時……」

「…………奇き遇ぐうですね、私が起きた時間ですよ、それ。昨夜はまた血液検査の実験ですか？」

「いや。採取した獣じゆう毛もうのサンプルを分類していた」

「そんなの何に使うんですか……」

「事件現場に毛が残された場合、それが人間の髪かみの毛か動物の毛かわかるのは大きな意味があるだろう。そんなこともわからんのか」

「とにかく私お茶淹れてきますから。お着き替がえはご自分でできますよね！」

　アヤコはレイのファグ、つまり学校制度としての従僕だ。ファグマスターはファグを指導し、ファグはファグマスターに仕えて日常の雑務を引き受ける。

　ファグマスターの着替えを手伝うことも、ファグの仕事の一つだ。

　だが、これまではアヤコが朝部屋を訪ねた時にはレイはすでに起きて身み支じ度たくを終えていたため、アヤコはその仕事を免めん除じよされていた。

　今、こうしてレイの寝ね起おきに立ち会ったということは、本来的には彼の着替えを手伝うべきなのかもしれないが、アヤコはその務めを投げ出して、いそいそとレイの寝室をあとにした。

　さて、お茶はどれにしたものかとアヤコは戸と棚だなに並ぶキャニスターを眺ながめる。

　本当はレイに今日のお茶をどれにするか訊きかないといけないのだが、寝室に戻もどる気にはなれないので、まだ震える指先で適当に一つ選び、いつものようにブンゼンバーナーとビーカーでお湯を沸わかし始める。

　白磁のポットとカップを選び、茶葉を入れ、沸いた湯を注ぐ。

　部屋にふわりと薔薇ばらの香かおりが漂ただよう。

「……今朝はもっと渋しぶめのものが飲みたかった。モーニングブレンドがあっただろう」

　背後から聞こえてくる声にポット片手に振ふり返ると、レイが寝室との境になっている衝立にもたれかかり、アヤコを見ていた。スラックスとシャツの上からガウンを着ている。暗い鳶とび色いろの髪はまだ寝ね癖ぐせが直っていなかったが、アヤコは特にコメントをせず、てきぱきとお茶を淹れて、カップをソーサーごと差し出す。

「どうぞ、入りました。私、もう行きますね」

「……ああ」

　だが、紅茶を受け取ったレイは、アヤコの顔をまじまじと見て、急に渋じゆう面めんになった。

「まだ行かない方がいい」

「何かご用でもあるんですか？」

「顔が」

　顔？　とアヤコは訊き返しかけたが、ふと思うことがあって自分の顔に手を当て、意味を察した。

　頰ほおに触ふれた指先が──

　熱い。

　今、アヤコの顔は真っ赤だ。

　レイに押し倒されたあの時から、きっと、ずっと、赤いのだ。

「…………！」

「熱が引いてからでないと、あらぬ誤解を──」

　その言いぐさに、アヤコは堪こらえていた感情を爆ばく発はつさせた。

「誰のせいですか！」

　おまけに半分くらいは誤解ではない。

　寝ぼけていたとはいえ、レイがアヤコを押し倒したのは事実なのだから。

　レイは焦あせって言い返した。

「それではまるで僕が君に手を出したように聞こえるぞ!?」

「出してないって言うんですかあれを！」

「だから寝ぼけたのだ！」

「寝ぼけたら誰にでもあんなことするんですか貴方はっ！」

「!?　待て、何か誤解があるような気がするが、あれはカーテンに手をかけた人間がいたのがわかったので、侵しん入にゆう者しやかと思い、咄とつ嗟さに身を守ろうと身体が動いただけで──」

「あんなっ、だって、私、殿との方がたにあんな乱暴に……っ」

「だからっ、すまないとは思っている！」

　アヤコはますます熱くなる頰に手を当て、涙なみだぐんだ目でついにその場に座り込んだ。

「私、将来の旦だん那な様に申し訳が立ちません……！」

「待て！　本当に何もしていないだろう！　事故だ、事故！　そこまで思い詰つめるものではない！」

「……しくしく……」

「くっ……」

　レイは深呼吸をして憤いきどおりとかその他ほかの感情を飲み込み、鷹おう揚ような態度で言った。

「……いいだろう。僕が悪かった。どう詫わびたらいいのか言いたまえ」

「…………ぐす、詫びられても、押し倒されたことは……」

「わかった、休みか？　休みが欲しいのか？　それとも何か食べるか？　五時から起きていたのなら空腹だろう。チョコはどうだ？」

「チョコ……」

　はっ──とアヤコは思わず顔を上げ、それから食べ物に釣つられてしまったことに気付いて、顔を更さらに赤らめて目を逸そらした。

　だが、レイはにやりと笑って、戸棚からチョコレートを取り出そうとする。

「よし、チョコか」

「ま、待ってください、そんな食べ物に釣られたみたいなことは──」

　抵てい抗こうするアヤコの鼻先に紙に包まれたチョコレートが差し出される。

　板状のそれからは甘い匂においが漂ってきて、アヤコはつい本音が漏もれる。

「……凄すごく良い匂いがするんですね」

「もしかして食べたことがないのか？」

「ありません」

　アヤコはしばらくじっとチョコレートを見つめ、ややあって好こう奇き心しんに負けておずおずと手を伸のばした。

　だが、そのチョコレートは突然取り上げられる。

「!?　レイ!?　くれるんじゃ……」

「君、今日は暇ひまだな？」

「は？　暇ということはありませんけど。だって、今日も普ふ通つうに授業が──」

「これからロンドンへ行くぞ」

「はあ、……!?　私もですか!?」

　レイは安楽椅い子すにどっかりと腰こしを下ろし、アヤコが淹いれた紅茶を飲む。

「そうだ。僕はホワイトヒルズ校との打ち合わせがあってロンドンへ行くのだ。君もついてきたまえ」

「つ、ついていって何をするのでしょうか」

「何、いつもと変わらないさ。少しの雑用、ただのそれだけだ」

　アヤコは閉口して椅子に座るレイを見下ろす。

　そう、彼がアヤコをファグに誘さそった時も、そうだった。対価はささやかなものだと言いながらも、これ以上ないくらいアヤコを扱こき使う。

　今回だって、きっと『少しの雑用』なんかでは収まらない。これはもう、絶対だ。

　レイは涼すずしい顔で、優ゆう雅がに茶を飲んでいる。

　アヤコが断るなんて、ほんの少しも想像していないのだ。

「……というか、チョコは……」

　どうなったのかと呟つぶやきかけたが、結局続きは飲み込んだ。

　チョコ欲しさに機き嫌げんを直したと思われるのも癪しやくだし、早くもレイはその気で新聞を広げている。反論する時機は逸いつしていた。

「ああ、もう、わかりました。行きます」

　振り回されてばかりなのは不満といえば不満だが、ロンドンへ行くのは純じゆん粋すいに楽しみだ。

　何しろ、ロンドンは船で着いたその日に少し散策しただけで、すぐにこのスタグフォード校に移動してしまったのだ。

　授業についていくのは大変だし予習もしなければならないが、今日くらい外出したって遅おくれを取り戻すのが不可能というわけではない。

「では、準備を整えて八時にダイアナ寮りようの前で。馬車で拾いに行こう。舎ハウ監スミ教スト師レスには君から伝えておきたまえ。校長には僕が断っておく。それで担当教師にも伝わる」

「はい。それでは失礼します」

　ロンドンまでは汽車で三十分程度だ。日帰り旅行の準備を頭の中でなぞり、アヤコは一礼してさっさと部屋を出ていく。

「チョコレートか」

　扉とびらを閉める直前、面おも白しろがるような響ひびきのレイの声が、聞こえた気がした。




「薔薇は赤い、菫すみれは青い、砂糖は甘い、チョコレートも甘い……」

　機き嫌げん良よく、詩を一人で改変して呟く。

　元は愛の詩だが、あいにくと彼はそちらにはあまり興味がない。重要なのは甘いということ。それもただ甘いのではなく、ただの板チョコレート以上に美味おいしく、風味豊かに。

　頰ほお杖づえをついて、目は新聞の上を滑すべる。

　頭に情報を入れつつも、彼は自分の想像に笑えみを漏らす。

　ロンドンで、アヤコはどんな顔をするだろうか。

　驚おどろいて、目を輝かがやかせて、いつものように喜びをごくストレートに表現するだろうか。

　表現する言葉を探して必死に頭を捻ひねるだろうか。

　早く彼女の反応を見たいと思う。

　彼女は本当のことしか言わない。

　だから、彼女はそばにいても気にならない。何が噓うそで何が本当か、勘かんぐる必要がない。

　むしろ、彼女がそばにいた方が、その真っ直すぐな思いや感情に触れられて面白い。

　だが机に新聞を置いて、彼は急に眉み間けんに深い皺しわを寄せた。

　机の上に水が零こぼれて、書類まで濡ぬれている。

　先さき程ほど、アヤコがお茶を淹れようとして盛大に零していたのだと気付いて、彼は濡れてしまった新聞を拾い上げ、睨にらみつけた。

「まったく……」

　不意に顔を真っ赤に染めたアヤコを思い出し、彼は気まずさを覚えて、新聞を机に放ほうり出した。




　シティ最大の建物である荘そう厳ごんなるセントポール寺院までは徒歩で十五分足らず。

　ギリシアの神しん殿でんのような面つら構がまえのロンマンドンシヨ市長ン・公邸ハウスまではその半分くらい。

　歌にも歌われるロンドン橋ならもっと近い。

　少し足を伸ばせば、トマス・モアやアン・ブーリンの血が流れたロンドン塔とうも見学できる。

　通学制私学であるホワイトヒルズ校は、ロンドンはシティのサフォーク・レーンに位置し、行きの汽車の中で地図を開いた時から、アヤコの好奇心はいたく刺し激げきされていた。

　こうして校舎を応接室まで案内されていても、そわそわとして落ち着かない。

　きっと下級生が滑って遊ぶこともあるだろう、ぴかぴかに磨みがかれた階段の手すり。踊おどり場のステンドグラス。美しい木目の床ゆか。白い漆しつ喰くいの凹おう凸とつにある小さな傷。それと好対照をなす、黒く塗ぬられた各教室の扉。

　そして応接室に通されたアヤコの目に最初に飛び込んで来たのは、大きく取られた窓と、その向こうに見えるグラウンドだった。

　クリケットのシーズンは夏。十月の今はフットボールのシーズンだ。

　生徒たちは盛んに声を掛かけ合い、ボールを蹴けり、奪うばい合っている。

　どうやら紅白戦の最中らしい。

　外の寒さもまったく感じていないように、若者たちはごく薄うす着ぎのユニフォームで盛んに動いている。

　他校の様子なんてあまり見る機会はなかったから、アヤコには見るものすべてが面白い。

　そしてそれ以上に、目の前で繰くり広げられている球技に目を奪われ、気付いた時には魅み了りようされていた。

　ちょうど得点が決まり、晴れた空に若者たちの歓かん声せいが響いた。

「アヤコ」

　レイに呼ばれて、ハッとする。

　アヤコの足はいつの間にか止まって、案内の生徒とレイがこちらを見ていた。

「す、すいません！」

　アヤコはぱたぱたと軽い足音をさせて、勧すすめられた椅子に座る。

　案内の生徒──監かん督とく生のウィルソンと名乗った──は、そんなアヤコに微笑ほほえみ掛ける。

「フットボールはお好きですか？」

「はい。日本ではまだあまり普ふ及きゆうしていないので、私は留学して初めて試合を観みましたが、観ていてとてもどきどきします。少し、荒あらっぽいので、怪け我がが怖こわいなと思ってしまいますが……」

「女性はそう思われるものかもしれませんね」

　はは、とホワイトヒルズ校の監督生は爽さわやかに笑う。

「学校側は、健康のためだとか、健全な精神を育成するためだとか、チームプレーを学ぶためだとか、色々な理由で我々にゲームをさせます。しかし、結局のところ、我々は青年期の余り余った熱量をぶつける対象が欲しいのです。それが最終的に何に昇しよう華かされようとも、我々の関知するところではない。極きよく端たんなことを言えば、我々は、『戦争』の代だい替たい行こう為いとしてゲームをしているのです」

　そして、と監督生はレイを見やる。アヤコに向けたものとは違ちがう、鋭するどい目だった。

「戦争と同様、勝利はチームのみならず学校の名めい誉よとなるのです。我々は名誉を賭かけて戦うのですよ」

　レイもまた、平然とその視線を受け止める。

　アヤコたちがホワイトヒルズ校を訪おとずれたのは、三週間後に迫せまるフットボールの親善試合についての打ち合わせのためだ。

　だが、これはただの親善試合ではない。

　レイと火花を散らす監督生の制服の胸には、ホワイトヒルズの校章が刺し繡しゆうされている。

　獅し子しの図ず柄がらの下に、１５８９の文字。

　十六世紀末に商人ギルドによって建てられたこのホワイトヒルズ校は、歴史のある名門校だ。卒業生には著名人も多く、今年開かい催さいされる三百周年記念式典には、女王陛下も来臨する。

　当然その式典の成功は、ホワイトヒルズ校の威い信しんを賭けたものとなる。

　スタグフォード校との親善試合は、いわば、余興の一つだ。

　お茶を運んできたメイドが出て行くと、レイは早さつ速そく話を切り出した。

「親善試合へのご招待、改めてお礼申し上げます。チーム一同、大変光栄に思っております」

　レイの口からはするすると上品で正確なアクセントの言葉が出て来る。

　言葉は重要だ。

　上流階級と下層階級では、話す言葉が違う。

　省略が多用され隠いん語ごが鏤ちりばめられた下町コツ訛りクニーは、上流階級には理解できない。また、上流階級の発音をその階級に生まれ育たなかった者が真似まねすることも容易ではない。

　パブリックスクールは紳しん士しを育てる。レイも向かいに座る相手も、当然アッパーミドル以上の階級の出身者だ。

　ホワイトヒルズ校の監督生は、笑みを湛たたえたまま答えた。

「今最も勢いのあるフットボールチームと対戦できてとても幸運なことです。私どものチームも皆みな張り切っております」

　きらりと目を輝かせて、レイは言い返す。

「胸を借りるつもりで、とは言いません。式典の余興に甘んじるつもりもありません。我々も勝つつもりで臨のぞみます。あのグラウンドで貴方あなた方より多くの点を取るのは我々です」

「それは勿もち論ろん」

　相手は笑みを深める。

「ネメアでヘラクレスが対たい峙じしたのは鼠ねずみではなく人食いの獅子です。試練とは容易には成し遂とげられないものだから意味があるのです」

　自らをギリシア神話の英えい雄ゆうに擬ぎした相手に、レイは不ふ遜そんとも言える笑みを向けた。

　部屋の外では、また点が入ったのか、思春期の熱量をスポーツにぶつけている若者たちが、雄お々おしく歓声を上げ、アヤコは胃の痛くなるような目の前のやり取りとの差に、羨せん望ぼうさえ覚えた。




「はあ……あったまる……」

　熱い紅茶を喉のどに流し込み、アヤコはほのぼのとした心地ここちで目を閉じる。

　先程無事にホワイトヒルズ校代表との会合も終わり、アヤコはレイに連れられてホテルの食堂で腰こしを落ち着けることができた。

　レイの方は、愛らしい花はな柄がらのティーカップを手にくつくつと肩かたを震ふるわせ笑っている。

「何がネメアの獅子だ。ヘラクレスだなどと笑わせてくれる」

　……目が笑っていない。

　二校の代表のやり取りは表面上は礼れい儀ぎに則のつとった穏おだやかなものだったが、腹の底では違ったのだろう。まだ事情にあまり明るくないアヤコは、紅茶に砂糖を追加投入しつつ尋たずねた。

「三百周年記念行事に招待される……って、名誉なことなんですよね？」

「名誉？　名誉などというものは勝利の後にのみついてくるものだ。奴やつも言っていただろう、これは戦争なのだと。戦争を吹ふっかけられて、名誉だなどと思うのか、君は？」

「あ、うーん、いえ……でも、一応スタグフォード校のチームの強さを認めているんですよね。だから招待してくれたんですよね」

「それでも負かす気でいるのだから同じことだ。彼らにとってこの親善試合は、その後に控ひかえる三百周年式典に繫つなげるための余興、景気づけの類たぐいだ」

　ふんと鼻を鳴らし、レイは紅茶を一口飲む。

　そして少し落ち着いた顔で、ティーカップをソーサーに置く。

　そこで見計らったようなタイミングで給きゆう仕じがやってきて、アヤコの前に皿を置いた。

　見れば、それは艶つや々つやとした黒いものでコーティングされたケーキだった。生き地じも茶色く、生地と生地の間に塗られたクリームも黒っぽい色だ。

　アヤコがこちらに来てから食べたことのあるケーキといえば、キャラウェイシードを入れたシードケーキや、レモンの香かおりと重めの食感が印象的なマディラケーキ、洋酒漬づけのフルーツをたっぷり入れたダンディケーキなどのフルーツケーキだ。どれもバターやフルーツが惜おしみなく入っていて美味おいしかったが、この黒いケーキは見たことがない。

　甘く、豊かな香りがする。

　初めて見るものに、アヤコは首を傾かしげた。

「これは、なんですか？」

「チョコレートケーキだ。ホテル・ザッハーのザッハ・トルテをできる限り再現させた。僕がここの菓か子し職人と試行錯さく誤ごを重ねて完成させたものだ」

「チョコレート……」

　レイは誇ほこらしげに胸を張って言った。

「食べたことがないと言っただろう？　君が食べる最初のチョコレートは、このチョコレートケーキなのだ。光栄なことだと思いたまえ」

「…………レイ」

　アヤコは呆ぼう然ぜんとして、チョコレートケーキを前に呟つぶやいた。

「もしかして、そのために私をここまで連れてきたんですか？」

「そうだ。君は自分が会合で何かの役に立つと思っていたのか？」

　その言いぐさにアヤコはむっとして、思わず言い返す。

「役に立とうと思って付いてきたんです！」

　うきうきとして見えたレイが、急に顔をしかめた。

「このケーキに不満があるのか？」

「そうじゃありませんけど！　だって、私はファグなんですよ。ファグとしてレイにお仕えしているんですから、役に立たないなんて言われて黙だまっていられません」

「ならば君はあの会合で何の役に立ったのだ」

「う……お、お話ししました。あちらの学校の代表の方と……割と和なごやかな雰ふん囲い気きにはなっていたかと……」

「僕だって世間話くらいできる」

「え……レイの世間話って、最新の血液検査の正確性の是ぜ非ひとか毒殺事件における検査方法の確立とかそういうののことですか……？　私はともかく、他ほかの人は楽しいんですか、あれ……私たちの話聞いてた人がちょっと引いてたことありますよ……」

　レイはいっそう不満そうな顔をした。

「あいつは君が女性で美しいから笑え顔がおを振ふりまいていただけだ。おまけに小国からの留学生だと下に見ているのだ」

「そうかなあ……」

　首を捻ひねるアヤコの鼻先に、レイは指を突つきつけた。

「君はその容易たやすく人に心を許す傾けい向こうをいい加減改めたまえ」

「私は別に──」

　突きつけられた指を掌てのひらで押しのけながら、アヤコは唇くちびるを尖とがらせる。

「もう食べなくていい」

　レイは完全に拗すねてしまったらしく、そう言ったきりそっぽを向いてお茶を飲んでいる。

　アヤコは困ってしまい、皿の上のケーキをちらりと見やった。

　チョコレートで艶々と輝かがやくケーキは、とても美味しそうに見える。香りも良いし、いったいどんな味なのだろうと心引かれる。

　それでもアヤコは表現しがたいもやもやとした思いを抱かかえて、ケーキに手が出ない。

　正直、レイがこうしてケーキを食べさせようとしてくれたのは純じゆん粋すいに嬉うれしい。ケーキも食べてみたい。

　だが、アヤコはそのためにここに来たつもりはない。

　あくまでレイの手伝いに来たつもりなのだ。

　ここでケーキに手を付けることで、それを否定してしまうのが嫌いやだった。

　ケーキと睨にらめっこをしていると、レイの溜ため息いきが聞こえてきた。

「わかった、僕の言い方が悪かったのだな。……今日の働きはご苦労だった。それは褒ほう美びのようなものだ」

　こうまでレイが譲ゆずることなどそうあることではない。

　アヤコは目を上げ、根負けした様子のレイを見て、それでもなんだか、もやもやが消えていないことを感じて困こん惑わくしていた。

「……そう言っていただけるのは嬉しいですけど。でも、さっき、私が役に立ってないって言ったじゃないですか」

「君も大たい概がいしつこいな」

　レイはすっかり呆あきれて、皿をアヤコの方にさらにずいと近づけた。

「いいから食べたまえ。僕は君に食べて欲しいのだ。意地を張るのはもうおしまいだ」

　アヤコはケーキ用のフォークを手に取り、それでもそれを手の中で何度も握にぎり直し、俯うつむいた。

「……もやもや、するんです」

「だから僕が悪かったと──」

「謝って欲しいわけじゃないんです。私はたぶん、レイに認めてもらいたくて、いつも必死なんです。レイが思っている以上に」

「…………」

　また目を上げると、レイは渋じゆう面めんだったが、アヤコに丁てい寧ねいに言い聞かせた。

「もうとっくに認めている。君は大変有能なファグだ。今日の働きに自分で納なつ得とくできないのなら、普ふ段だんの働きに対する報ほう酬しゆうだと思いたまえ。そしていっそう励はげむように。これでいいな？」

　勿もつ体たいないくらいの優やさしい言葉の大おお盤ばん振ぶる舞まいに、アヤコは目を白黒させた。

「……はい。我が儘まま言ってごめんなさい」

　アヤコはようやくフォークを構え、ケーキに向き直った。

　だが改めて見るとチョコレートのコーティングは本当に美しく、フォークを入れるのが大きな罪であるかのようにすら思えてくる。

　気を紛まぎらわそうと、アヤコはレイに尋ねた。

「あの、どうしてここまで言ってくださるんですか？　凄すごく嬉しいですけど、でも……」

「ここまで連れてきて食べさせずに帰せるか。僕は君に食べさせたいんだ。君が喜ぶならなんだって──」

　言いさして、レイはハッとして口を噤つぐんだ。

　アヤコは言われた言葉を考えて、受け入れ、少し驚おどろいて言った。

「そこまで食べさせたいなんて、凄く自信作なんですね、このケーキ」

「…………ああ、まあ、そう、だな……」

　何故なぜかレイは額を押さえ、少し疲つかれた顔をしている。

　だがとにかく、そこまでレイが言うからには、アヤコもそれに応こたえなくてはなるまい。

　アヤコはえいっとばかりに勇気を振り絞しぼって、フォークを一息にケーキに突き刺さした。

　レイを見ると、どことなくホッとした様子だ。

　アヤコはなんだか嬉しくなって、彼と目を合わせて微笑ほほえみ合った。

　その時、ふとアヤコはレイの後ろ、窓越ごしに見えた人ひと影かげに目を留めた。

「？」

　その人物は通りをかなりの早足で歩いていて、今にも食堂の前を通り過ぎようとしている。きちんとしたフロックコート姿で、トップハットを被かぶり、どこかへ急いでいる。

　眼鏡めがねを掛かけた横顔を見た途と端たん、アヤコは立ち上がっていた。

「グリフィズ先生!?」

　レイも訝いぶかしげな顔で振り返り、たまたまこちらを見やった教師と目が合った。

　それは確かに、スタグフォード校の教師、オーウェン・グリフィズだった。

　グリフィズはレイとアヤコを見ると、酷ひどく慌あわてた様子で来た道を戻もどり、ホテルの食堂に入ってきた。

　そして、なんとか落ち着きを取り戻そうと努力しているものの、それでも取り乱した様子で、声を潜ひそめてレイとアヤコに言った。

「バージェス、それにアヤコ君。君たちはどうしてロンドンに……」

「ホワイトヒルズ校との打ち合わせのためです」

「ああ、そうだったね。そうだった……」

「先生、何があったんですか？　今日は授業があるはずでは？」

　レイがそう訊きくと、グリフィズは急に口を噤んで、視線を彷徨さまよわせた。

　トップハットの鍔つばを手で撫なでつつ、彼はそそくさとその場を離はなれようとした。

「いや、すまない。急ぐのでね」

「誰だれが事件を起こしたんですか？」

　レイがそう言うと、グリフィズは飛び上がりそうに動どう揺ようしていた。

「ど、どうして知っているんだ」

「それはまあ、先生がこれだけ急いで、慌てた様子で、僕を見て渡わたりに船みたいな顔をしたくせに、何も言ってくれないからですよ。学校関係者が問題を起こして、逮たい捕ほでもされたんでしょう？　僕の力を貸せることが発生したが、なにぶんナイーブな問題だから、僕に話していいものか迷っている。そうじゃありませんか？」

「つまり、知っているわけじゃないのか……」

「ええ、教えてください。どうせ人の口に戸は立てられません。噂うわさはすぐに広まりますから、今先生が話しても話さなくても同じことですよ」

　レイは少数の優ゆう秀しゆうな学生のみに許される《ロード》の呼び名を持つ監かん督とく生だ。生徒たちの自治の中心人物であり、彼自身スタグフォードで問題があれば必ず解決に乗り出す。

「……君は、知っておくべきだ」

　グリフィズは自分に言い聞かせるようにそう呟つぶやくと、椅い子すには座らないまま、レイの肩かたに手を置き、身を低くして囁ささやいた。

　その囁きは、すぐそばに座るアヤコにも聞こえた。

「君の友人、シーモアが逮捕された。今シティ警察にいる。ご家族とはまだ連れん絡らくが取れない。校長先生も後ほどいらっしゃるが、先に私が駆かけつけたんだ」

　レイは僅わずかに眉まゆを上げたが、それだけで、溜息を吐ついて椅子にもたれた。

「そういえば、やつは昨日から休きゆう暇かを取っていましたね。何をしたっていうんです？　まあ、大方女性を助けようとしていざこざに巻き込まれたか、騙だまされて警察沙ざ汰たになったのでしょう。あいつは根っからのフェミニストですから」

「……バージェス、そうじゃない。違ちがうんだ」

　グリフィズは真しん剣けんな、青ざめた顔で、いっそう低く囁いた。

「女性だ。被ひ害がい者しやは女性なんだ。罪状は──」

　それを告げる前に、グリフィズはこくりと喉のどを鳴らし唾つばを飲み込んだ。

　それでもなお、彼の声は掠かすれて、震ふるえていた。

「殺人と遺体損そん壊かいだ。警察は余罪があると見ている。連続殺人だ。言っている意味がわかるか？」

　アヤコはただ目を丸くして固まっていた。レイは瞬またたきもせずにグリフィズを見つめ、浅い息を吐いて言った。

「《切り裂さきジャック》……」

　一年前、ロンドンを恐きよう怖ふのどん底に突つき落とした連続殺人犯の名。

　グリフィズは、頷うなずいてそれを肯こう定ていした。




　一八八八年の秋、ロンドンで娼しよう婦ふが殺された。

　被害者は腹を切られて、臓器を奪うばわれていた。

　事件は繰くり返し起こり、大勢の人間が犯人と疑われて、逮捕されたが、結局全員が釈しやく放ほうされた。犯人は一年経たった今も見つかっていない。

　新聞社に送り付けられた犯人を名乗る人物からの手紙には、《切り裂きジャック》との署名があった。

　手紙が果たして本当に犯人からのものであったかは疑わしいが、新聞と民衆にとっては丁度良い渾名あだなだったのだろう、以来、この殺さつ人じん鬼きは《切り裂きジャック》と呼ばれている。

　一方で、マーヴィン・ローレンス・シーモアという人物は、伯はく爵しやく家の嫡ちやく子しでスタグフォード校の生徒、フットボール部の副キャプテン、そして女性好きで知られている。

　女性好きと言っても、相手に無む理り強じいするようなタイプではない。ただ、女性に優しく、甘い言葉を掛けて、ちょっとしたやり取りを楽しむ。

　アヤコも誓ちかって言えるが、女性を傷つけられる人ではない。

　どこからどうやって情報が漏もれたのか、アヤコたちが到とう着ちやくした時、シティの警察署はすでに野や次じ馬うまと記者に囲まれていた。

　到とう底てい表からは出入りできないので、裏から署内へ入る。

　しかし受付では面会は家族でなければできないと言われ、グリフィズはもう一度シーモアの親と連絡を取ると言って一いつ旦たん別れた。

　レイは、署内に残った。

　そして、人目に付かない隅すみでしばらく署内の人の動きを観察していたかと思うと、急に大おお股またで二階に上がり、一人の刑けい事じの後をついていく。

　刑事が扉とびらを開け、中に入ると、彼が扉を閉める前に、レイは足を突っ込んでそれを邪じや魔ました。

　刑事は驚いて咎とがめた。

「おい、なんだ君らは！」

「失礼」

　レイは無む理り矢や理り身体からだをねじ込み、自分を捕つかまえようとする刑事の腕うでをすり抜ぬけて、室内に入ってしまった。アヤコも後を追おうとするが、さすがに同じようにはいかず、刑事に腕を摑つかまれる。

「ここはダメだ、出て行くんだ！　待て！」

　刑事が怒ど鳴なると、室内にいた他ほかの刑事や警官もばたばたと駆けつける。

　だが、レイは、部屋を叩たたき出される前に、部屋の真ん中でソファに座らされた一人の青年に向かって声を張り上げていた。

「説明しろ、シーモア！」

　男たちに囲まれていたのは、柔やわらかそうな癖くせのある金きん髪ぱつ、やや垂れ気味の目の、華はなやかな容姿の貴公子──マーヴィン・シーモアだった。

　シーモアはさすがに憔しよう悴すいしているように見える。驚おどろいたように見開かれた目が、レイを見つめる。

「バージェス？」

「言え！　早く！　僕が──」

　刑事が拳こぶしでレイの顎あごを殴なぐり、よろめいたところを別の警官が羽は交がい締じめにする。

「レイ！　レイ、大だい丈じよう夫ぶですか!?　レイ！」

　アヤコは彼が殴られたことに驚いて、半泣きでレイの名前を呼んだ。

「こいつ、なんなんだっ！」

「記者には見えないぞ。知り合いか身内だろう？　殴るのはまずいんじゃ──」

「待て、おい、子どもだ、おまえたち、待て！」

　髭ひげを生やした年かさの男が、手て荒あらな他の男たちを止めようと声を張り上げる。

　レイのトップハットは床ゆかに落ち、シャツのボタンは飛び、唇くちびるは切れて血が滲にじむ。

　レイは男たちの腕を振ふり解ほどこうと、もがきながら怒鳴った。

「貴様は僕が助ける！　さっさと何か言え、この馬ば鹿か者もの！」

　呆あつ気けに取られていたシーモアが、レイの様子を見て息を吞のみ、叫さけぶように答えた。

「き、騎き兵へい、軍人──」

　文章にもならない単語の羅ら列れつだ。

　だがそれ以上話すことはできないまま、レイとアヤコはついに部屋から引きずり出された。

　扉はアヤコの鼻先で閉とざされた。




「困るんだよ、バージェス」

　三十代と思おぼしき刑事が、心底困り顔で紙巻き煙草たばこに火を付けて言った。

　レイとアヤコはシーモアがいた部屋（署長室だったらしい）から別室に連れ出されていた。

　机と椅子が三さん脚きやくあるだけの部屋で、どうやら取り調べ室のようだった。

　刑事は椅子に座らせたレイたちの前に立ち、煙草を吸う。

「《切り裂きジャック》だぞ？　ばからしい渾名だが、新聞は書き立てる。彼の身元が判明して、貴族の坊ぼつちゃんだとわかったら余計大変なことになる。騒さわぎにしたくないのはそちらだって同じだろう。今はこちらにすべて任せておけ」

「シーモアは騎兵と言っていたが、何かわかっているのか？」

「だから──……」

　刑事は、はあ、と溜ため息いきを吐いて、何かを諦あきらめた。

「もういい、帰れ。学校には知らせないでおいてやる。こっちも忙いそがしいんだ。あの坊ちゃんの親おや父じさんを捜さがさなきゃならん。見つけられない限り取り調べもできないんだぞ。それとも、おまえが連れてきてくれるってのか」

「考えておこう」

　レイはそう答えると、立ち上がって帽ぼう子しを手に取り、埃ほこりを払はらい落とした。

「では僕は失礼する。これ以上お咎めも情報もないのならな」

「ああ、さっさと行け。ただし外に出るまで見届けるからな」

　刑事は嫌いやな顔をしてレイとアヤコを追い立て、部屋から出してしまう。

　裏口から外に放ほうり出され、おまけに裏口の前にも制服警官が配置された。

　レイは署を出て、路地を抜け、表通りに出ても、何も言わなかった。

　かなり早足で追いつくのが大変だったが、アヤコはなんとか彼の隣となりに並んで、その顔を覗のぞき込んだ。

　きっと悔くやしい思いをしているだろうと思って。

　だが、アヤコの予想に反して、レイの口元には笑えみが浮うかんでいた。

　アヤコの視線に気付いて、レイは自信たっぷりに言った。

「警察はまだ何も調べられていない。今のうちだ」

「今のうちって……」

「捜そう査さだ。当たり前だ」

　そう、レイにとっては、ごく当たり前のことなのだ。それはもう、太陽が東から昇のぼるくらいに当たり前のこと。

　シーモアは犯人ではない。

　真犯人がいるのだ。そいつは、シーモアに罪を着せてぬくぬく暮らしている。

　事実が曲げられ、汚けがされているのなら、レイはそれを正す。

　無実の罪を着せられているのがスタグフォードの生徒なら、なおさらだ。

　落ち込んでいる暇ひまはないのだ。

　彼の表情を見ているうちに、アヤコの中にも根こん拠きよのない、よくわからない自信が植え付けられたらしい。やる気と、自分こそがどうにかしなければという使命感のようなものがむくむくと育ってきた。

「まずは現場だ。まあどうせ踏ふみ荒あらされているだろうが、何か残っているかもしれん。付いて来い、アヤコ。望み通り、僕の『役に立つ』機会を与あたえるぞ！」

「は……はい！」

　迷いのない足取りでずんずんと進むレイに負けじと、アヤコはほとんど駆かけ足になった。




　現場に着くまでの間、レイはアヤコに《切り裂さきジャック》の事件についてざっくりと教えてくれた。

「事件が起こったのは一年前」

　わずか数か月の間に五人の娼しよう婦ふが殺された。全員喉のどを切り裂かれて、四人は腹を裂かれていた。そのうち一人を除いて街角での犯行であり、その一人は部屋で殺されている。

　その後も似たような事件は起こったが、凶きよう器きや遺体の状態から見て、レイはただの模も倣ほう犯だと考えている。警察も同じ考えだろうとレイは言う。

　そして、今回の事件が、ごく久しぶりの犯行だ。

　だが、と彼は言う。

「そもそも、これが本当に《切り裂きジャック》の犯行かどうかはわからない。喉を切り裂くという状じよう況きようは同じだが、内臓はなくなっていない。おそらく、すぐに騒ぎになって腹を裂いている時間がなかったからだろうが、断定は危険だ。まずは検死結果が発表されてからだ」

「詳くわしいんですね」

　アヤコは少し驚いてそう尋たずねた。

　レイは一いつ瞬しゆんアヤコを見つめ、ふいと視線を逸そらして答える。

「僕の渾名あだなを思い出してみろ」

「あ」

　アヤコはすっかり忘れていたが、そういえば彼は校内で《切り裂きジャック》と渾名されていたのだ。

「そういえば……」

「あれは《切り裂きジャック》事件に際して警察に呼ばれて話を聞かれたのが切っ掛かけだ。容疑者というわけではなかったが、噂うわさする方にとってはどうでもいいことだ。要するに、僕は《切り裂きジャック》と因いん縁ねんがある」

「そうだったんですか……でも、どういった事情で警察に呼ばれたんですか？」

「…………」

　レイは歩き続け、黒い外がい套とうがひらりと翻ひるがえる。

　そうして角を曲がる前に、彼は独り言のように呟つぶやいた。

「知人が事件に絡からんでいた」

「え」

　角を曲がった途と端たん、ざわめきが聞こえてきて、一瞬アヤコの意識はそちらに逸れた。

　レイはまるで今までの話なんてなかったかのように、足を止めて言った。

「ここだな」

　地下鉄のオルドゲイト駅の裏手は、警察署以上に黒山の人だかりができていた。

　ここが、殺人現場なのだ。

　殺人事件が起こったのは今朝早くだそうだ。シーモアが逮捕され、学校に連れん絡らくが行って、すぐにシーモアの寮りようの舎監ハウス教師マスターのグリフィズが駆けつけた。

　だから、アヤコたちが着いた頃ころにはもう現場は地元住人によって清せい掃そうも終わっていた。

　おぞましい事件があった場所を、人々は好こう奇き心しん旺おう盛せいに覗き込み、逮捕された犯人像について大声で話し合っている。

「やはり遅おそかったか」

　レイが顔をしかめてそう呟き、踏み荒らされた地面に膝ひざをつき、憎にく々にくしげに見つめた。

「酷ひどいものだ。警察どころか野や次じ馬うまの足あし跡あとでいっぱいだ。何か見つかっても到とう底てい犯人のものだとは証明できない。シティ警察め、現行犯だと思って気を抜ぬいたのか？」

「凄すごいですね、もうこんなに人がたくさん……新聞にもまだ載のってないんじゃないですか？」

「人の噂は活字より速いものだ。では聞き込みから始めるぞ」

　レイはそう言い、野次馬たちと商しよう魂こんたくましく彼らに飲み物や軽食や記念品を売りつけている呼び売り商人たちを眺ながめていたかと思うと、急に歩き出した。

　人を搔かき分け、駅の裏で壁かべに凭もたれるように座り込んだ老ろう齢れいの女の前で立ち止まる。

　女の目は白く濁にごり、光を映していないようだった。

　レイは彼女の前に膝を突つくと、垢あかと泥どろで黒くなった彼女の顔を見つめて語りかけた。

「やあ別べつ嬪ぴんさん。ここらじゃ最近──」

　その言葉を耳にした途端、アヤコは耳を疑い、驚おどろきの余り声を上げそうになった。

　だって、今のレイの言こと葉ば遣づかいは、普ふ段だんと全然違ちがう。発音も正確ではないというか、変な癖くせのようなものがあるし、そもそも単語がどうやら本来の意味とは違う使われ方をしているようで、意味がわからない。俗ぞくっぽい喋しやべり方なのだ。

　目が見えない女は、レイの話に耳を立て、うんうんと頷うなずいて答えた。

「ああ、そんなら餌えさ売りのドニーがいいよ。ドニーはね、朝はやーくに市場へ行って肉を仕入れてくるんだ。時々あたしに熱いコーヒーを奢おごってくれる、優やさしい子さ。その向かいの建物に住んでるよ。二階の部屋さ」

「そうかい、ありがとうな。これであったかいもの食べておくれよ、最近冷え込んじまってるからさ」

　別人みたいな発音で、レイはそう言い、女の手に硬こう貨かを握にぎらせた。女は、まあまあ、と少し驚いたような声を上げて、微笑ほほえんだ。

「ありがとうね。綺き麗れいな手の人。あんたがどなたか存じないが、きっと気の良い紳しん士しなんだろうね」

　それを聞いて、レイは顔をしかめた。

　綺麗と聞いて、アヤコはその手を覗き込み首を傾かしげる。

　骨張った男性の手だったから。

　女から離はなれると、アヤコは彼の手を突つついて尋ねた。

「どういうことですか、さっきの？」

「僕が下町で過ごしたことはもう話しただろう」

　レイは五歳の頃に誘ゆう拐かいされて、見み世せ物もの小屋に売られ、五年後に見つけ出されるまでそこで育った。

「そうじゃなくて、手のことですよ」

　レイは意外そうにちらりとアヤコを見やり、それから自分の手を見つめた。

「手が違うのだ。彼女のように光が失われて他ほかの感覚が鋭するどくなっている人間なら、すぐにわかったのだろう。この手が労働者階級の手ではないと。そういうものだ」

「ああ、なるほど……」

　レイは外していた手て袋ぶくろを嵌はめ直した。アヤコはそれを見て、また首を傾げる。

「じゃあ、レイが手袋を外していたのはどういうわけなんです？」

　レイはそう問われて、素っ気なく答えた。

「別に、理由なんてない」

「はあ……」

　アヤコはレイの手をじっと見つめていたが、ふと思いついてその手を取った。

「何をするのだ」

　レイが咎とがめるのも気にせず、彼の右手から手袋を取り去った。

　そして、直接彼の手に触ふれて微笑む。

「ああ、やっぱり。レイの手は温かいんですね」

　手を握ったまま笑え顔がおで見上げると、レイは鼻白んだように口元を引きつらせていた。

「なんのことだ！」

「あのおばあさんにちょっとでも温度を分けて上げたんですよね。レイは優しい人ですよね」

「決め付けないでくれたまえ！」

　レイは憤ふん慨がいしてアヤコの手を振ふり払はらい、手袋も取り返す。

「さっさと話を聞きに行くぞ、君にだって仕事はあるのだからな！」

　おかしなことなんてないはずなのに、アヤコはなんだか自然と笑みがこぼれてしまって、少々だらしない表情のまま、彼について通りを見下ろす集合住宅に向かった。




　だが、ドアを叩たたき、声を掛け、事件について尋ねて回っても、シーモアが口にしていた、騎き兵へいだとか軍人だとかについての情報は得られなかった。

「あんまりうまくいきませんねえ……」

　狭せまい地区内をぐるぐる回っているので肉体的にはそこまで疲つかれてはいないが、精神的に疲ひ労ろうを覚える。

「なんていうんですか、疎そ外がい感かんがあるというか……」

「僕たちはよそ者だからな」

　レイはそう言った。現場を遠目に眺められる煉れん瓦がの壁にもたれかかって、目は常にそちらに向けられている。

「君は外国人だし、僕はこの通りだ」

「この通り？」

「この界かい隈わいでは浮ういてしまう身なりだ。少し行けばシティの金きん融ゆう街だが、ここらの住民の中には、その日暮らしの者も多い。僕のような身分の者を見たら警けい戒かいする人間が多いのだ」

　レイはトップハットに燕えん尾び服ふく。スタグフォードの制服だが、紳士の一いつ般ぱん的てきな服装でもある。

　アヤコも華か美びではないが身なりが良い上に、明らかに東洋系の顔だちだ。

「じゃあ、みんな警戒して、喋ってくれないんですか？」

「そういうことだ。そして、それは警察についても同じなのだ。後ろめたいことがある住人は多いし、そうでなくとも警官と知り合って警棒で殴なぐられる以上の良い経験をした住人が何人いるか。腹を割って話すには信しん頼らいが必要だが、彼らと警察の間にはそんなものはない」

「それは困りましたね……」

　以前学校で調査をした時は、相手はアヤコと同じ生徒たちだったから、接しやすかったし話も聞き出せた。今回はそうではない。まったく違う境きよう遇ぐうの人間から話を聞き出さなくてはいけないのだ。

「それにしてもここまで何の手がかりもないのは奇き妙みようだな。幾いくら彼らが我々を警戒していたとしても、この手の話題ならもう少し口が軽くなってもいいものだが。これだけの事件だ、自分だけが知っている秘密があるのなら、それを言いふらしたくて仕方ないだろう」

「あっ、でも三番目に訊きいた人、何か知っていそうでしたよ。あの人にもう一度声掛かけてみません？　レイがすぐどっか行っちゃって最後まで教えてもらえませんでしたけど……」

「あれは何も知らない。知っている風に見せて、小こ銭ぜにを稼かせぎたいだけだ」

「そうなんですか？」

　驚きを口にしてしまってから、レイの冷たい視線に気付いてハッとした。

「君はまた……まったく懲こりていないようだな！　君こそ警戒心を持ちたまえ」

「う、で、でも、よくレイそういうの気づきますねー」

「あの手の小悪党はわかりやすい。君などの方がよほど難解だ」

　私？　とアヤコは自分を指さす。

「私なんて、もの凄くわかりやすい方だと思いますが……」

「僕にはわからない」

　きっぱりと断言されてしまう。

　レイは相変わらず事件現場の方を眺めながら言った。

「何故なぜ僕といるのかわからない。命の恩人だというのはわかるが、そこまで義ぎ理り堅がたいというのは理解に苦しむ。チョコレートを食べたことがないと言うからチョコレートケーキを奢ろうとしたのに拒きよ絶ぜつされた。どうしてそんなにも僕に認められたいと思うんだ？」

「どうして、って──」

　レイの疑問への答えは、アヤコには自明だった。どうしてレイがそれをわからないのか、そのことの方がアヤコには疑問だ。

　だが、答えを最後まで言う前に、レイは突とつ然ぜん、目を瞠みはって駆かけ出した。

「レ、レイ!?」

「君はここにいろ！」

　レイは現場そばの細い路地を曲がった。どうも、その路地に今し方軍服姿の人物が入っていったようだった。アヤコは困り、周囲を見回し、留とどまってもいられずレイを追って駆け出した。

「レイ！」

　だが──

　路地の入り口でアヤコは思わず足を止める。

　高い塀へいで挟はさまれた薄うす暗ぐらい路地には、男女が一組いてひそひそと何か話している。

　レイの姿も、彼が追っていた軍服の人物の姿もない。

「あ、えっ、と」

　どの角を曲がっていったのか、アヤコにはわからない。路地にいた男女に声を掛けようかと思ったが、その時、アヤコは腕うでを摑つかまれた。

「！」

　息を吞のんで、振り払おうとする。

　だが、アヤコの腕を摑んだ人物は、そのまま彼女の手を自分の腕に掛けさせ、エスコートでもするような恰かつ好こうになった。

「黙だまって。君には連れがいた方がいい。さっきから見られてるよ」

　耳元でそう囁ささやかれる。

「は、ええっ」

　アヤコは目を白黒させて周囲をそれとなく見て、確かに自分を見ている三人組の男がいることに気付いた。男たちは荷下ろし労働者らしい恰好をしていて、低い声で囁き合っている。

　その値ね踏ぶみするような視線に気付いて、アヤコは唾つばを飲み込んだ。

　また、だったのかもしれない。

　アヤコは英国に船で着いたその日に誘ゆう拐かいされかかっている。

　現場付近はまだ野や次じ馬うまが多く屋台なども出ているが、一歩別の通りに入り込めば、状じよう況きようは変わってしまう。日が暮れれば街灯が照らし出せない闇やみに包まれた場所も生まれる。

　だが、彼らを危険だと言う、この人物は何者なのか。

　アヤコはいつでも声を出したり突つき飛ばしたりできるよう警戒しつつ、傍かたわらの人物をじっと慎しん重ちように観察した。

　それは、二十代半ばと思おぼしき男だった。

　うねる癖くせのある黒くろ髪かみをうなじで結ゆい、黒いコール天のウェストコートとこざっぱりとしたジャケットを着て、布製の帽ぼう子しを斜ななめに被かぶっている。首には真っ赤な絹のネッカチーフを巻いた、ちょっと洒落しやれ者ものの呼び売り商人といった様相だ。

　彼は目が合うと、目を糸のように細めてにこっと人好きのする笑みを見せた。

　そして、こう言ったのだ。

「君、バージェスの知り合いだろ？」

「!?」

　驚おどろくアヤコに、彼は帽子をちょっと上げて挨あい拶さつする。

「さっき、バージェスと一いつ緒しよにいて、レイって呼んでただろう？　気付いて僕も声を掛けたかったんだが、あいつさっさと行っちゃって。それで、君があいつの連れなら、エスコートしなきゃいけないかなって思ったんだ」

　アヤコの手は、男の腕に掛けられている。その上から男が手を重ね、押さえ付けているのだ。

「あ、あの、放してください」

　警戒の方が勝まさって、そう頼たのむ。

　男は目を見開いて、丸くした。

「おっと、すまない。知り合いに見せかけようとしただけなんだ。疚やましい気持ちはないよ、誓ちかってね。そう、僕はグレゴリー・ピークというんだ。知らない？」

「レイからは聞いていません……」

「違ちがうよ、そうじゃなくて」

　グレゴリー・ピークと名乗った男は、自分の顔を指さして言った。

「僕、作家なんだ。名前聞いたことないかなと思って」

「ありません……」

「あ、そう……」

　心なし、ピークが肩かたを落としたように見えた。

　だが、すぐに彼は顔を上げた。

「とにかく、グレッグって呼んでくれ。それで、バージェスはどうしてここに？　もしかして、《切り裂さきジャック》を追っているのかな？」

「はい、あっ……」

　思わず正直に答えてしまったが、果たして喋しやべって良いことだったのか。

　ピークはぱっと明るく笑い、今度はアヤコの手を両手で包むように握にぎった。

「そうか、やっぱりな！　実は僕は最近《切り裂きジャック》の伝記を書こうとしていてね。犯人が捕つかまったって聞いているけど、どうも今回の件はそれまでとは違うようにも思えるし。彼もそうだろう？　バージェスも、この事件に何かあるって勘かんづいて、捜そう査さをしているんだ！　ほら、僕のこの恰好も周りに溶とけ込もうっていう狙ねらいなんだ。どうだろう、きっと僕たち、協力できると思わないかい？」
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「ど、どうでしょう……？」

　相手の押しの強さに一歩後あと退ずさったが、ピークは手を放してくれない。

「そうだ、君の名前は？」

　距きよ離りを取ろうとしてもぐいぐい近づかれてしまう。

　このままでは流されてしまいそうで、アヤコは一つ深呼吸して、彼をキッと睨にらみつけた。

「手を、放して、ください。状況が状況とはいえ、紹しよう介かいもされていない見ず知らずの異性にこのようにいつまでも触さわっているのは紳しん士しのなさりようではないと思います」

　英国では確かに日本よりは人と人との接せつ触しよくが多い。挨拶でハグをするし、家族なら頰ほおにキスをする。

　だが、それにしたって、この目の前の男は、馴なれ馴れしすぎる。

　ピークは、あっさりと手を放して、無害だということを証明するつもりなのか、両手を軽く上げた。

「これは失礼。つい気になってね。ねえ、君は東洋人みたいだけど、ほんの少しウェールズの訛なまりがあるね」

「日本人です。教師がウェールズ人でしたので」

「ああ、どうりで！　それで、バージェスなんだけど、ここで待ってたら戻もどってくる？」

「そう思います」

「そうか、じゃあ──」

　その時教会の鐘かねの音が響ひびき、ピークは残念そうな顔をした。

「あれ、もうこんな時間か。僕、この後編集者と約束があって──じゃあ、バージェスには君からよろしく伝えてくれないかな？　君も、人ひと気けの多い場所にいるんだよ。すぐに暗くなるからね。さっきのやつらはもういなくなったみたいだけど……」

「はい、……あのっ、ありがとうございました」

「？」

　去ろうとしていたピークは振ふり返って不思議そうな顔をする。礼を言われた意味がわからないようだ。

「私のこと、気き遣づかって声を掛かけてくださったんですよね？」

　確かに失礼なことはされたし、彼が本当のことを言っているという保証はないが、義理を欠くことはしたくない。

　そんなアヤコの話を聞いて、ピークは吃驚びつくりした様子だったが、すぐに笑い出した。

「はは、そう。可愛かわいらしいお嬢じようさんだね。くれぐれも気を付けて」

　笑うと、また目が細くなって、愛あい嬌きようのある顔になる。

「それじゃあね！」

　歳の割に落ち着きのないグレゴリー・ピークは、そう言って駅の方へ去って行った。

　嵐あらしのような人だった。

　アヤコはほっと息を吐はいて、あらためて周囲を見回した。先さき程ほどアヤコを見ていた三人の男たちはもうどこにもいない。彼らが何故なぜアヤコを見ていたのか、ただたまたまアヤコが目に留まっただけだったのか、何か企たくらみがあってのことだったのか、理由はわからなくなってしまった。

　やがて戻ってきたレイは、僅わずかに疲ひ労ろうの滲にじむ声で言った。

「無関係だ。今日の昼着いた船に乗っていたらしい。一応後で確かく認にんするが……どうした？」

「え。ああ、あの、レイはグレゴリー・ピークさんってご存じですか？」

「ピークか。去年の冬、ロンドンで知り合った。お互たがいに同じ事件を調べていてな。彼がどうかしたのか」

「さっき、ここにいたんです。私に声を掛けて、レイと話したそうでした。用事があったみたいで、すぐに行ってしまったんですが」

　レイはたちまち渋じゆう面めんになった。

「あの男、また首を突っ込んできたのか。何もされなかったか？　君はあの男の好みだろうからな」

「こ、好み!?」

　一いつ瞬しゆん、アヤコの頭を、やけに距離の近いピークとのやり取りが甦よみがえった。手を握られているとなんだか落ち着かなくてかなりきつく突き放してしまったのだが、まさか本当に良からぬ下心が──

　だが、レイは平然と付け加えた。

「君みたいな変わり種は、彼の好みだ。君をモデルに小説を書きたいなんて言ってきたんじゃないか？」

「…………」

　別に、男女的な意味での好みではなかったらしい。

「いえ、そういうのはありませんでした。もっと時間があったら、そういう話も出そうな雰ふん囲い気きではありましたけど……」

「僕の時は大変だった。彼はしつこいのだ。あれは、作家というよりは記者のしつこさに近い気がするな。まあ、おかげで調査力は低くはない──連れん絡らくを取ろう」

　レイはそう言って歩き出す。

「今日で終わる捜査ではない。明日以降もしばらくロンドンで過ごすことになる。準備も必要だし、拠きよ点てんがなくては話にならん。まずは宿を取るぞ」

「え──」

　シーモアを助けるためならなんだってするつもりだったが、調査が日を跨またぐであろうという基本的なところを忘れていた。

　ロンドンで過ごすということは、スタグフォードに戻れない、授業に出られないということだ。

　アヤコは英国に遊びに来たわけではなく、限られた時間の中で学ばねばならないことは山のようにある。奨しよう学がく金を得ている留学生の身分として、スタグフォード校に在学する唯ゆい一いつの日本人として、それは重要なことだった。

　レイはアヤコの態度がおかしなことに気付いて、立ち止まって振り返った。

「なんだ、急に立ち止まって。置いて行くぞ。グリフィズ先生とも落ち合って学校への連絡を頼たのまねばならんしな」

　彼の眼まな差ざしに、ハッとする。

　その目は真っ直すぐで迷いがなく、アヤコは内面までも見み抜ぬかれてしまいそうに感じる。

　彼は真実、友人のためにどこまでも犯人を追いかけるだろう。アヤコとは立場が違ちがうとはいえ、何が起こっても、今のアヤコのように迷うことも、躊躇ためらうこともないように思える。

　ふと、以前事件で知り合った青年が、レイのことを強い人間だと表現していたのを思い出す。

　アヤコは、レイに強いとかなんだとかいう印象を持っていなかった。

　だが、今は少し、そう言った青年の気持ちがわかる気がした。

　たぶん、自分の中に弱さを抱かかえる人間には、レイの真っ直ぐさはあまりにまばゆく、彼を自分よりずっと強い人間であるように感じてしまうのだ。

　今、アヤコも自分の中の「弱さ」を自覚した。

　だから、レイの眼差しの強さに驚おどろかされたのだ。

　──だが、アヤコはそういうレイにこそ、認められたいのだ。

　後から思い返して、自分の行動を軽けい率そつだと思うことがあるかもしれない。

　それでも、今のアヤコには、机の上の勉強よりも、友人を助けることの方が重要だと思えたし、迷いなくそちらを選べる人間になりたいとも思った。

「行きます、勿もち論ろん！」

　アヤコは駆かけ出し、早くも歩き出したレイに追いついて、悪戯いたずらっぽく笑って言った──それが自分たちの間の流りゆう儀ぎであるように思えたので。

「その代わり、宿を取る時はちゃんと私にも一部屋くださいね！」

「！」

　レイはその言葉に鼻白み、ぎょっとしてアヤコを見やった。

「当たり前だ！　君と同室で過ごすつもりはない」

「ならいいです。時々レイは、私を淑しゆく女じよとして扱あつかっていないような気がしたので」

「そんなことは──」

　反論し掛かけたレイの口が、途と中ちゆうで止まる。

　彼は顎あごに手て袋ぶくろを嵌はめた指をあてがい、小首を傾かしげた。

「そんなことも、ある、か」

「レイって、私にお湯運ばせたり重い本平気で持たせたり、雑な扱いしてますからね」

「雑……」

　眉み間けんに皺しわを作り、彼はううむと唸うなる。あまり自覚していなかったらしい。

　まあ、女性に限らず、彼はだいたいの人間に対して雑な気がするので、アヤコはあまり深くは考えないようにしている。ただ、一応妙みよう齢れいの女性であることは理解しておいて欲しい。

　頭を過よぎるのは、今朝、彼の寝しん台だいに引きずり込まれたことだ。

　寝ねぼけていたとはいえ──

「……またあんな目に遭あわせたら、ただじゃおきませんからね」

「なんだ？」

　呟つぶやきの意味がわからなかったのか、レイは訊きき返してきた。

　だがアヤコは、正直な気き性しようの彼女にしては大変珍めずらしいことだが、ちょっと考えてからこう言った。

「なんでもありません」

　説明するのがなんだか酷ひどく恥はずかしく感じられたのだ。

　レイは眉まゆを顰ひそめ、彼女の目を覗のぞき込む。

「？　顔が赤いぞ」

「！　なんでもありませんってば！」

　自分ばかりがやきもきしているように感じられて、アヤコは彼より先に立って歩き、すぐに道が違うと腕うでを引っ張られた。




　この時まで、アヤコはレイと一いつ緒しよなら、きっとシーモアを救うことができると確信していた。

　だが、その確信は、翌朝警察署を訪ねた時に、根底から覆くつがえされた。

「マーヴィン・シーモアは釈しやく放ほうされる」

　昨日アヤコも会った、レイと顔見知りの若い刑けい事じが、そう言った。

　シーモアと面会できないものか、それが無理なら事件についての情報が得られないものか、レイとアヤコはそう考えていた。

　だから、出くわした刑事に小部屋に連れ込まれた途と端たんそう言われて、アヤコは耳を疑った。

「えっ、そ、それ本当なんですか？　もしかして真犯人が見つかったんですか？」

「いや、証人が出た。犯行が行われた時果物屋の店番をしていて、シーモアが客としてやってきたと証言した。シーモアと商談している最中に悲鳴が聞こえて、これが被ひ害がい者しやの断だん末まつ魔まだったわけだが、シーモアはそちらへ駆けて行ったそうだ。そこで現場に一番乗りし、落ちていた凶きよう器きを不注意にも手にしたところを目もく撃げきされ、逮たい捕ほされた。彼は無実だと証明された」

「そうなんですか……」

　呆あつ気けない幕切れに、アヤコはただ驚くばかりだったが、とにかくシーモアが助かったことには違いがない。ホッとして、喜びを分かち合おうとレイを振ふり返り──固まった。

　怒ど気きが目に見えるようだった。

　レイは険しい顔で刑事を凝ぎよう視ししていた。

　今の話の裏にある真実を抉えぐり出してやろうという目だ。

「そんな顔をするな、バージェス。誤ご認にん逮捕ではあったが、不用意に凶器に触さわった彼も──」

「証人が出たのは昨日のことか。自分から名乗り出たのか」

「……ああ」

「その果物屋はどこに店を出していた？　店から現場までの距きよ離りは？　目撃者の証言との食い違いはないのか」

　アヤコは違い和わ感かんを覚えた。

　この言い方では、まるでレイは新たな証人を疑っているように聞こえる。

　いや、ただ、より正しい真実を見ようとしているだけなのかもしれないが、しかし……。

「証言に矛む盾じゆんはなかった」

　刑事は奇き妙みように感情の抜ぬけ落ちた顔でそう答えた。

「いいか、バージェス。これは、そういった疑いを差し挟はさむ余地のないことなんだ。マーヴィン・シーモアが相手だ。証人が出た以上、彼をこのままにはしておけない」

「事実をねじ曲げられて屈くつするのか！」

　突とつ然ぜん、レイが大きな声でそう怒ど鳴なった。

　アヤコは吃驚びつくりして身を竦すくませたが、刑事の方は口をぐいと横に引き、蔑さげすむような、歪ゆがんだ笑えみのような表情を浮うかべた。

「事実をねじ曲げたのはおまえのお友達だぜ、バージェス」

　その両目は怒いかりで燃えている。

　レイは言葉もなく、ただ拳こぶしを握にぎりしめて立ち尽つくしていた。

　──彼らのやり取りで、アヤコも察した。

　これは、偽にせの証人なのだ。

　マーヴィン・シーモアを擁よう護ごする偽の証人が現れ、彼は釈放されたのだ。

　レイとアヤコの、まったくあずかり知らないところで。

　刑事たちも、伯はく爵しやく家の跡あと取とりを相手に無理はできない。

　より直接的に、圧力がかかった可能性もある。

　アヤコはにわかには信じ難がたかった。何しろシーモアはレイの親友であり、アヤコにとっても優やさしい先せん輩ぱいであり、多少羽目を外したり、だらしのないところはあっても、清せい廉れん潔けつ白ぱくな若者だと思っていたので。

　レイは乱暴に扉とびらを開けて部屋を出た。

　アヤコは彼を追い、しかしすぐに立ち止まった。

　レイが廊ろう下かで立ち止まっていたのだ。

　廊下の向こう側からやってくる、数人の男たちを睨にらみつけて。

　先に立つのは刑事部長だとかなんだとか呼ばれていた人物で、隣となりを歩く年配の男と何か話している。その男の後ろに、シーモアの姿がある。彼らの後からは巡じゆん査さが一人。

　シーモアはただ目を伏ふせ、年配の男の影かげを踏ふむように控ひかえめについていく。

「シーモア！」

　生気のない、白い顔が上がり、レイを見つけて驚おどろいたように目が見開かれた。

　その顔に浮かぶのは、単純に憔しよう悴すいしたとも言えない、呆ぼう然ぜんとした表情だ。

　だが、彼が何か言う前に、年配の男が前に出て言った。

「ご機き嫌げんよう、バージェス君。君からの連れん絡らくで駆けつけることができた。礼を言おう」

　気さくな笑顔とともに手を差し出してきた男は、年の頃ころはおそらく五十代、上等な仕立てのモーニングコートを着てハットを被かぶり、ステッキを小こ脇わきに挟んでいる。

　レイは挨あい拶さつを完全に無視して、その男を見み据すえて問い質ただした。

「ベリゼ伯爵。これはいったいどういうことでしょうか」

　ベリゼ伯爵というのはシーモアの父が持つ爵しやく位いだと聞いたことがある。つまり、この目の前の男が、シーモアの父なのだろう。

　改めて見ると、確かに目元や鼻の形などが似ている。身長では息子むすこに追い越こされているが、体重と肩かた幅はばと身体からだの厚みでは勝っている、恰かつ幅ぷくの良い人物だ。

　ベリゼ伯爵は、困ったような表情を浮かべた。

「息子が釈放されれば、友人である君も喜んでくれるものと思っていたが」

「この茶番はなんなのですか！　こんなことのために貴方あなたに連絡したわけではありません！」

　レイの剣けん幕まくに、アヤコは思わずびくりと震ふるえた。

　こんなにも怒おこっているレイを見たことがなかった。

「……何も問題はないだろう、息子は無実なのだから。それとも、君は息子の味方ではなかったのかな？」

　モノクルを掛かけたベリゼ伯爵の顔にはまだ気安い雰ふん囲い気きの笑みが浮かんでいたが、その笑みが別に親しみの印ではないことはもうアヤコにもわかっていた。

　話はそれで終わりとでも言うのか、ベリゼ伯爵はまた歩き出し、レイとアヤコの横を通り過ぎていく。

　アヤコは廊下の隅すみに避よけたが、レイは避けず、自然、シーモアともごく間近ですれ違ちがう。

　すれ違う寸前、レイの手がシーモアの肩かたを摑つかんで、無む理り矢や理り自分の方を振り向かせた。

「シーモア！　あの証言はどうなる、騎き兵へいだと貴様は──」

　だが、脇わきから伸のびてきて、そのレイの腕をしっかりと摑む手があった。

　それは、大おお柄がらな巡査の陰かげに隠かくれてよく見えなかった、五人目の人物だった。

　身なりは良く、歳はおそらくは三十代半ば。中肉中背、撫なでつけた銀ぎん髪ぱつとヌメ革がわの黒い手て袋ぶくろが印象的だ。

「あ……っ」

　彼の顔を見て、アヤコは思わず声を上げた。

　彼はシーモアと警官に目配せして先に行かせると、穏おだやかな口調でレイに語りかけた。

「グリフィズから話は聞いたよ。君とオウトウイン君が捜そう査さをしていると。だが、その必要はもうない。許可なく外がい泊はくをしたことについては後で話し合わねばならないが、今はひとまず学校に帰るんだ。君も、シーモア君もだ」

　レイはその手を振り払はらった。

「僕は戻もどりません」

「レイ」

　今までアヤコくらいしかレイをそう呼ぶ人間はいなかった。

　だがこの紳しん士しは呼び慣れたふうに彼をそう呼んだ。

　まるで聞き分けの悪い子を諭さとすように。

「戻りなさい。君たちは私の学校の生徒だ。そう、君もね、オウトウイン君」

　溜ため息いき混じりにそう言う、この人物が。

　アヤコとレイの在ざい籍せきする、スタグフォード校の校長、トマス・ハーヴィーだった。

　それでも、レイは傲ごう然ぜんと顔を上げて言い張った。

「捜査は終わっていません」

「君の友人が釈放されても？」

「事実は何一つ明らかになっていない」

「まるで猟りよう犬けんだな」

　そう呟つぶやくハーヴィー校長の表情はどこか酷こく薄はくそうにも見えて、アヤコはどきりとする。

　それまでアヤコは彼に紳士的で穏やかな人物という印象を持っていたが、それとは少し異なる顔が覗のぞいた気がした。

「……まあ、ここまで放ほうっておいた私が甘かったということかもしれない。最近の君のやり方は、学生の身分を逸いつ脱だつしている」

「逸脱？　僕は学生としてもそれなりに結果を出してきたつもりですが」

「成績については申し分ないよ。スポーツも、チームプレーは得手ではなくとも、君なりのやり方でチームを引っ張り、勝利に導いているのは理解している。だが、君がたびたび学校を抜け出し、出歩くことを、他ほかの生徒はどう思う？　公平ではない──そう言われたら、批判をかわすことはできない」

　とはいえ、と以前のような柔にゆう和わな表情を取り戻し、彼は言う。

「私自身が君を甘やかしていたのも悪いのだから、即そく厳しくするというのも気が引ける。私はなんだかんだで、やはり君にとって良き保護者でありたいと願ってしまうんだよ。つまり、条件を設けよう」

「僕は学校に戻るつもりは──」

「聞きなさい」

　ステッキの握りをすっとレイの鼻先に突つきつけて、ハーヴィー校長は異を挟はさませない力強さで言った。

「今は戻るかどうかは論じていない。君は戻らねばならない。それが私の決定だ。そして君は私と全校生徒に、君の『力』を証明しなくてはならない。ホワイトヒルズ校との親善試合に勝て。負ければ成績が良くても休日以外の日に外出するような特権は許されないし、捜査と称しようしてあちこちに首を突っ込むのもダメだ。君は最上の生徒でなければならない──それが無理なら、君を特別扱あつかいする理由は失われる」

　特別扱いに相応ふさわしい戦果を上げよ──

　ハーヴィー校長が言いたいのは、そういうことだ。

　アヤコは、思わず口を挟んだ。

「そんなっ、ホワイトヒルズ校との親善試合とレイのこととは関係がないと思います！」

「いいや、関係はある。レイは《ロード》の監かん督とく生だ。スタグフォードの生徒たちを率いるのは、彼なんだよ。彼にはその資質を証明する義務がある」

　ゲームの勝敗が彼一人の責任にされるのはおかしいのに。

　アヤコは反論しようと息を吸い込んだ。

　だが。

「いいでしょう」

　レイは涼すずしい顔で、その条件を吞のんだ。

「レイ!?　いいんですか、負けたら捜査がもうできなくなっちゃうんですよ！」

「もとより勝つつもりだ。ハーヴィー先生に言われずとも」

　それはそうなのだろうが、しかし──

　レイの怒ど気きは、静かに収束していた。

　アヤコにはそれが単に腹の底に凝こごっているだけで、まったく薄うすまってはいないように思えた。

　果たして、レイがこんな条件を本当にまともに受け入れたのか、甚はなはだ怪あやしいものだった。
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　汽車の客コンパー室トメントというものは独立していて、一度扉とびらを潜くぐれば外へ出るには汽車が駅に停とまるのを待たねばならない。

　一八六四年にはこのコンパートメントに乗り合わせた客が殺されて窓から投げ捨てられるという恐おそろしい事件があり、それ以来各コンパートメントの間には窓が取り付けられ、隣となりの様子がわかるようになっている。

　そのせいか、レイの声は抑おさえたものだった。

「騎兵だのなんだのという貴様の証言はなんだったのだ」

　シーモアはレイの向かいの座席に座り、アヤコはレイの横に座っていた。

　ハーヴィー校長は後処理があるためロンドンに残り、シーモアの父も忙いそがしいようで駅で別れた。結果、スタグフォード行きの汽車に乗ったのは生徒三人とグリフィズ教師だけとなった。

　シーモアの隣に座っていたグリフィズはちらりとレイを見やったが、何も言わず手元の本に視線を戻した。

　車窓を眺ながめていたシーモアは、のろのろとした動きでレイを見やった。

「あれも噓だったのか？　僕に噓を吐ついたのか？」

「そうじゃない」

　シーモアは言葉少なだった。

　膝ひざの上に置いた自分の手を見つめ、言うべき言葉を探そうとしているようにも見えたが、結局何も見つからなかったらしく、首を振ふった。

「話せなかったんだ。話せないんだ」

　今も、だろうか。

　こうなった今でも、彼はアヤコとレイに何も教えてくれない。

　シーモアは、指を組み替かえ、落ち着かない様子だった。

「バージェス、君は──君はどうだろう。そういうことを考えてしまう人間は少なからずいるとは思うんだが。警察にも色々な情報が寄せられているというし」

「いったい何の話だ」

　レイに睨にらまれ、シーモアはその大きな身体からだを折り畳たたむように前まえ屈かがみになり、頭を抱かかえるような姿勢になった。顔は垂れた髪かみと手で見えない。

　その声は、ごく小さなものだった。

「……自分のごく身近な人間を、切り裂さきジャックと疑ったことはあるかい？」

　本を読んでいたグリフィズは目を上げ、アヤコも驚おどろいて息を吞み、レイはただ黙だまってシーモアを見み据すえていた。

「それを免めん罪ざい符ふにするつもりはないよ。でも、だから、私はもう、この件については何も言えないんだ」

「それは、その『誰だれか』を庇かばっているという意味か」

「そう思ってくれてもいい」

「その『誰か』は貴様の父上か」

　極きわめて直接的な言い方に、アヤコは思わず口を挟んだ。

「レイ!?　なんてこと言うんですか！　幾いくら何でも──」

「言え、シーモア」

　シーモアは顔を上げ、悲痛な表情でレイを見た。

「それは言えないんだ」

「貴様は身内を庇って事実を曲げたのだ」

「私だって彼が偽にせの証人を仕立てあげるなんて──」

　言いかけた言葉をシーモアは飲み込み、自じ嘲ちよう的てきな笑えみで顔を歪ゆがめた。

「君ならこんな間ま違ちがいは犯おかさないんだろうな。まさに完全無欠、正義の探偵だ」

　ふて腐くされたような態度が、確実に油を注いだ。

　レイはいきなり立ち上がってシーモアの胸むなぐらを摑つかみ、その顎あごに拳こぶしを食くらわせた。
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「きゃああっ！」

「待て、君たち！」

　アヤコは悲鳴を上げ、グリフィズが腰こしを浮うかした。

　シーモアはそのまま座席に倒たおれかかり、それでも抵てい抗こうし、レイを押しのけようとして、突き飛ばした。だがレイがその胸ぐらをまだ摑んでいたので、彼らはもみ合って座席と座席の間の床ゆかに倒れ込んだ。

「止やめてっ！　止めて下さい！」

　アヤコの悲痛な声も、彼らは聞いてくれなかった。

　結局グリフィズに無む理り矢や理り引き離はなされた頃ころには、レイもシーモアも無傷ではいられなかった。

　当然、スタグフォードまで、彼らは言葉も交かわさなかったし、目も合わせなかった。




《切り裂きジャック》事件の容疑者として伯はく爵しやく家の嫡ちやく子しが逮たい捕ほされたが、釈しやく放ほうされた──

　そのニュースは、その日のうちに号外と人の噂うわさによってロンドン中に広まった。

　未成年であり名前は伏ふせられていたが、知っている者が読めばマーヴィン・シーモアのことだというのはすぐにわかる。

　社交界というのは日本でもそうだが英国でも狭せまいものだそうだから、噂になるのは避さけられないだろう。

　記事は市民に《切り裂きジャック》への警けい戒かいを怠おこたらぬようにという警句で括くくられている。

　この記事のせいというわけではないだろうが、その後の報道では、ロンドンでは市民が自警団を作り、警察とともに見回りを続けていると知らせていた。

　事件の重要な容疑者であったとされる『伯爵家の嫡ちやく男なん』を釈放してしまった警察に対する不満も高まり、デモが行われているとかいう話もある。

　アヤコはそれらの記事を小さなものでも切り取り、ノートを作っていた。

　だが、レイは一いつ切さい、事件の話をしなくなった。

　そして、シーモアとの仲も、あの汽車での一件から、変化はなかった。

　それまではたびたびレイの部屋を訪ねていたシーモアが寄りつかなくなった。

　シーモアはフットボールチームの中心選手で、キャプテンであるレイとは練習で毎日顔を合わせているが、その際も互たがいに事務的なやり取りしかしていない。

　傍はたで一部始終を見ていたアヤコは、彼らの様子にもやもやした思いを抱えて、正直なところ、もう爆ばく発はつする寸前だった。

　そんな中、逮捕され釈放された伯爵家の嫡子がどうやらスタグフォードのマーヴィン・シーモアのことらしいという話は、校内でもすぐに囁ささやかれるようになり、シーモアは好こう奇きの視線に曝さらされるようになっていた。レイとの不仲をこの事件に起因するのではと囁く声もあった。彼らの不仲はフットボールチームの練習中に、誰でも目にすることができたから。

　そういう日々が一週間ほども続いた、十月の週末。

　アヤコは、学校の外に通じる正門の手前に立っていた。

　寮りようのある方から馬車がゆっくりとやってきて、アヤコの前で停まる。

　馬車の扉を開けて降りて来たのは、シーモアだった。

「こんにちは、シーモアさん」

「……こんにちは、アヤコちゃん。お見送り、かな？」

　話をするのは、実はアヤコも一週間ぶりだ。

　オーバーコートを着込んだ彼は、以前までと雰ふん囲い気きが違ちがっていた。

　単に恰かつ好こうのせいではなく、この一週間、いや、突とつ然ぜん現れた証人のおかげで釈放されて以来、彼の周りにはどこか近寄りがたい空気が漂ただよっていた。

　以前のような底そこ抜ぬけに明るい、間の抜ぬけた印象さえ与あたえる笑顔は消え、張り詰つめた、暗い雰囲気を纏まとっている。

「はい。休学なさると聞きました。出発前に、少しだけお話しできませんか？」

　シーモアは御ぎよ者しやに目配せして少し待っていてもらうことにして、アヤコと並んで歩き始めた。その際もエスコートを忘れず紳しん士し的てきだ。

　ゆっくりと木立の間を散策しながら、アヤコは口を開いた。

「レイとのこと、私が口を出すべきじゃないとは思ってたんですけど」

「うん」

　はああ……と深く息を吐き、立ち止まって頭を下げる。

「ごめんなさい。一週間しか保もちませんでした。口を出させてください」

　そのまま頭を下げていると、ぷっ、という噴ふき出すような音が聞こえてきた。

　顔を上げると、シーモアが堪こらえきれなかったようでけらけらと笑っていた。それは一週間ぶりに見る彼の笑顔だった。

「な、何それ。口を出させてくださいって。君は律りち儀ぎなんだねえ」

「だ、だって、休学されるって聞いて吃驚びつくりして！　でもレイは何を言っても聞いてくれないし、もうシーモアさんに言うしか……」

「あ、バージェスにはもう口出してるんだ」

「けんもほろろでしたけど……」

　シーモアが休学すると知ったアヤコは、真っ先にレイに会いに行った。このままでいいのか、シーモアと和解するつもりはないのか、気を付けはしたが、やはり問い質ただすような言い方になって、レイには「君には関係ない」と突つっぱねられて終わった。

「でも、実際、君だって私を軽けい蔑べつしたんじゃないかな？　身内を庇って、でたらめなことを言って、バージェスと君を惑まどわしたんだ」

「私には、あの時シーモアさんが言ったことが全部噓うそだったとは思えないんです。切せつ羽ぱ詰つまって、なんとか事実の断だん片ぺんを私たちに伝えようとしていたように思えて。確かにお身内を庇ってはいたのでしょうけれど、でもその中でも、人としてできることをしていたんじゃないかって……お身内の方を信じることはできませんか？　貴方あなたは、その方が本当に切り裂きジャックだって思ってらっしゃるんですか？」

「…………」

　シーモアは大きなブナの木の下で立ち止まった。

　スタグフォードの校内にはブナの木が多く植えられている。古代から知ち恵えを象しよう徴ちようする木なのだそうだ。

　彼は、その半ば地面から顔を出した根とすらりと伸のびた幹を眺ながめる。

「……まあ、私も君のことは笑えないね」

　ややあって、ぽつりとそう漏もらした。

「言うつもりはなかったし、言うべきじゃないんだと思う。でも、君に迫せまられて、何も知らないと言い続けるのは難しい」

　そこで、樹じゆ影えいを眺めていた目を、アヤコに向ける。

　その顔には、苦く笑しようが浮かんでいた。

　苦笑であっても、彼の穏おだやかな明るさが窺うかがえる表情だった。

「私が言った言葉は、まったくのでたらめというわけじゃない。咄とつ嗟さに出たんだ。現場で、私は軍服を見たんだよ。でも、服だけだ。それが、遺体のそばに落ちていた。騎き兵へい隊の軍服だったと思う」

「軍服を……？　警察が回収したんですか？」

「いや。少なくとも、私は聞いていない。すぐに野や次じ馬うまも押し寄せてきてね。そのどさくさの中で、私が気がついた時には見えなくなっていた」

「脱ぬぎ捨てられていたということですか？」

　その問いには、シーモアは少し考え込む様子を見せた。

　しばらく記き憶おくを掘ほり起こすような遠くを見つめる表情をしてから、首を振ふる。

「違うように思うんだ。軍服のボタンはきっちり留められていたし、皺しわもなかった。綺き麗れいなものだったよ。洗せん濯たくしたばかりか、あるいは仕立てたばかりか。それを見て軍人が関かかわっているのかと思って、バージェスにああ言ったんだ」

　そんな状態の服が道に落ちていた、というのは、奇き妙みようなことに思える。

　現場周辺の治安状じよう況きようを考えれば、もしそんな状態の服が落ちていたら、すぐに誰だれかに拾われてしまうだろう。

　ということは、落ちたのはシーモアが駆かけつける直前。

　事件の前後と見ていいだろう。

「……シーモアさんが庇かばっている人、とは関係があると思いますか？」

「うーん」

　シーモアは首を捻ひねる。

「私の知る限りでは関係はないはずだよ。でも、断言はできない。だから私からは警察に伝えられなかった」

「私から警察に伝えてもいいんですか？」

「君に伝えた時点で覚かく悟ごはしてるよ」

　ポケットに手を突っ込み、諦あきらめたように、悟さとったように、彼は微び笑しようする。

「いいんだ。絶対に警察に言えないことはあるけど、それは君にも言わない。言えば、君に噓を吐つかせなくちゃいけなくなる。それはしたくないからね」

「……レイに、伝えるのは」

「君が良いと思うようにして欲しい」

　シーモアはそう言って、やや長い髪かみを指でいじくった。

「君には、不思議と色々なことを話したくなってしまう。安心してしまうというのかな。だからって、別に私に対して手心を加えて欲しいと言っているわけじゃないんだ。どういう結果になっても、なんとなく、受け入れられる気がするんだよ。もしかすると、ただ秘密を抱かかえ続けるのが嫌いやになって、君を捌はけ口にしているだけなのかもしれないが」

「そんなふうに言わないでください！」

「いや、自分のことはわかっている。私はそういう部分があるんだ。面めん倒どうくさがりで、だいたいなんでも途と中ちゆうで放ほうり出して。バージェスの怒いかりは尤もつともだと思うよ。ただ、あいつも何か隠かくしている」

　アヤコはハッとした。自分が今まで考えていた漠ばく然ぜんとした不安を、レイの親友であるシーモアも共有していたのだ。

「シーモアさんもそう思いますか」

「君もか。あいつは校長先生から言われておとなしく従うような模も範はん的てきな生徒じゃないからね」

　そこで、ふうと息を吐いて、彼はまた穏やかに笑う。

「でも、アヤコちゃんがいるのなら安心できるかな」

「？　レイは、私がいてもいなくても、あんまり変わらないと思います……」

「そんなことないよ。君が来てから、あいつは変わったんだ。知り合った頃ころの私とバージェスのやり取りは、なんていうのかな……」

　シーモアが遠くを見るような目をする。

「……『懐なつかない猫ねこをなんとか懐かせようとする』みたいな……？」

　その表現に、アヤコは思わず深く頷うなずいた。

「なんだか想像できます」

「まあ、そういう感じで、半ば無む理り矢や理り私から押しかけていって接せつ触しよくを持って。ゆっくり打ち解けてきたんだよ。でも、君には結構あっさり心を許しているように見える。私が出会った頃よりもあいつが丸くなった、っていうのもあるとは思うけど、それだけじゃないと思うんだ。だって、実のところ、興味本位であいつに近づく人間というのは今までにもいて、そういう人間たちはそれはもうすげなくあしらわれていたからね。バージェスは、たぶん、そういうところに敏びん感かんなんだ。今回のことだって、バージェスがただおとなしくしているはずがないって、君は思った。そう思うのは、たぶん、君が私同様、バージェスを理解しようと努めているからじゃないかな」

「理解……」

　シーモアはよく笑う人だ。屈くつ託たくなく、愛あい嬌きようを振りまき、特に女性には優やさしい。

　けれど、今彼が浮うかべている笑えみを、アヤコは初めて見た。

　悼いたむような切なげな笑みで、彼は呟つぶやいた。

「私は、彼の友達になりたかったんだ」

　今だって、友達だ。

　アヤコにはその一言が出て来なかった。言ったとしても、彼は微笑ほほえむだけで否定も肯こう定ていもしない気がした。

「君もそうなんじゃないかなって思ってる」

「友達……に？　私が、レイの？」

　ファグとファグマスターの間に育はぐくまれるべき友情に憧あこがれはある。

　異国の地で、友情を育めたら、それはとても素す敵てきなことだと。

「それは……なれたら、いいな、とは思いますけど」

　何故なぜか答える間にも頰ほおが熱くなって、アヤコは戸と惑まどってしまう。

　友情とか友達とか、そういう関係を望むことを、どうして恥はずかしがる必要があるのだろう？

　だがアヤコが顔を赤らめたことに気付いているだろうに、シーモアは何も言わずに微笑むだけで、彼女の肩かたをとんとんと叩たたいた。

「勿もち論ろん、気負うことはないよ。私が勝手に君がいれば大だい丈じよう夫ぶかなって思ってるだけなんだから。いつも通り接して、あいつが何か困ったことになっていたら支えてやって欲しいというだけなんだ。ほら、私は少なくともしばらくは、ここを離はなれるから」

「あっ、あの、今回の休学は、やっぱり逮たい捕ほされたことが原因なんでしょうか」

「そうだね、どこからかぎつけたのか、記者の取材も来てるみたいで。私は気にしていないけど、父と校長先生が、好ましい事態とは受け取っていないものだから」

　高額な授業料がかかる私学で、この手の騒そう動どうは大変な痛手だ。下手へたをすれば名声は落ち、殺さつ人じん鬼きを輩はい出しゆつした学校などとあしざまに記事にされてしまうだろう。在学中の生徒たちの不安も高まる。

　そして、そんなことになって困るのはベリゼ伯はく爵しやくも同様のはずだ。

　伯爵がどういう人物なのかアヤコはまだ知らないが、一いつ般ぱん的てきに地位のある人というのは、そういった醜しゆう聞ぶんに敏感になるものだ。

　事態が沈ちん静せい化するまでシーモアを学校から遠ざけようとするのは、仕方のないことかもしれない。

「……レイとは、お話しして行かないんですか？」

「話せることがないからね」

　彼らの直接的な喧けん嘩かの原因は、シーモアがレイに対して誤ご魔ま化かしたことと、レイの正義感を当てこすったことだ。それに腹を立てたレイがシーモアを殴なぐってしまった。

　だが、身内が罪を犯おかしたかもしれないと恐おそれ、レイの正義感を眩まぶしく感じてしまい辛つらくなったシーモアの気持ちが、アヤコにはわかる気がした。

　アヤコ自身、確かにレイの曲がらない正しさをまばゆく感じることはある。

　自分に後ろめたい思いがあるからこそ、そう感じてしまうのだ。

「…………」

　そして、この時になってアヤコもようやく気付いたのだが、たぶん、こういった面があるからこそ、レイは孤こ立りつしてきたのではないだろうか。

　迷いない彼の目に自身の弱さを映されて──

　ハッとしてアヤコは振ふり向いた。

　紅葉した葉を付けるブナの枝で、目指す『彼』は見えない。

　そもそも、『彼』が今どこにいるのかアヤコは知らない。ただ、漠然と振り向いたのだ。その先にいるはずだという思いで。

　だが、その時鐘しよう楼ろうの鐘かねの音が空気を震ふるわせ、アヤコの元に届いた。スタグフォードの象しよう徴ちようとも言える時計塔とうの鐘の音……今も彼は化学実験室か城にある自分の部屋かあるいはグラウンドに居て、この音を聞いているのだろう。

　アヤコはシーモアに言った。

「すいません、お引き留めしてしまって。私もう行かないと」

「そう」

　どこに行くのかとか、急にどうしたのかとか、シーモアは言わなかった。

　微笑んで、アヤコを見送ってくれた。




　レイはグラウンドにいた。

《ロード》となるには、複数の分野での活かつ躍やくが求められる。

　勉学だけではなくいずれかのスポーツにおいてキャプテンあるいはそれに次ぐ立場でチームを率いた経験がなくてはいけない。

　当然、レイもその条件をクリアしている。

　彼はフットボールチームのキャプテンだ。

　スタグフォード・フットボールチームは小規模だが、対外試合での成績も向上中で、なかなか勢いがあるチームらしい。今シーズンはさらなる飛ひ躍やくを期待されている。

　鐘の音とともに練習は終わり、片付けとミーティングを終えて解散した面々は、シャワーを浴びに校舎へ戻もどっていくところだ。

　黄昏たそがれのグラウンドにはすでに彼らの名残なごりはなく、ただ一人残っていたレイが、誰だれかの忘れ物らしい汚よごれたタオルを拾っていた。

　レイは走ってくるアヤコに気付いて、顔を上げ、訝いぶかしげな表情を浮かべた。

「呼んではいないぞ」

　拾い上げたタオルと同じくらい、彼のウェアも汚れていた。スタグフォード・フットボールチームの練習用ウェアは清潔感のある白地なのだが、今はその面おも影かげもない。

　彼自身も泥どろと汗あせで汚れて、あまりアヤコが見たことがない姿になっている。

「ぐんじん、じゃなくて、ぐんぷく、です」

「なんだと？」

　アヤコは息を整えてから、改めて告げた。

「軍服なんです。シーモアさんは、現場で落ちてる軍服を見たんです」

　だが、それを聞いてもレイは喜びはしなかった。

　ただ、少し眉まゆを上げただけで、タオルを手に歩き出してしまう。

「警察に言え」

「えっ、あのっ、それはそうするつもりですけど、レイは──」

「僕は知らない」

　あっさりと、極きわめて淡たん泊ぱくに、何の感情も込めずに放ほうり捨てられた言葉。

　噓うそだ。

　聞いた瞬しゆん間かんにわかった。レイは噓を吐ついている。

「知らないって、どういうことですか。どうしてそんな噓──」

「僕はもう学校に戻ったのだ。シーモアは釈しやく放ほうされ、捜そう査さの必要はない」

「でも、レイはそれじゃ済まないでしょう！」

　アヤコはレイの前に回り込み、彼の足を止めさせた。

「そんなふうに済ませられるような人じゃないでしょう！」

　自分が関かかわった事件を、シーモアが釈放されたからと言って忘れられるような人ではない。

　たとえ校長に諭さとされ、捜査を禁じられても、それにおとなしく従うとは思えない。

　レイは犯罪を憎にくんでいる。

　犯罪に巻き込まれた人を、救いたいと思っている。

　まだ何一つ終わっていない。

「何か企たくらんでますよね？　捜査中断して、このまま済ますつもりなんかないでしょう？」

「企んでなどいない」

　レイはすげなくそう言った。

「僕にとっては親善試合での勝利の方が重大事だ。校長との賭かけもあるのに、練習を放り出して目の前の捜査を続けて何になる？　学校の生徒は誰も関わっていないのだぞ」

　勿論、そうだ。

　だが、レイの言葉とは思えない。

　アヤコはもう、レイがそういう人間ではないことを知っているのだ。

　親善試合の勝利よりも、数か月後の事件の捜査よりも、目先の事件解決を優先させるのが、レイなのだ。

　レイがそんな噓を言ったことにも驚おどろきだが、その噓がアヤコに通じると思っている辺りもどうかと思う。

「……しばらく練習で忙いそがしくなる。ファグの仕事も休んでいい」

　言葉も出ないアヤコを置いて、レイはさっさと校舎の方へ去って行った。

　アヤコは、驚きの余りほとんど呆あきれながら、彼を見送った。

「大噓つき……」

　他人が噓を吐くのは嫌きらうくせに、自分は平気で気持ちを偽いつわる。

　どうでもいいところではアヤコを散々顎あごで使うくせに、大事なことでは、全然頼たよってくれない。

　そういう彼を、狡ずるいと思う反面、なんだか悲しくもなった。




　アヤコは、事件の記事を集め続けた。

　連日、新聞は切り裂さきジャック事件について取り上げていた。犯行はシーモア釈放後も重ねられ、昨日もまた一人娼しよう婦ふが犠ぎ牲せいになった。

　そんな中、先の被ひ害がい者しやの身元が特定された。

　アリー・マクドナルド。二十四歳。今までの娼婦たちとは違ちがいお針子だった。収入に不安のある一いつ般ぱん女性が売春をすることは珍めずらしくなかったが、アリーについてはそういった話はなかったらしい。

　新聞によると、彼女は事件の少し前まで、軍服の仕立てで有名な《ギーブス》に勤めていたそうだ。

　彼女の仕事とシーモアが現場で見た『軍服』、無関係ではないだろう。

　アヤコからの通報で、警察にも軍服の情報は行っている。もしかすると、被害者の身元が判明したのはその証言があったからかもしれない。

　新情報を告げる夕刊を手に、アヤコはレイの部屋を訪ねていた。

　ノックののち、開いた扉とびらから顔を覗のぞかせたレイは、さすがに驚いた顔をしていた。

「どうやって城門を通った？　夜の八時だぞ」

　消灯まで、一時間と少し。

　自由時間とはいえ、許可なく寮りようから出ることは許されていない時間帯だ。

　皆みなが談話室や勉強室で過ごす間に寮を抜ぬけ出したアヤコは、夜道を歩いてレイの住まう《城》の塔までやってきた。

「門番さんに、レイに話があるって頼たのみ込んだら通してくれました。消灯時間の前には戻るように言われましたけど……」

「一人で戻るつもりか？　不用心な！」

　レイは部屋に戻ると、コートを手に取って戻って来た。

「来たまえ。寮まで送る。二度とこんな馬ば鹿かなことをするな」

「お話が、あるんです」

「だからといってこんな時間に女性が一人で出歩くものではない！」

　アヤコは目を丸くした。

「お、女扱あつかいしてくれるんですね……」

「当たり前だ！」

　いつになく厳しく叱しかられ、さすがにアヤコはびくっと震ふるえて固まる。

　レイは珍しいことにはっきりと怒いかりを声と顔に表して、コートの袖そでに腕うでを通す。

「ロンドンでは人が死んでいる。そうでなくとも夜の一人歩きなど危ないのに」

「そ、それは……でも、事件が起こっているのはロンドンですし」

「どこだって同じだ。いいから行くぞ」

　レイは先に立って塔とうの狭せまい階段を下りていこうとする。アヤコは彼のコートを摑つかんで咄とつ嗟さに引き留めた。

「待ってください、お話があるんです」

「ではここで話したまえ」

　レイはそう言って立ち止まる。アヤコは持ってきた新聞とノートを、その胸に押しつけた。

「被害者の身元が判明したんです。軍服の仕立てで有名な店のお針子だったって。どうも警察は、殺されたのがお針子だったことを重視しているみたいで、ほら、ここに、軍服がなくなってるっていう話も書いてあります。軍服はお針子が作ったもので、それを犯人が奪うばったのだろうって……警察が来月のパレードの警備を強化するのも、その関連のことじゃないかって書かれています」

　アヤコは新聞と自作のノートを見せながら、必死になって説明した。ノートには新聞の切り抜きが貼はられて、警察の捜査の進展がわかるようになっている。

　有力な容疑者がいるとか、犯人に繫つながる手がかりがあるとかいう話はない。

　だが、捜査が進んでいないわけではない。

「……だから、なんなのだ」

　レイは無感動にそう尋たずねる。

　アヤコは一いつ瞬しゆん言葉を失い、俯うつむき、細い声で答えた。

「……捜査のためにロンドンへ戻もどるつもりですよね？」

「またその話か。そんな計画はないと何度言えばわかる？」

　アヤコは俯いたまま、首を振ふった。

「……扉を開けた時に、荷造りしているのが見えました」

　レイが扉を開けて出て来た時、一瞬、旅りよ行こう鞄かばんが見えたのだ。

　アヤコはゆっくりと顔を上げ、頼み込んだ。

「部屋に入れてください」

「…………」

　レイは諦あきらめたように嘆たん息そくすると、階段を戻り、扉を開けてくれた。




　レイの部屋は、だいたいいつも整せい頓とんされて片付いているのだが、物が多い。

　だが数日ぶりに入った部屋は、いつもは出しっ放しの実験器具なども棚たななどにきちんとしまわれて普ふ段だん以上にすっきりしている。

　そして、床ゆかには旅行鞄。

「ロンドンに、行くんですね……」

　確かく認にんしてもレイは答えてくれなかったが、それ以外考えられない。

「親善試合は……」

「試合までに戻る。練習メニューは組んである」

　レイがフットボールやチームメイトに対して不誠実だ、というわけではないと思う。

　傍はたで見ていても、彼は熱心に練習に取り組んでいた。それは他ほかのチームメイトからも聞いている。練習内容もよく考えられているとか、きつい練習を彼が先頭に立ってやっているとか。

　だが、今学校を出て、ロンドンへ行けば、それらの評価も地に落ちるだろう。

　やはりレジナルド・バージェスは変わり者で、自分たちとは違う人間で、フットボールや親善試合など、彼にとってはさして重要事ではないのだと。

　ただ気まぐれで練習に力を入れてみただけなのだと。

　アヤコはそれが悲しい。

　だが同時に、彼の考えも理解できるのだ。

　だって、人が死んでいる。

　事件を解決しない限りは人は殺されて、それはもう、試合で負ける以上に取り返しがつかないことなのだ。

「……私は……」

　レイに何か計画があるのではないか、という予感は以前からあった。

　でも、それに対して、自分がどうすべきなのか、まだ悩なやんでいる。

　確かにレイがいれば事件を解決できるのかもしれない。

　未来の被害者を、一人救えるかもしれない。

　だが、レイはどうなるのだ？

　ここで学校を抜け出したりすれば、下手へたをすれば退学などという話も出るかもしれない。

　ハーヴィー校長は、かなり厳しくするつもりのようだった。

　だから、アヤコはレイがそういうことを考えているのなら、止めなければと思っていた。

　ノートを作って、警察に任せてもきっと大だい丈じよう夫ぶだと告げようと思って。

　もうシーモアは釈しやく放ほうされたのだから。

　事件は、レイとは関係のないところへ行ってしまったのだから。

　しかし、そんな言葉で彼が説得されるわけがないこともわかっていた。

　何より、アヤコだって、できるなら彼と一いつ緒しよにロンドンへ行って捜そう査さでもなんでもしたいと思っていた。

「別に僕も無む闇やみにロンドンに戻るわけではない。以前から連れん絡らくを取っていた情報屋から、新しいネタが入ったのだ。それを確認しに行かなくてはいけない」

　そう言って、レイは机の上の封ふう書しよを取り上げた。

「向こうに入り浸びたるつもりはないが、当分戻れないかもしれない」

「……校長先生が許してくださるかわかりませんよ」

「その時はその時だ」

　アヤコは唇くちびるを嚙かむ。

　レイの気持ちもわかるし、アヤコだって応おう援えんしたい、支えたいという気持ちは強い。

　レイがしているのは、正しいことだという確信もある。

　でも、レイが学校を辞やめるようなことになるのは嫌いやだ。

「……わかりました」

　アヤコはぐっと拳こぶしを固く握にぎりしめて言った。

「私が、レイの代わりにロンドンへ行きます」

「…………何？」

　訊きき返すレイは眉まゆを顰ひそめ、口を半開きにした。

「ま、待て。何を言っているのだ、君は」

「レイがロンドンで調べたいことがあるのなら、私が調べます。レイはスタグフォードにいてください。練習だってあるんですし、校長先生の心証だってありますし──」

「待ちたまえ！　君が学校を抜ぬけ出すのか？　一人で？　そんなことさせられるわけがないだろう！」

「大丈夫ですよ」

「何が大丈夫なんだ！」

　レイはどうやら本気で激げつ昂こうしているらしく、珍めずらしく大きな声でアヤコを叱りつけた。

「君は女性なんだぞ。僕より年下の、女性なんだ。君をロンドンへやって僕が指示だけ出すなんてできるわけない！　校長先生の心証という問題なら、君こそ退学になりかねないぞ！」

「レイだって退学になっちゃいますよ」

「僕はいい。僕はもう大学入学資格を得ているし、放校になったとしてもさほど将来の計画は変わらない。君は違ちがうだろう。まだこれからスタグフォードで学ばねばならないことがあるはずだ」

　そうは言っても、スタグフォードに留とどまっていることには、レイなりの思いがあるはずだ。

　それを投げ捨て、彼はロンドンへ行くのだ。

　そこには相当の覚かく悟ごが必要だろう。

「そうですけど、事件を解決したいっていうレイの思いはわかりますし、正論とはいえ校長先生の出した条件に腹が立つのは事実ですし、レイには学校を辞めて欲しくないですし」

「だからって君が辞めることはない！」

　レイの怒ど気きが、びりびりと、空気を震ふるわせ伝わってくる。

　アヤコも、だんだん腹が立ってきた。

「レイが辞めることもないんですよ！」

「この事件は僕と因いん縁ねんがある！　僕には理由があるのだ！」

「私だって理由はあります！　レイを辞めさせたくありません！」

　悔くやしくて、アヤコは声を張り上げた。

「私、まだまだレイと一緒にいたいんです！」

「……………っ」

　レイは、沈ちん黙もくした。

　どういうわけか顔を赤らめ、アヤコを睨にらみつけている。

「……君は馬ば鹿かだな。自分が辞めることになったら、僕とはもう一緒にはいられないんだぞ」

「あっ」

　そういえばその通りだ。

「でも……っ」

　シーモアの件以来考え込むことが多くなった彼が、心配なのだ。

　ここ一週間ほどの彼は、どこか危あやうい雰ふん囲い気きがあった。

　彼を一人でロンドンへ送り出し、果たして本当に戻もどってくるのか。

　アヤコは、不安だったのだ。

「戻ってくるって、約束、してください……」

　レイの目は瞬まばたきしてアヤコを見つめる。感情を堪こらえようとしたその目に、ちらりと苦く悩のうの色が見える。

　レイは一いつ瞬しゆんの間を置いて、答えた。

「もちろんだ」

　レイの手はそのままアヤコの手を取って、部屋の外へと彼女を導く。視線も彼女から逸それてしまう。

「来たまえ。寮りようへ戻らなくては、点呼に間に合わなくなる」

　アヤコは呆ぼう然ぜんと彼を見上げる。

　──わかってしまったのだ。

　今のレイの答えが噓うそだと、わかってしまった。

　瞬きの合間に見えた、あの苦悩の色は、噓を吐つかなければいけないからだ。

　真実を、飲み込んだからだ。

「嫌です……」

　レイの手を両手で握りしめ、アヤコは抵てい抗こうする。

「嫌です！　レイの噓吐き。噓吐いてまで、私を追い出そうとしてる。狡ずるい！」

「アヤコ。僕を困らせるな」
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「そんな噓で騙だまされると思っているんですか？　私を馬鹿にしてますよ！　馬鹿に……」

　そう言う間にも、涙なみだが、次から次へと頰ほおを滑すべり落ちていく。

「……レイのばかあ……ご、強ごう引いんに、ファグにしたの、レイじゃないですか……」

　たったひと月で放ほうり出すのかと訴うつたえると、レイは諦あきらめたように溜ため息いきを吐いて、アヤコの頭にそっと手を置いた。

「僕のことを馬鹿などと言うのは、君とシーモアくらいだな」

　そう言って、彼女の頭を撫なでる。

　髪かみを梳すくように、あるいはもしかしたら、その感かん触しよくを味わうように、ゆっくりと。

　それがあんまり優やさしくて、アヤコは余計に悲しくなる。

　まるでこれが最後だと、言われているようで。

　……いや、ダメだ。




　最後には、させない。




　歯を食いしばり、涙を拭ぬぐい、アヤコは固くそう決心した。
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　──危なかった。




　アヤコを送り届け、自室に戻ったレイは、扉とびらに凭もたれて呆然としていた。

　ほんの数十分前に彼女はここにいて、泣いて、レイに訴えていた。

　戻ってくるという約束を求めて、泣いていた。

　だが、ハーヴィーはああいった手前、今度こそレイを処分しなければいけないだろうから、戻れるという確証はなく、噓を吐くことしかできなかった。




『レイのばかあ……』




　罵ののしる声が耳に残る。

　くしゃくしゃの泣き顔を隠かくしもせず、彼の手を必死に握にぎりしめていたアヤコ。

「どうしろと言うのだ……」

　彼はやさぐれて、アヤコが立っていた床ゆかを睨みつけて吐はき捨てるように呟つぶやく。

　ロンドンへは行かなくてはいけない。そうしなければ捜そう査さを続けられない。

　シーモアのこともあったが、それ以上に、一年ぶりの本物の《切り裂さきジャック》の犯行だ。

　すでに知人の警察関係者から、今回の殺人も《切り裂きジャック》事件と同一犯によるものだと思われるという見解を得ている。

　これ以上放っておいて、被ひ害がい者しやが増える事態は避さけねばならない。

　アヤコを連れて行くことはできない。

　危険もあるし、留学生の彼女を連れて行き、校長に一いつ緒しよに処分されでもしたら、後こう悔かいしてもし切れない。彼女は帰国する羽目になるかもしれないのだ。

　彼女には、学校に残っていてもらわねばならない。

　それはもう、絶対なのだ。

「くそ」

　顔を手で覆おおい、髪を雑に搔かき上げる。

　アヤコの顔が頭から消えない。泣きじゃくる彼女を連れて部屋を出るのは大変な労力を要した。




　──帰したくなかった。




　熱が顔に集まって、目がちかちかする。

　幾いくらレイが恩人だからと言って、あんなふうに人に慕したわれたのは初めてのことで、しかも彼女ときたらまったくあけすけで、正直で、生の感情をぶつけてくるから、本当にたちが悪いと思う。

　乱されっ放しで、腹が立つ。

「馬鹿はそっちだろう、あの馬鹿め！」

　何故なぜか二週間も前にアヤコをベッドに押し倒たおした時の驚おどろいた表情とか、匂においとか、腕うでの柔やわらかさとか、そういったものまで思い出してしまって、彼は自己嫌けん悪おからしばらく立ち直れなかった。




　本当に、危なかったのだ。
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　レイは行ってしまった。

　アヤコは止められなかった──そもそも止める気もあまりなかった。

　そして、ついていくことも許されなかった。

「そばにいて、役に立つだけじゃ、ダメなんだわ」

　アヤコは出窓にもたれかかり、ぼんやりと外を眺ながめながら呟いた。

「何か言った？」

　放課後は、スポーツや芸術等の課外活動の時間になる。

　だが、今日は雨がざあざあと降っていて、グラウンドは到とう底てい使える状態ではなかった。

　グラウンドからあぶれた女生徒たちは、寮りようの大部屋や談話室など、思い思いの場所で時を過ごしている。

　そんな中、窓辺でぼんやりしていたアヤコに気付いた友人のマギーが、声を掛かけてくれた。

　アヤコはゆっくりと身体からだを起こし、顔の前に垂れていた髪を耳の後ろへ搔き上げた。アヤコの黒くろ髪かみは癖くせがなく、さらさらと指の間をすり抜ぬけて行く。

「うん。独り言よ」

　そう、とだけマギーは言う。

　気き遣づかう気配が伝わってきたのは、レイが学校を抜け出したことが、もう噂うわさになって学校に広まっているからだろう。

　レイは今朝には姿を消していた。

　彼はフットボールチームと校長にそれぞれ手紙をしたためていた。

　手紙の内容はわからないが、とにかくチームの方は昨日までと同様、練習に励はげんでいる。

　校長の方は、今日も変わらず、最高学級の授業で自ら教きよう鞭べんを執とっていたそうだ。

　それ以外のことは、わからない。

　校長がレイを処分するのかどうか、それもわからないままだ。

　勿もち論ろん、レイのことを色々に言う噂は聞こえてくる。

　チームを放り出して行ってしまった無責任さを責める話もあるし、ロンドンで再び話題になっている《切り裂きジャック》事件に（犯人として）関係しているのだという話もある。

　アヤコは、彼のファグだ。

　レイが学校を抜け出したためにアヤコも呼ばれて事情を訊きかれたし、アヤコに噂の真相を訊いてくる生徒もいた。

　アヤコはそのたびにレイは捜査のためにロンドンへ行ったのだと答え、時にはそれをどうして止めなかったと責められ、教師に報告すべきだったと言われた。

　別にそんなことを言われたからと落ち込んだりはしなかったが、少し疲つかれてしまって、こうして窓辺でぼんやり雨の滴したたりを見ていたのだ。

　雨う滴てきは次々に窓まど硝子ガラスにぶつかっては伝い落ちていく。寮の庭は雨で霞かすみ、普ふ段だんとは違ちがう幻げん想そう的てきな雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。




　──最後には、させない。




　それは、アヤコがレイとの会話の中で固く決意したことだ。

　レイはあのまま学校を退学になってもいいという考えでロンドンに戻もどっていった。

　いったいどんなふうに思い詰つめてしまったのかわからないが、とにかく彼はそう考えていた。

　彼の思考の中ではアヤコは学校に置いて行って二度と会えなくなっても構わない相手だった。

　そこに心の痛みとか、悲しみとか、寂さびしさとかはあるにしても、アヤコはフットボール同様、彼にとっては『置いていけるモノ』だったのだ。

　フットボールや学校生活、そしてアヤコよりも、ロンドンでの捜査の方が、優先された。

　どんなに彼が否定したとしても、それは事実だ。

　それは正直、アヤコにはあまり面おも白しろいことではなかった。

　彼にしか解決できない事件があるのはわかるし、アヤコを巻き込むまいとする彼の気持ちもわかるが、戻ると噓うそまで吐ついて行ってしまったのはどう言い繕つくろわれても気分の良いものではない。

　だが、アヤコはフットボールとは違って、足も手も口も頭もあり、自分で考えて行動することができた。

　だから泣き寝ね入いりするつもりはなかった。

『最後』にはさせないのだ。絶対に。




「よおし」




　アヤコは身体を起こすと、マントを手に部屋を飛び出した。

「アヤコ？」

　友人たちの声を背中に聞きながら、階段を下りて傘かさを片手に玄げん関かんの扉とびらを開ける。

　途と端たん、風と雨がざっと室内に入ってきて、雨の粒つぶがアヤコの顔にもぱたぱたとかかる。

「アヤコ、どこへ行くの！　濡ぬれるわ！」

　驚いた様子のマギーが、追いかけてきてそう言った。アヤコは彼女を振ふり返って笑った。

「大だい丈じよう夫ぶよ！　濡れたら拭ふけばいいのよ！」

　そうして、駆かけ出す。

　傘を差しても雨は風に吹ふかれて容よう赦しやなくアヤコを打ち、マントも制服もすぐに湿しめって重くなる。

　それでも道の先だけを見て、アヤコは走った。




　アヤコの髪かみから、水が滴り落ちて、絨じゆう毯たんを濡らす。

「すいません」

　渡わたされたタオルで髪と顔を拭き、アヤコは汚よごしてしまった絨毯に申し訳なさそうな目を向ける。

「まったくなんて子でしょう！　この天気の中を走ってくるなんて！」

　怒おこってそう言うのは、年配の家政婦だ。彼女はアヤコから濡れた服をはぎ取ると、どこからか質素なドレスを持ってきて、それを着せてくれた。

「乾かわかしておきますからね、おとなしくそこで待っていなさい！」

「はい、ありがとうござ──」

　言い終える前に、扉はぱたんと閉とざされた。

　アヤコは息を吐いて、部屋を見回した。

　そこは校長寮の応接間だった。

　雨の中を走ったのは十分程度だったし傘も差していたのだが、風を伴ともなう雨は容赦なくアヤコを濡らし、校長寮に着いた時には身体はすっかり冷えていた。

　校長への面会を求めたものの、その前に着き替がえろと家政婦のミセス・アッシュベルに命じられ、今に至る。

「…………」

　アヤコは暖だん炉ろ前に置かれた椅い子すに腰こしを下ろし、タオルで髪を拭きながら、炎ほのおを見つめて待っていた。

　校長に会ってもらえるかはわからない。

　話がある生徒は誰だれでも受け付けてくれることになっているものの、いつでもというわけではない。

　レイが学校を抜け出たことで校長も忙いそがしく、アヤコに構う暇ひまなどないかもしれない。

　そして、会えたとしても、アヤコの話を聞いた校長がどうするのかは、わからない。

　ひょっとしたら、怒ってアヤコのことだって処分するかもしれず──

　がちゃりと扉が開いた。

　考えにふけっていたアヤコは、我に返って顔を上げた。

「話があるそうだね」

　そう言って室内に入ってきたのは、ハーヴィー校長だ。

　アヤコは椅子から立ち上がってお辞じ儀ぎをした。

「はい、お時間くださってありがとうございます」

「いいから座って話しなさい。手短に」

　言われた通りに座ると、校長は暖炉の火を火ひ搔かき棒で搔き出し、炎をいっそう燃え立たせた。

「レイを……レジナルド・バージェス先せん輩ぱいを退学にしないでください」

　アヤコは、本題に入った。

　さすがにいきなり過ぎたのか、校長はアヤコを振り返り、訝いぶかしげな顔をした。

「君ではなく、レイの話だね？　それについて、君は口出しできる立場ではないよ」

「でも、私は彼のファグですし、彼について弁護することができると思います」

「なるほど、弁護側の証人というわけかな？　まあ、君の気持ちはわかるよ。状じよう況きようは酌しやく量りようするつもりだ。その服はミセス・アッシュベルから？　後で返せばいいから、今日はもう寮りように戻りなさい」

　校長の態度はおざなりで、いかにも面めん倒どうそうだった。

「私は真面目まじめに言っているんです」

　途端に、校長は目を眇すがめ、冷たい表情を浮うかべた。

「そうか、真しん剣けんな話だとはね。ならば私も真剣に答えよう。レイへの警告は済んでいた。それでも動いたのは彼だ。私もこれ以上彼を庇かばうつもりはないよ。いったい君は、どうして私が彼を庇うと思うんだい？」

「先生は、今まではレイの捜そう査さを許していてくださったと伺うかがっています。それは、レイの捜査で救われる人がいるからでしょう？　今回だって、レイは人を救おうとしているんです。新しい被ひ害がい者しやを出すまいと、一いつ生しよう懸けん命めいなのだと思います」

　校長は首を振った。

「無論、正義感は美徳だし、彼の社会貢こう献けんは素す晴ばらしいことだと思う。だが、それだけが彼の行動の理由だと考えているのなら、君は彼のことを何もわかっていない」

　不ふ機き嫌げんそうに火搔き棒を放ほうり出し、彼は椅子にどっかりと腰を下ろす。組んだ足は平均的と言える身長に対してすらりと長い。

「君はレイのことを何も知らない」

　まるで挑ちよう発はつするように、アヤコの目を見てそう言う。

「…………」

　何か、上手うまく形容できないのだが──

　悔くやしさが、胸にこみ上げてきた。

「私は……確かに、ひと月前にファグになったばかりですが」

「ああ、知っている」

　いちいち、校長の言葉が胸に引っかかる。

「じゃあ、校長先生は、何をご存じなんですか？」

「…………」

　校長は、肘ひじ掛かけに腕うでを置き、アヤコを見ている。

「……動機」

「え？」

　彼は組んでいた足を下ろして立ち上がり、アヤコに手を差し出した。

「動機だね。君もレイの下にいたのならわかるだろう。行動には動機がある。レイの行動にも、それが必要だ。君が言うほど、レイはお綺き麗れいなだけの人間ではない。彼は大変感傷的だし、激情家な一面がある」

「……か、感傷的？　激情家？」

　アヤコの知るレイの姿からは想像できない形容だ。

　驚おどろくアヤコの手を、ハーヴィーは半ば無む理り矢や理り取って立たせた。

　並ぶと、身長差は拳こぶし一つ分足らず。

「ほらね、言った通りだ」

　そうして、ごく近くなったアヤコの顔を覗のぞき込み、彼は薄うすく笑うのだ。

「君は彼を何も知らない」

　あまり他人に悪感情を抱いだくことのないアヤコの神経に、その笑えみが、言葉が、嫌いやな触ふれ方をした。

　──いらっ、と。

　張り付いたように笑ったまま、彼は命じた。

「帰りなさい」

「……はい、失礼します」

　アヤコは、自分で考えていたよりも、低い声でそう答えた。




「おや、もう帰りましたか」

　家政婦のミセス・アッシュベルがお茶を二人分持ってやってきた。

　ハーヴィーは彼女のために扉とびらを開けてやり、彼女がお茶の準備をてきぱきと整えるのを眺ながめていた。

「ええ。制服が乾いたら届けてあげてください。また来られたら面倒ですし」

「かしこまりました」

　アッシュベルが出ていき、部屋に一人になったハーヴィーは、椅子に深く腰こし掛かけた。ティーカップに棚たなから持ってきたウィスキーをひと垂らしすると、豊かな香かおりが漂ただよう。

「アヤコ・オウトウイン……」

　名前を呟つぶやき、小首を傾かしげる。その仕草は、少しレイにも似ていた。

「レイのファグ、ね」

　そして呟きごと、ぬるめの紅茶を呷あおった。




　挑発されたのだ。

　アヤコはまだ苛いら立だちを抑おさえ切れないまま、そう結論づけた。

　消灯時間が来てベッドに入っても、頭に浮かぶのは校長とのやりとりだ。

　アヤコはレイについて何も知らないのだと、彼は何度も繰くり返した。

　アヤコは言い返せなかった。

　自分では結構親しくなったと思っていたし、信しん頼らいされているとも思っていたが、所しよ詮せん自分はたったひと月前に知り合ったばかりの下級生に過ぎないのだと思い知らされた。

「でも悔しい……！」

　思わず日本語で呟いて枕まくらにぼすんと顔を埋うずめる。

　隣となりのベッドのマギーが顔を上げ、訝しげな様子で声を掛かけてきた。

「ちょっと……大だい丈じよう夫ぶ？」

「うううう。大、丈夫。大丈夫じゃないです」

　アヤコは噓うそが吐つけない。

　ついつい正直に言ってしまって、友人を呆あきれさせた。

「貴女あなたってほんと……」

　呆れているのは友人ばかりではなく同室の少女たちも同じで、寝ねる準備をしていた彼女たちの何人かは、くすくすと笑っている。

「だってー！　ねね、マギー、校長先生ってああいうひとだったの？　なんか、当たりがきついというか……」

「当たりがきつい？」

　吃驚びつくりしたように、マギーは訊きき返してきた。

「そんなことないわ。何かの間ま違ちがいじゃない？　とてもお優やさしくて穏おだやかな方よ。気さくに相談に乗ってくださるし」

「え……」

　言われて思い返してみれば、事件以前に挨あい拶さつのために初めて会いに行った時は、確かにアヤコもそういう風に感じていたような覚えがある。

　マギーだけかと思ったが、他ほかの女生徒たちも同じような意見だった。

　とすると、アヤコに対してだけ、厳しいのだろうか。

「……私そんなに生意気なこと言っちゃったかしら」

　本気で頭を抱かかえてしまう。

　念のため、校長との会話を思い返してみるが、やはりそれほど失礼なことは言っていない気がする。それはまあ、レイの酌量は嘆たん願がんしたが……。

「あれで怒おこらせちゃったのかな？　自分の考えに意見を言うなんて、みたいな……」

　呟いて、また頭を枕にこてんと置く。

　目を閉じても、彼の声が耳に甦よみがえる。

　──動機。

　感傷的。

　激情家。

　アヤコにとって、彼の話はとても意外なものだった。

　だが、アヤコよりも、長い年月レイを見てきた人の言葉だ。

　真実の一いつ端たんではあるのかもしれない。

「……アヤコ、見回りがくるまで、ちょっと話そうか？」

　小声でマギーが話しかけてくる。

　アヤコを心配してくれているのだ。

「ごめんね、もう大丈夫」

「そう、ならいいの」

「うん。ありがとう、マギー」

　もう暗くて見えなかったが、たぶん、マギーは笑っていた。

「どういたしまして」

　明日あしたはあまり心配させないようにしよう。

　アヤコはそう思いながら、自然と落ちてくるのに任せて瞼まぶたを閉じる。

　マギーと友人と言える関係になって、まだひと月経たっていない。

　友情は、年月の問題ではない、と思う。

　だからきっと、校長先生の言葉にそんなに動どう揺ようすることはないのだ。

　確かにアヤコはまだまだレイについて知らないことは多いが、だからといって、関係が否定されたわけではない。

　これから、知っていけばいいのだ。

　明日はレイのことを他の人に訊いてみよう。

　アヤコはそう思いながら、いつの間にか、眠ねむっていた。




　アヤコがレイと知り合って、まだひと月ほどしか経っていない。

　だから当然、アヤコは自分よりもレイのことをよく知っている人が、何人でもいると思っていた。

　だが実際はそうではなかった。

「力になれなくてすまないね」

　申し訳なさそうに、上級生が言った。

「いえ、ありがとうございました」

　アヤコは礼を言って彼から離はなれ、食堂の中を見回す。

　そこは《ロード》の集まる城の食堂で、午後のお茶の時間である今は、幾いくつかのグループが談だん笑しようしていた。大きな広間で、鎧よろいや武器も飾かざられている。

　そこにいたのは十人ほどで、他の人々はそれぞれの部屋や、城の他の場所でお茶を楽しんでいるのだろう。

　アヤコはそこにいたすべてのグループに、レイの話を訊いた。

　だが、どう尋たずねても、答えはあまり代わり映ばえがしなかった。




『気難しい』




『優ゆう秀しゆうだ』




　彼らの回答は、彼の性格についてと、彼の能力についての話に絞しぼられてしまう。

　難のある性格と、とにかく優秀であること、それがあまりに印象的らしく、それ以上のことを突つっ込んで話してくれる人はいなかった。

　他に出て来たものといえば、せいぜい、一年前に《切り裂さきジャック》の事件で警察から事情を訊かれたとかいう、レイも話していたことくらいだ。

「レイは、もっと、色々面おも白しろい人なのに……」

　アヤコは食堂の隅すみに立ち尽つくし、思わずそう呟く。

　彼のことなら、幾らでも思いつく。

　レイは自分でブレンドした紅茶を好んでいた。紅茶にはだいたい花の香りがついている。

　いつもきちんとした身なりを心がけていて、爪つめも短く揃そろえられている。

　でも、指先は実験の時の薬品のせいか荒あれている。

　辛しん辣らつなことを口にすることもあるが、本当に酷ひどいことを言った時は、謝ってくれる。

　それ以外の皮肉は、聞き流していると実はたいしたことを言っていないのがわかる。

　真面目まじめそうに見えるけど、規則を破ることも多いし、噓だって吐く。

　でも噓はあまり上手うまくないし、噓を吐いた後、自分で傷ついている。

　アヤコをファグとして扱こき使うし、恩人であることを盾たてに色々無理を言ってくる。

　でも彼自身は自分が本当に恩人なんて思っていない。

　自分には誰だれも救えないと思っている。

　アヤコを救ったのに。

　誰も、救えないと。今後も、ずっと。

　それでも、目の前の人を救おうと、一いつ生しよう懸けん命めいなのだ。

「私は好きなんだけどなあ」

　他の人は違ちがうのか、残念だな、と呟つぶやいて。

　アヤコは、自分の口から出た言葉に、少なからず動揺した。

　好き。

　……好き？

　ぽ、ぽぽ、と首から耳へ、何故なぜか熱が上っていく。

「……あれ？」

　なんとなく暑いような気がして、アヤコは手で扇あおぐ。暑いなんて、そんな十月に何を言っているのだろう、と首を傾かしげる。昨夜雨に濡ぬれてしまって、風邪かぜでも引いたのだろうか。

　別に、好き、なんて、言葉が悪かっただけで、ただ、好ましいというだけのことだ。

　それは勿もち論ろん、恩人なのだし、ファグマスターなのだし、人として慕したうのは当たり前なのだ。

　だってレイは、今この瞬しゆん間かんも、誰かを救うためにかけずり回っている。

　そんな人に好感を抱いだくのは、ごくごく、当たり前の、自然なことだ。

　照れるようなことじゃない、はずなのに。

「……変なのっ」

　アヤコは一人呟いて、新たな証人を求めて《ロード》専用の食堂を後にした。




　少し進展が見えたのは、レイに事件を解決してもらった、という女性に出会った時だった。

「なくなった銀器が、私の部屋から見つかったんです」

　彼女は、校長寮りようのメイドだった。

《ロード》の一人から教えられて訪ねると、彼女は台所でジャガイモの皮かわ剝むきをしていて、アヤコも手伝いながら話を聞いた。

　アヤコより数歳年上、おそらく二十歳そこそこだろう彼女がかさつく指でナイフを操あやつると、くりぬかれたイモの芽が彼女のエプロンの上に落ちていく。

「犯人と疑われて、クビになって警察に突き出されるところだったんですよ。でも、それをバージェス様が助けてくださいました。結局、以前私に言い寄ってきた生徒さんのしわざだったんですけど」

「大変でしたね」

「危あやうく犯罪者でした」

　ふふ、と彼女は笑う。愛らしい感じの美人で、身分違いであっても、生徒に思いを寄せられることもあるかもしれない、と思う。真面目な申し出ならともかく、中には遊び相手として気を引こうとした者もいたことだろう。

「生徒さんはもう卒業されていたのですが、事件が解決してから、あらためて謝罪に来てくださいました。バージェス様からどぎつく脅おどされたようで、色々贈おくり物を持ってきました。突っ返しましたけどね」

　思わずアヤコも笑ってしまう。

　目が合うと、彼女は懐なつかしそうに目を細めた。

「あの方は事件に興味があっただけだとか、好こう奇き心しんだとかおっしゃってましたが、それなら事件を解決したところでおしまいのはずです。でも、あの方は、後から生徒さん本人に話をつけて、私に謝罪に来させたのです。それは、ただの好奇心でできることではありません」

　恩人の話をする彼女の姿を見ていると、アヤコまで誇ほこらしくなってくる。

　きっと彼女の他ほかにもレイに助けられた人はたくさん居る──彼らから話を聞けば、また何かわかるだろうか？　中には、レイがどういう人間なのか、アヤコの知らないことを教えてくれる人もいるかもしれない。

「ここは生徒さんのいるところではありませんよ」

　聞き覚えのある声に、アヤコはびくりと身を竦すくませた。

　扉とびらを開けて、籠かごにいっぱいのオレンジを抱かかえたアッシュベルが入ってきたところだった。

「すいません。無理にお話をうかがっていたんです」

「あら、貴女あなたですか」

　アッシュベルが、相手がアヤコであることに気付いてそう言った。

「はい、あの、制服ありがとうございました。わざわざ届けてくださったと……」

「ええ、まあね。貴女が何度も校長寮に来るのをハーヴィー様が嫌いやがりましたから」

「……す、すいません。また来ちゃいました」

「そうですか。もうお帰りなさい」

　取り付く島もないとはこのことだろう。

　件くだんのメイドは申し訳なさそうに頭を下げ、さっと離れて行ってしまう。アヤコも彼女に会え釈しやくを返し、さて困ったなとアッシュベルの様子を窺うかがう。

　彼女は、作業台にオレンジの籠を置くと、丈じよう夫ぶな木の椅い子すに腰こしを下ろし、ナイフで皮を剝き、皮と実を分け始めた。

　アヤコのことなどそれきり無視したような態度だった。

　だが、なんとなく、アヤコは彼女にも、これまでと同じ質問を投げかけた。

　たぶん、もう、一日に何十回も同じ問いを繰くり返していたからだと思う。

「《ロード》のレジナルド・バージェス先せん輩ぱいについて、何かご存じありませんか？」

　何か反応が返ってくるとは、想像していなかった。

「何故そんなことを知りたがるんですか？」

　だから、そう言われ、少なからず驚おどろいた。

「えっと……バージェス先輩がどうして学校を出てしまったのか、知りたいからです。校長先生に、言われたんです。私は先輩のこと何も知らないって。でもそれは本当のことで、だから、先輩についてもっと知ろうと思ったんです。そうしたら、校長先生を説得できるかもしれませんから。今回の件で、先輩を処分しないように……」

「それは差し出口というものですよ」

「それはわかっていますが、私は先輩がもう戻もどってこないのは嫌なんです」

　アッシュベルが、白しろ眼めがちの目でじろりとアヤコを見た。

「どうしてですか」

「どうしてって、先輩とまだまだ学校生活を送りたいですし、先輩も、ここで退学とかになってしまったら無念だと思うんです。……あの、何かご存じなんですか？」

　彼女はふんと鼻を鳴らし、器用に房ふさの中からオレンジの実をこそげ落としながら言った。

「あの方は、ご自分の居場所がわからなくなってしまったんですよ。帰れと言われたのにいつまでもこんなところに入り浸びたっている貴女と一いつ緒しよです」

「え？」

　彼女は手を休めない。

　アヤコは、彼女のそばに駆かけ寄って、小声で確かく認にんした。

「あの、今の、どういうお話ですか？」

「貴女は、レイ様のファグでしたね」

　レイ様──バージェスでも、レジナルドでもなく、レイと呼んだ。

　彼女は、レイを知っている。個人的に。

　アヤコはハッとして、彼女の肩かたを摑つかんでいた。

「お、教えてください！　レイのことご存じだったんですね！」

「問題は、貴女が何をご存じか、ということです」

　アヤコは頷うなずくと、手持ちぶさただったので、彼女の隣となりの椅子に座り、ナイフとオレンジを手にした。




　アヤコがレイに助けられたこと、レイが事件を追う理由を調べていること。

　そこまで話すと、アッシュベルは、オレンジの皮を鍋なべに放ほうり入れながら言った。

「……ハーヴィー様とレイ様の関係はご存じですか」

「ええと、その……校長先生が、バージェス先輩を見つけた、というのは伺うかがっています」

　見み世せ物もの小屋にいた、とまでは言うべきではないような気がして、アヤコは言葉を濁にごした。

　だがアッシュベルは頷いて、あっさりとそれを口にした。

「ならいいでしょう。貴女がご存じの通り、レイ様は一度お屋や敷しきを離はなれ、庶しよ民みんの……いえ、それ以上に苦労の多い場所でお育ちになりました。お屋敷に戻られてからも、結局心は半分そちらにおいでなのです」

「どういう意味でしょうか……」

　話の重さに似つかわしくないオレンジの爽さわやかな香かおりが台所に満ちていく。実はパンチに入れて、皮はマーマレードにするそうだ。

「……レイ様は、ああいう連中にとても同情的で、感情移入しすぎています。ああいうというのは、狭せまい部屋に客を連れ込む娼しよう婦ふとか、噓うそを並べ立てて同情を引く物もの乞ごいとか、そういう連中のことですよ。堕おちるべくして堕ちた悪党ばかりです」

「そんな……不運が重なっただけの人だっていっぱいいると思います」

　アヤコは思わず言い返した。

　たとえばレイが上流階級であることを言い当てた盲もう目もくの女性が悪党だったとはとても言えないし、アヤコ自身、今自分が英国に留学できているのは、運の要素が大きかったと思う。勿もち論ろん、努力した結果だとは思いたいが、それだけではないのだ。

　アッシュベルは布ふ巾きんで手を拭ぬぐいながら、軽けい蔑べつしたような目をアヤコに向けた。

「貴女もレイ様と同じですね。でもレイ様はなんだって行動に移してしまう方ですから。今回もそうだったんだと思いますよ。きっと、被ひ害がい者しやに同情なすったんですよ。娼婦だの、なんだのという連中にね」

　アッシュベルの話は同意しかねる部分もあったが、レイが被害者に同情していた、というのは確かにその通りだったように思う。

「でも、彼女たちは落ち度もなく不幸にも殺されてしまったんです。同情するというのなら、誰だれだって同情します」

「私はしませんけどね」

　しれっとそう言い、アッシュベルは立ち上がり、オレンジの皮と砂糖を入れた鍋をキッチナーと呼ばれる巨大な料理用レンジの天板に置く。ここの台所にあるキッチナーは火ひ床どこを挟はさんで二つのオーブンを持つ箱形レンジで、火床で熱せられた天板に鍋を置けば、煮に炊たきができる寸法だ。

　よく磨みがかれて黒光りするキッチナーは、台所の主役のように壁かべ際ぎわに収まっている。

「コックの方はどうされたんですか？」

「今日は非番なんです。それに、ハーヴィー様の好物ですから。これを作るのは私の仕事です」

　そう言って鍋を木べらでひと混ぜして、アヤコに向き直る。

「いいですか、私がこうもべらべらとレイ様についてお話ししたのは、レイ様にここに戻ってきていただきたいからです。ハーヴィー様が貴女の話を聞いて納なつ得とくされるかどうかはわかりませんが、私は貴女に期待して話したんです。そのことを忘れないでください」

「はい。勿論です」

　答えて、しかしアヤコは難しい顔をする。

「じゃあ、ミセス・アッシュベルは、レイが学校を出たのは、被害者の方たちに同情したからだと考えているんですか？」

「そりゃあ──」

　言いかけて、アッシュベルは何かに気付いたように、まじまじとアヤコを見る。

「な、なんですか」

「……ご存じないとは思いませんでしたね」

「？　なんですか？　ミセス・アッシュベルも、私がレイについて何も知らないっておっしゃるんですか？」

「いえ、事件を一緒に追っていると聞いていたので、てっきり……」

　言いさして、彼女は少し考え込むように眉み間けんに皺しわを作った。

「……そうですね、私から言っても問題ないとは思いますが」

　少し申し訳なさそうに迷いながらも、彼女はアヤコに教えてくれた。

「あの事件の五人目の被害者は、レイ様の昔のお知り合いです」

　──あ、と思った。

　レイは、事件に関係していて、警察に呼ばれて話を聞かれたと言っていた。

　アヤコはてっきり、また事件を追っていて、警察に協力したのだと思っていた。

　違ちがう。

　レイは、被害者の知人として、話を聞かれたのだ。

　呆ぼう然ぜんとするアヤコの考えを、アッシュベルの言葉が肯こう定ていする。

「五人目の被害者は自宅に連れ込んだ客に殺されたと考えられていますが、その現場でレイ様からの手紙が見つかりました。そのため、一応レイ様も呼ばれて、話を聞かれたのです。レイ様は被害者の女と手紙のやり取りをしていたそうです。十年前の恩人だとかおっしゃってましたね」

　十年前。レイは見世物小屋にいた。

　その頃ころの知り合いと、まだ連れん絡らくを取っていたのだ。

　実家の屋敷に戻ってからは、当時の多くの知り合いと縁えんが切れてしまったというような話をしていた。

　被害者の女性はきっと、彼の下に残った、数少ない当時の知人だったのだろう。

「レイは……一年前も、犯人を捜さがしたんですね」

「ええ。でも見つかりませんでした」

　そして、一年が経たって、今まで殺さつ戮りくの手を止めてきた《切り裂さきジャック》が再び現れた。

　復ふく讐しゆう、鎮ちん魂こん、悔くい、追つい憶おく。

　レイが捜そう査さを続けたいと願う理由は幾いくらでもあった。

　アヤコはレイのことを何も知らないと繰くり返した校長の言葉も、やはり正しかったのだ。

「……こんなに、表に、出さないひとだなんて、知りませんでした」

　感傷的で、激情家。

　そして、動機。

　知人を殺されたのなら十分な動機になるし、そのために学校を放校になる覚かく悟ごで出るのは、かなり感情的な判断で、激情家と言われても仕方ないかもしれない。そして、十年前の階級の違う友人と今もまだ連絡を取り合う彼は、きっと世間的には感傷的と評されるのだろう。

　だが、彼はそのすべてを、苦痛を、アヤコの目から隠かくしていた。

　綺き麗れいに隠して、気付かせもしなかった。

「……狡ずるいひと」

　アヤコの呟つぶやきを聞きとがめて、アッシュベルはむっとした目をアヤコに向ける。

　だが、すぐにアヤコの様子に気付いて、文句を口にするのを止やめた。

　アヤコは拳こぶしを握にぎりしめ、きつく、唇くちびるを嚙かむ。

　レイは、何も言わず、行ってしまった。

　誰の助けも必要としていないような顔で、たった一人で。

　そんなひとだからこそ、助けなければ、と思う。

　支えなければ、と思ってしまう。

　レイだって人間なのだ。まだ十代の青年なのだ。

　感情で動くし、人との繫つながりを大切にする、普ふ通つうの、青年なのだ。

　知人を殺されて、その犯人を追っていて、心乱されないわけがない。

「こんなの、放ほうっておけるわけないじゃない……！」

　アヤコは泣きそうな顔で叫さけんだ。

　アッシュベルは、溜ため息いきを吐ついて、鍋をもうひと混ぜした。




　ハーヴィー校長は授業の後で、聖職者の黒いガウンを着ていた。

　パブリックスクールの校長にはままあることだが、彼は国教会の牧師でもある。

「やあ、オウトウイン君」

　そう言ってアヤコを前と同じ椅い子すに座らせ、自分は向かいの椅子に腰こしを下ろす。

「何かな？」

「お願いがあって、来ました」

「うん」

　アヤコは、姿勢を正し、校長の目を真っ直すぐに見て言った。

「レイの処分をホワイトヒルズとの親善試合まで延ばしてください。レイが試合に出て、勝敗が決まってからにしていただきたいんです」

「……うーん、何故なぜかな？」

「エースのシーモアさんまでいないんですから、今この時期にキャプテンを処分したらチームがばらばらになります。先生なら、そんなことはなさらないと思いますが」

「なるほど。レイが戻もどって、勝利を挙げれば、彼を辞やめさせにくくなるからね」

　勿論彼はお見通しなのだろう。

　だが、満まん更ざらでもなさそうだ。もしかすると、彼は最初から、レイが戻って勝てば、その勢いで不問にするか、軽い罰ばつで済ますつもりだったのだろうか？

　とにかく、アヤコは忘れずもう一つの願いを伝えた。

「それから、私もレイのところに行かせてください」

「……うん？」

「レイのこと、何も知らないと言われて、正直少しむっとしました。でも、調べてみたんです。そうしたら、本当に私はレイのことをわかっていなかったと思い知ったんです。レイは先生のおっしゃる通りのひとでした。私、あんなひと放っておけません」

「ああ……なるほどね、そう来たか」

　校長はまだ穏おだやかな表情を浮うかべたまま、クッションを詰つめた椅子の背に凭もたれた。

「そうだねえ、私から言えるのは、許可は与あたえられないということかな。何しろロンドンは今大変な騒さわぎでね、模も倣ほう犯も出ているし、暴動が起こるんじゃないかという噂うわさもある。君の身に何かあったらご両親に申し訳が立たない。レイも望んでいないんじゃないかな？」

「でも、行かないといけないんです。今週末の公休日に、外出許可はいただけないでしょうか？」
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「ダメだ。危険だ」

　アヤコは膝ひざの上に置いた手で思わず制服のドレスを握りしめた。

　校長に反対されては、もう学校を抜ぬけ出すしか方策がない。

　だが、それでは放校になる危険もある。いや、校長の怒いかりに触ふれれば、きっと放校になるのだ。

　もしそうなったら、留学を中止して、帰国しなければならない。

　せっかく期待されているのに、父に、援えん助じよしてくれた財団に、あまりに申し訳ない。

　スタグフォード校が、今後日本人留学生の受け入れを止めるという可能性だってあるのだ。

「……私は、レイの、力になりたいんです。彼は私の命の恩人ですし、ファグマスターですし、それに、す、」

　言葉にするのに、一いつ瞬しゆん抵てい抗こうを覚えた。以前なら何気なく普通に言えただろう言葉が、何故か羞しゆう恥ちを呼び覚ます言葉になっていて驚おどろく。

　とにかく、アヤコは赤い顔で言った。

「好きです。彼が好きです。だから彼に認めてもらいたいし、そばで彼を支えたいと思うんです。何かいけないでしょうか？」

「……それは、勿もち論ろん、先せん輩ぱいとして恩人として慕したっているという意味合いで取らせてもらうが」

　ハーヴィー校長は腹の上で指を組み、落ち着いた目でアヤコを検分して言った。

「君の思い自体はいけないということはないだろうね。美しい友情、そう言っていいだろう。それは推すい奨しようされるべきことだ。だが、君はそのためにルールを破るのか？」

　友情のために。

　レイのために、規則を破って、許可なくロンドンへ行くのか？

　父に、財団に、他ほかの日本人に、とんでもない不義理を働くことになるのに？

「行きます」

　アヤコの自分勝手な、傲ごう慢まんな答えに、ハーヴィーは目を細める。まるでその答えを愛めでるように、慈いつくしむように。

「そう。なら私の答えは──」

　その時、突とつ然ぜん扉とびらが開いて、背の高い人物が、姿を現した。

「話は聞かせてもらいました！」

　そう言って、つかつかという靴くつ音おとも高くやってきたのは、休学中のはずのシーモアだった。

「えっ、シーモアさん？」

「話って、立ち聞きしてたのかい？」

　咎とがめるように問うハーヴィーの方は無視して、シーモアはアヤコの傍かたわらに膝を突つくと、その手を取って、感動した面おも持もちで言った。

「バージェスのためにそこまでの覚悟で君が行動するというのなら、私も微び力りよくながらお手伝いさせて欲しいんだ」

「え？　あっ、はあ……あの、なんでシーモアさんが」

「復学の相談に来てたんだ。というわけで先生、私が彼女とロンドンへ行くのはどうでしょうか？」

　そう言って、彼はアヤコの手を取ったまま立ち上がり、校長に向き直る。

「そうしたら、彼女の護衛ができますよ」

「待ちなさい」

　頭が痛そうな顔で、ハーヴィー校長は彼を制止する。

「護衛といっても、君も我が校の生徒なのだよ」

「しかし休学中です」

「休学中であっても、ルールには従ってもらう。生徒は《切り裂きジャック》の騒ぎが落ち着くまでロンドンへ行ってはいけない」

「では私もルールを破ります」

　アヤコも、ハーヴィー校長も、驚いて耳を疑った。

「バージェスは私の友人です。彼が助けを必要としているのなら、駆かけつけるまでです」

「レイは助けを求めてなんかいない」

「でも、アヤコちゃんはそう思ったんだよね？」

　突とつ然ぜん話を振ふられて、アヤコは戸と惑まどいながらも、力いっぱい頷うなずく。

「はい！　だって、一年前の被ひ害がい者しやにレイの知人がいたんですよね？　きっと辛つらいこともあると思うんです。こんな時こそそばにいたいんです！」

「私も賛成だよ」

「君はレイと喧けん嘩か中だったのでは？　シーモア君」

　校長の問いにシーモアはいつものへらへらとした笑え顔がおで答える。

「そうかもしれませんが、友人だからこそ喧嘩もするのです。そして、たとえ喧嘩中だろうと、そんなことは関係なく、友人の力になるべきです。彼女のおかげで私はそれに気付いたのです。間ま違ちがっているでしょうか、先生」

「…………」

　紳しん士しを育てることを自負している教育者として、友情を否定するのは難しいものがあるのだろう。

　黙だまり込んだ校長は、しかしすぐに頭かぶりを振った。

「君たちの友情は素す晴ばらしい。だが、それをいちいち許すことはできない。君たちの真似まねをして、ロンドンへ物もの見み遊ゆ山さんに行き、《切り裂さきジャック》の被害に遭あう生徒が出たら？」

「でも《切り裂きジャック》は捕つかまらないかもしれない。そうしたらどうするんですか？　このまま、生徒のロンドン行きを全面的に禁止し続けますか？」

　普ふ段だんとぼけたところのあるシーモアだが、この日は飄ひよう々ひようとした態度ながらも、鋭するどい問いを重ねていく。

「それは時機を見て私が決めることだ」

「ロンドンに家がある者は？　帰省の時ロンドンを通る者は？」

「何を言われても同じだ。許可は出せないし、行かせはしない。私は君たちの安全に対して義務があるんだ。もし監かん視しの目を潜くぐって抜け出したら、処しよ罰ばつは覚かく悟ごしてもらわなければならない。他の生徒の手前ね」

「校長先生……」

　ハーヴィー校長の視線はあくまで厳しく、処分の内容も自おのずと察せられた。

　ちょんちょん、と肩かたを突つつかれてアヤコが振り向くと、シーモアが気き遣づかうような笑みで彼女を見ていた。

「大だい丈じよう夫ぶ。私が行くよ。君は残っているといい。私なら、どうせ卒業までに進級はできないんだし、いつ放校になってもあまり変わらない」

「シーモアさん……」

　一度仲なか違たがいしたとはいえ、シーモアはやはりレイのことを友人として考えてくれている。それが嬉うれしくて、アヤコはすっくと立ち上がり、頭を深く下げる。

「ありがとうございます。でも、私も行きます。私がそばについていたいんです。きっと、力になれることがあると思います。あの人を、一人にしてはおけません」

「あら、そっか」

　シーモアは微笑ほほえむ。飄々として捕とらえどころのない彼だが、笑みは温かく、人を安心させる力がある。

　彼はアヤコの肩を抱だいて、校長に言った。

「というわけで、一いつ緒しよに行かせてください。先生」

「君らは私の話を聞いていなかったのかな？」

「いやー。彼女もこう言っていますし。週末に護衛付きでロンドンへ行くことって、そんなに問題でしょうか？　それとも先生は、バージェスに友人ができたことがそんなに気にくわないのでしょうか？」

　え、とアヤコは耳を疑う。

　シーモアと校長の間にはぴりぴりとした雰ふん囲い気きが流れている。

　挑ちよう発はつ的てきな目つきで、口元は笑ったまま、シーモアは校長を見つめている。

　反応を待っているのだ。

　ハーヴィー校長は、椅い子すに深くもたれて、微笑んだ。

「君は時々、面おも白しろいことを言うね」

「いえいえ、素そ朴ぼくな疑問というやつですよ」

「……あ、あの、シーモアさん？　私のことなら……」

　レイのために行動することにもう迷いはない。校長が許してくれなくても、なんとかしてロンドンへ行くつもりだった。

　だが、シーモアはアヤコに茶ちや目めっ気のある笑みを向け、その肩をとんと叩たたく。

「君を退学にさせたりしたら、私がバージェスに絶交されてしまう。大丈夫だから、ね」

「……お、お気持ちは嬉しいです……が」

　だが、果たして校長はどう判断するのか。

　アヤコはそっと、ハーヴィー校長を窺うかがった。

　校長は頰ほお杖づえをついて、面白がるような目でアヤコとシーモアを見ている。

　ゆっくりと足を組み替かえて、彼は豊かな、魅み力りよく的てきな声で言った。

「安い挑発は結構だ。男として話し合おうじゃないか、マーヴィン・シーモア。君は、彼女を守れると誓ちかえるのかい？」

　シーモアの顔から笑みが消えた。

　彼は校長の言葉を一度胸に落とすように沈ちん黙もくし、そして顔を上げて答えた。

「誓いましょう」

　その真しん摯しな、彼にしてはごく珍めずらしい表情を、校長はじっくりと見つめ、頷いた。

「君に免めんじて、彼女が週末に校外に出ることは認めよう。だが、必ずその日のうちに戻もどること。できなければ君も彼女も処分を検討する」

　アヤコは吃驚びつくりして声を上げた。

「ほ、本当ですか？」

「私の気が変わらないうちに今日はもう帰りなさい。門番と教師には私から伝えておく」

「あっ、ありがとうございます！」

　アヤコは深く頭こうべを垂れて礼を言い、シーモアの手を摑つかんで彼にも言った。

「ありがとうございます、シーモアさん！」

「私も嬉しいよ、君にこうして手を取ってもらえて」

　そう言って、彼はいつものとろけるような甘い笑みを浮うかべて、アヤコの手の甲こうにキスをした。

「えっ、あっ、はあ……」

「あっ、また警けい戒かいしてる？　大丈夫だよ～、一緒にロンドン観光しようねっ」

「いえ、あの、レイを捜さがしに行くんですけど……」

　アヤコは彼が本当に真しん剣けんに考えてくれていたのか、突然不安になった。




　ロンドン行きの列車に乗り込んだのは、早朝六時半。

　校長との話し合いから五日経たった週末、アヤコとシーモアはコンパートメントの中で向かい合って座っていた。

「目星ついてる？」

「ええと、以前レイが泊とまったホテルがロンドンでの定宿みたいなので、そこへ行って確かく認にんしてみようと思います」

「ああ、あそこか。なら駅から……」

「シーモアさんはどこか心当たりありますか？」

　問われて、シーモアはうーんと唸うなってあらぬ方向を見つめる。

「まあ、こっちは最後の可能性ってことにした方がいいような……」

「？」

「とにかく、明日あしたは親善試合だ。今日しかないんだし、あちこち当たってみよう」

「はい！」

　アヤコには今日しか自由になる時間はないし、翌日には親善試合が控ひかえているから、それまでにレイに学校に戻ってきてもらわねばならない。

「でも、シーモアさんが来てくださるとは思っていませんでした」

「いやー、あれは完全に勢いだったね」

「い……えええっ？」

　くすくすと面白そうに、シーモアは笑った。

「君は、バージェスを自分の退学を賭かけてでも支えたいって思っている。君の話を立ち聞きしてたら、自分は何をしてるのかなあって思えてきて。自分がすごくみっともなくて、恰かつ好こう悪くて、勿もち論ろん私は自分がそんな人間だってことは知ってるけど、でも、なんだろうなあ、思わず扉とびらを開けて、口を出してしまったんだ。だから、君とこうしてロンドンに向かっているのは、完全に成り行きだね」

「そ、そうだったんですか……」

　照れ隠かくしとかではなく、どうもシーモアは本気でそう言っているようだった。

「でも、成り行きでも勢いでも嬉しいです。きっとレイも喜ぶと思います」

「いや、バージェスが喜ぶかどうかはわからないと思うよ。私は嫌きらわれたと思うし」

「レイは怒おこってましたけど、嫌ってはいないんじゃないでしょうか？」

　アヤコは小首を傾かしげる。

「裏切られたからって嫌うことができたら、あんなふうに悩なやまないと思うんですよね」

「…………それは」

　シーモアの顔から笑えみが消え、驚おどろいたようにアヤコを見つめる。

「……アヤコちゃんって、結構容よう赦しやないね、知ってたけど……」

「そりゃあ、シーモアさんが噓うそなんて吐つかなかったら、あそこまでレイも一人で考え込まなかったと思うので」

　アヤコはしれっと言った。

「私だって悔くやしかったんですよ。シーモアさんがいれば、レイはもっと人を頼たよれたんじゃないかなあと思って。でもそばにいたのは私で、レイは私を頼ってはくれなかったんです。それは悔しいし、寂さびしいことです」

「……うん」

「でも、ついてきてくれたから許しちゃいます、私は」

　そう言ってにこりと笑いかけると、シーモアは困り顔で、かなわないなあと呟つぶやいていた。




　レイは、アヤコの知るホテルにはいなかった。

　どうも到とう着ちやくその日は泊まったようなのだが、翌日部屋を出てそれから戻っていないらしい。部屋はそのまま、一週間分押さえてある。

　一週間というのは、ちょうど彼が姿を消してから、親善試合までの期間だ。

　どうやら、試合までに戻るつもりはあったらしい。

　一通り話を聞いたアヤコとシーモアは、ホテルの食堂に入った。

「うーん、いきなり困ってしまいました」

　アヤコは以前一いつ緒しよにレイとこのホテルに泊まっていた。それを覚えていた支配人が、レイが戻っていないことを教えてくれたのだが、困ったことに、支配人もレイの行き先に心当たりはないらしい。

「バージェスと君は、どうやって事件を追っていたんだい？　バージェスがここに戻ったということは、捜そう査さの続きをしようとしたんじゃないかい？」

「そうですね。ええと、私たちは事件の現場で聞き込みをしていたんですけど、みんな口が固くて、なかなか話してくれなくて……その続きをしているとすると、レイは現場のそばに行ったのではないでしょうか。何か、話を聞き出す方策があったとか」

「そうだねえ……」

　また、シーモアが何か考え込むような素そ振ぶりを見せた。

「あの、そういえばさっき、レイの行く先に心当たりがあるみたいなこと言ってましたよね」

「えっ、あ……まあ、とりあえず現場に行こうよ、何かわかるかもしれないし」

「……はあ」

　何か怪あやしい。

　シーモアは胡う散さん臭くさいが、アヤコが今できることといえば、現場に行ってレイのことを訊きいてみるか、捜すか、待ち構えるかしかないのも事実だ。

「そうですね、とりあえず現場に行ってみましょう」

　朝食の勘かん定じようを済ませて立ち上がると、アヤコはシーモアと連れ立って食堂を出た。

　──そして、通りを歩き始めた時。

　アヤコの目は、何故なぜか一点に引きつけられて止まった。

　何気ない、朝の街角。

　市場に買い物に行く者や、仕事がある者、夜遊びから帰る者など、通りは雑多な人々で賑にぎわっている。馬車が行き交かうその向こう側が、なんとなく気になる。

「アヤコちゃん？」

　立ち止まったアヤコを不ふ審しんに思ったのか、シーモアが声をかけてきた。

　そして馬車の流れが途と切ぎれた一いつ瞬しゆん、アヤコはその向こうにいた人物に気付いて、あっと息を吞のんだ。

　ハーヴィー校長が、通りの向こう側に立っていた。

　彼はアヤコたちの方を見ていたが、彼女の視線に気付いてふっと人ひと混ごみの中へ紛まぎれ込む。アヤコは思わず飛び出しそうになって、驚いたシーモアに止められた。

　目の前を、馬車が凄すごい速度で通り過ぎる。

　危あやうく轢ひかれかけたのだ。

　へたり込むアヤコに手を貸して立たせながら、シーモアが困った様子で尋たずねた。

「どうしたの、いきなり」

「あっ、え、すいません、ありがとうございます……あの、実はあそこに校長先生が──」

　だが当然、人と馬車に阻はばまれて、アヤコが指さした先には、もうハーヴィー校長の姿は見えない。

「あれ……」

「校長先生が？　まあ、忙いそがしい人だからね。ロンドンに用事があったんじゃない？」

　そういうこともあるかもしれない。今日は休日だし、それを利用して用事を済ませようとしているのかもしれない。

　だが、ならばどうして、アヤコたちを見ていたのか。

　そして、声も掛かけず、去ってしまったのか。

「……、あの、私、あっち、行ってみたいんですけど！」

「は？」

　アヤコは校長が消えた方向を指さした。

　そして、呆ぼう然ぜんとしているシーモアを連れて、今度は慎しん重ちように、通りを渡わたった。




「こっちって、何があるんですか？」

「何って、うーん……ホーボーン・サーカスとか、チープサイドとか……」

　シーモアは幾いくつか地名を上げ、溜ため息いきを吐いた。

「でも、無む茶ちやだよ。ちょっとしか見えなかったのに、追おうだなんて」

　通りを渡ったはいいものの、依い然ぜん校長の姿はどこにも見えず、アヤコはとりあえず校長が向かった方向、東へ向かって歩いていた。

「でも、こっちに行ったんです。途と中ちゆうで曲がったりはするかもしれませんが、この方向に、校長先生が行きそうな場所ってないんですか？」

「行きそうな場所、なんて言われても……」

　シーモアは困り顔で周囲を見回した。

「少し先に行くとシティだよ。金きん融ゆうとかの、中心地」

「シティ……」

　それなら確かに行きそうな場所なんて幾らでもあるだろう。銀行かもしれないし、何かの会合があってギルドホールに行くとも考えられる。

「──シティ？」

　ふと、アヤコの中で、シティのイメージとは相反するものが過よぎる。

　イーストエンド。

　シティの東とう端たんはイーストエンドと接する。あの辺りには、事件の現場がある。

　いや、まったく的外れかもしれない。シティのどこかに用事があって、校長はただ急いでいただけかもしれない。

　だが、それならそれでいい。

　問題は、そうではなかった場合の話だ。

「あの、シーモアさん」

　アヤコはおずおずと、シーモアを見やって言った。

「とりあえず、所期の目的を果たしましょう」

「えっ、あ、うん」

「事件現場に、向かいましょう」

「うん、それならこっち……うん？」

　シーモアもその可能性に気付いたのか、行く手を指し示して呆然とした顔をした。

「……えっ？」

　愕がく然ぜんとしてアヤコを振ふり向くシーモアに、アヤコは帽ぼう子しを直しながら答えた。

「行きましょう、シーモアさん」

　偶ぐう然ぜんかもしれない。

　校長が向かった方角には、事件現場があった。

　一本道ではないし、距きよ離りはまだかなりある。

　それでも、どちらにせよ行く先は同じなのだしと、アヤコはずんずんと進んだ。




　事件があった界かい隈わいは、以前とは雰ふん囲い気きが違ちがっていた。

　レイと来た時は、見物人や商しよう魂こんたくましい物売り等が集まって、かなり賑やかだった。

　今も人は集まっているが、あの浮うかれた雰囲気はもうない。

　険しい顔の人々が、警官と何か話し合っている。

「？　なんでしょうか、何か問題でも……」

　アヤコは傍かたわらのシーモアにそっと囁ささやく。

　だが、次の瞬しゆん間かんには、集まった一人が警官の胸を叩たたき、警官がその腕うでに摑つかみかかり、小こ競ぜり合いが始まってしまう。

　そのまま群衆は人数の少ない警官側を吞み込むようにわっと襲おそいかかる。

　興奮した群衆の中から、声が上がる。

「《切り裂さきジャック》を捕つかまえろ！」

「警察は無能だ！」

「犯人はあいつだ！」

　群衆は騒さわぎながら、ずんずんとアヤコたちの方へやってくる。

　どうやら、誰だれか犯人と目星をつけている人物を私し刑けいにかけるつもりらしい。

「まずい、アヤコちゃん、こっちへ！」

　シーモアは驚おどろいてアヤコの手を引いて、物もの陰かげに隠かくれてやり過ごそうとする。

　だが。

　アヤコは、見つけてしまったのだ。

　道の反対側にある食堂。

　その二階の窓辺に、ハーヴィー校長の横顔を。

「あれ、シーモアさん、あそこ！」

　シーモアも気付いて指さす先を見上げ、そして固まる。

「一いつ緒しよに誰かいますねっ、あ……」

　アヤコも遅おくれて、シーモアを絶句させたものに気付いた。

　校長の向かいに座っているのは、恰かつ幅ぷくの良い中年の紳しん士し。

　アヤコも一度、会ったことがある。

「父上……？」

　意味がわからない、という顔で、呆然と、シーモアが呟つぶやいた。

　そしてその時には、群衆は、すぐ近くまで迫せまっていた。

「！　アヤコちゃん！」

　シーモアより一歩通り寄りのところにいたアヤコが振り返った時には、もうシーモアは見えなくなっていた。

　人の波に、吞み込まれたのだ。

「！」

　慌あわてて人を搔かき分けてシーモアのところに戻もどろうとするが、群衆は凄すごい勢いで前へ突つき進んでいて、アヤコは逃のがれようもなく押し流されていく。

「ま、待って、通して！　いたっ……」

　突き飛ばされて転びそうになる。人々の中には、手に棍こん棒ぼうなど武器になりそうなものを持っている者もいる。

　アヤコは身の危険を感じ、とにかく群衆から抜ぬけ出そうと必死に通りの端はしに寄ろうとする。

　当然真横には進めなくて、斜ななめ前方へ、押し流されながら進むことになった。

　そして、最終的にやっと人の少ない場所へ逃れ、たまたま目の前にあった街灯にすがりつくようにして振り返ると、もうシーモアどころか、見たことのある建物も見えなくなっていた。

「……どこ、ここ……」

　アヤコは押し流されて、見知らぬ街角に来ていた。




　ばりんと窓まど硝子ガラスが割られる音がする。

　怒いかり狂くるった群衆が、手にした武器で手近な窓を割り歩いている。中には強ごう盗とうに様変わりしているのもいて、もう何が目的だったのか、彼らも見失っているような気がした。

　アヤコはよろめきながら、民家の横にあった地下への階段を下りて、その一番下に座り込んだ。脇わきには扉とびらがあって家の地下に入れるようになっていたが、アヤコは上の様子を窺うかがいながら、じっとして騒ぎが過ぎるのを待った。

　ふと、痛みを覚えて見ると、身体からだのあちこちに擦すり傷や打ち身があった。人にもみくちゃにされ、搔き分けて逃れる間に、負った傷だ。

　髪かみもぼさぼさで、帽子もいつの間にか落としてしまった。

「……なんだったの、かしら……」

　徐じよ々じよに周囲が静かになっていき、アヤコは恐おそる恐る、階段を上がって、外の様子を覗のぞき見た。

　まだ群衆からはぐれた者が、何人か残って声を上げたり騒いだりしているが、本隊は向こうに行ったらしい。

　アヤコはそっと手すりの陰かげから這はい出て、まだびくびくしながら頭を出して、どれくらい離はなれたのか、危険はないのか、確かく認にんしようとした。

「あれ、君は……」

　アヤコはハッとして、身構えて振り返る。

　階段のすぐそばに、呼び売り商人風の恰かつ好こうをした青年が一人立って、アヤコを見て微笑ほほえみかけてきた。

「やあ、やっぱりね。レイの知り合いの子だ。また会えたね」

「ええと、……レイの、お友達の、作家の方ですよね」

　そう、と彼は嬉うれしそうに帽子の角度を整えて、なかなかきざったらしく恰好を付けて挨あい拶さつした。

「グレゴリー・ピークだよ」

　伊達だて者ものっぽい恰好をした、作家のピークだ。

「あ、どうも、桜桃院亜夜子です……あの、いつからそこに？」

「君が地下階段に入っていったところから。大変なことになっちゃってるね。連れはいないの？　バージェスとは一緒じゃないの？」

「ええ、レイとは今は一緒では……。他ほかに連れはいたんですが、この騒ぎではぐれてしまって」

　ピークは頷うなずき、表通りの方へ視線を向けた。

「ついに暴動になっちゃったね。小競り合い程度は最近ちょこちょこ起こってたんだけど、今回はちょっと大きいかな。まあ、すぐに警官隊が出て鎮ちん圧あつするだろうけど」

「暴動……」

　言われてみれば、確かにあれは、そういった類たぐいのものだった。

「警察がなかなか《切り裂きジャック》を捕まえられないものだからね。そのくせ、一昨年おととしのデモ取り締しまりの時は市民に死人も出たし。去年の《切り裂きジャック》騒そう動どうの時なんか、捜そう査さ部長がずーっとスイスで休きゆう暇か旅行してたんだ。いい加減真っ当な仕事をしろって、不満が溜たまってるんだよ」

「なるほど……」

　そういえば、アヤコが集める新聞でも、小競り合いが発生しているという記事は時々目にした。事件とは関係なさそうなので切り取ってはいなかったが、今回ついに、それが爆ばく発はつしてしまったらしい。

「大だい丈じよう夫ぶ……なんでしょうか、本当に……」

　表通りからは、何人もの人々が騒ぐ大きな声が聞こえてくる。硝子が割れたり、悲鳴が混じることもある。中にはおそらく、不満を訴うつたえるのを口実に、普ふ段だんのうさを晴らす類いもいることだろう。

「この前は貴族のぼっちゃんを釈しやく放ほうしちゃったしね、有力な容疑者だったみたいなのに」

　びく、とアヤコは肩かたを震ふるわす。シーモアのことだ。

「そうだ、あの容疑者について何か知らないかい？　君もバージェスと一緒に調べてたじゃないか」

「あ、……あの」

　ピークはしどろもどろになるアヤコに気付いて、顔を近づけてきた。

「うん？」

「……知りません」

　ピークは伝記を書くと言っていた。

　ここでシーモアのことを漏もらせば、きっと伝記で公表されてしまう。

　絶対に言えないし、悟さとらせてもいけないのだ。

　ピークは顎あごを撫なで、ふうん、と意味深な呟きをした。

「そういえば、あの容疑者、スタグフォード校の生徒って噂うわさがあったような……」

「！」

　青ざめたアヤコの顔を見て、ピークは意地悪く笑った。

「ふふ、まあ僕の捜査能力にかかればざっとこんなもんだよ！　ほら、何か知ってるなら教えておくれ」

「い、いやです！」

「未来の文ぶん豪ごうのために資料を提供するのをそんなに嫌いやがるものじゃないよ！」

「未来でも、現在でも、友達を売るような真似まねはできません！」

　おや、とピークはその愛あい嬌きようのある目を見開いた。

「君の友達なの？　容疑者」

「!!　ち、違ちがいます、これは、同じ学校の生徒として……」

　しどろもどろになったアヤコは、ピークの好こう奇き心しん溢あふれる眼まな差ざしを見て、首を振ふった。

「……なんと言われても、言えないんです。これ以上訊きかないでください」

「ええ～。でも僕、君の恩人だよね？」

「えっ」

　ピークがアヤコを守ったというのは、あくまでピークの主張であって、確定した事実ではない。

　とはいえ、ピークがアヤコを守ろうとしてくれたことは事実だから、アヤコは言葉に詰つまってしまう。

「……それでも、言えないんです」

　ようやくそう声を絞しぼり出すと、ピークは天を仰あおいだ。

「ああ～、ダメか。まあまだ諦あきらめないけどね」

「…………」

「あ、そうだ。これ」

　俯うつむいてしまっていたアヤコが顔を上げると、ピークは何故なぜか彼女の帽ぼう子しを差し出してきた。

「これ……」

「そこで拾ったんだよ。表通りのところで。何か見覚えのある帽子だなって思ったけど、君のだよね？　で、なんだっけ、連れとはぐれたの？　捜さがす当てはある？　ホテル取ってるなら、そっちに戻った方がいいかな？　道がわからないなら案内してあげられると思うけど」

　アヤコは瞬まばたきして差し出された帽子を見つめた。

「私、ピークさんの欲しい情報、言いませんよ」

　ピークは突とつ然ぜん噴ふき出して笑った。

「なんだ、僕が情報欲しさに君に親切にしてるって言うのかい？　こんなところに女の子一人置いていけないってだけだよ。そりゃ勿もち論ろん、君が教えてくれるっていうなら聞くけどね。ほら、仕方ないな、被かぶせてあげるよ」

　ピークはアヤコが何も言わないうちから、勝手に彼女の頭に帽子を被せて、向きを調整した。

「こうかな？　紐ひもも結ぼうね。ほら、なかなか上手うまいものだろう？」

　ピークは器用にアヤコの顎の下で帽子のリボンを結んでくれた。

「……ありがとう、ございます」

「どういたしまして、可愛かわいいお嬢じようさん」

　ついでとばかりに頰ほおを突つつかれたのに辟へき易えきしつつ、ピークの様子を窺う。

「あの……ピークさんは、レイと連れん絡らく取れましたか？」

「うん、あの後手紙が一度来てね。スタグフォードに戻もどってたんだね」

「そうなんです。今、ロンドンにいるはずなんですけど、居場所ご存じありませんか？」

「居場所かあ」

　ピークは顎に手を当て、うーんと唸うなって考え込む。

「あそこかなってところはあるけど。バージェスのイーストエンドでの拠きよ点てん」

「えっ」

　まさか心当たりがあるとは思っていなかった。

　だが、考えてみればシーモアも心当たりはありそうな素そ振ぶりだったから、以前から彼を知る人間には周知の場所なのかもしれない。

「そこ、案内していただくことできませんか？　連れとも、そこで合流できるかもしれませんし……」

「ああ、まあ、いいけど」

　呆あつ気けなく了りよう承しようを得られて、アヤコは胸の前で手を組んで礼を言った。

「ありがとうございます！」

「あ。うーん……」

「どうしましたか？」

　尋たずねるアヤコに、ピークは難しい顔で答えた。

「いや、やっぱり恰かつ好こうつけてないで、交こう換かん条件に容疑者情報教えてもらえばよかったかなと思って……そうだよね、君をここから連れ出すくらいならタダでもいいけど、バージェスを一いつ緒しよに捜すのまでタダなのはちょっと大おお盤ばん振ぶる舞まい過ぎたよね……」

「い、いいじゃないですか。レイのところに私を連れて行ったら、きっとレイが感謝して事件の情報色々教えてくれますよ！」

　アヤコは慌あわてて説得にかかった。

　最終的にピークは、あっけらかんとした態度で言った。

「ま、いいか。言われてみたらそうかもしれないしね。僕もバージェスには会いたいから、連れて行ってあげるよ」

　アヤコはホッとして胸を撫で下ろした。

　シーモアはシーモアでレイの居場所に心当たりがあるようだったし、きっとレイのところに行けば合流できるだろう。

　……校長と、彼の父親のことは、引っかかるが。

　あそこで彼らが会っていたのは、どういう理由があってのことだろう。

　シーモアの休学と復学について話し合うのなら、学校で良かったはずだ。

　どうして、校長はわざわざロンドンまで出たのか。

　どうして、アヤコたちを見ていたのか。

　疑問は幾いくつかあったが、アヤコはピークの後について歩き出した。

　とにかく、レイと再会してからだ。

「気を付けて、段差があるから」

「あ、はい」

　ピークは紳しん士し的てきに手を貸してくれる。

　アヤコが思っているよりは、親切な、普ふ通つうの青年なのかもしれない。

（レイの知り合いなんだし、きっと悪い人ではないわ……）

　見つめていると目があって、彼はにこりと笑った。

　目が糸のように細くなって、愛嬌のある笑え顔がおになった。




　ピークに案内されて、アヤコはロンドンを歩いた。ここはイーストエンドだとピークは言っていたが、暴動はこの辺り一帯に広がっていて、あちこちで警官隊との衝しよう突とつが起こったり、商店が略りやく奪だつされたりしていた。

　その間、ピークは彼が書こうとしている伝記の構想について、アヤコに蕩とう々とうと語って聞かせた。

「最初の《切り裂さきジャック》からの手紙は知っているかい？　あれは、新聞社の記者が書いたものじゃないかってのが僕の考えなんだ。警察の人間も同じような意見だったが、つまりは話題作りのためさ。民衆の恐きよう怖ふをあおり立て、世紀の犯罪者を作りたかったんだろうね」

　ぺらぺらと彼はよく喋しやべり、アヤコの相あい槌づちさえほとんど必要としていないようだった。

「そういう意図によって、本来の《切り裂きジャック》の姿はねじ曲げられているんだ。だから僕は、そういった予断を排はいした事実によって彼の姿を描えがこうと思っていてね！　たとえば、君は《切り裂きジャック》をどんな人間だと思う？」

「えっ、ええと……残ざん虐ぎやく非道、ですよね。人を殺して内臓を……なんて、ぞっとします……」

　ピークは大げさに首を振ふった。

「だから誤解なんだ。《切り裂きジャック》は残ざん酷こくな人間じゃない。君が思っているような、世間が思っているような《切り裂きジャック》なんて存在しないんだよ。皮を剝はぐだの、臓器を取り出すだの、あんなのは全部死んだ後のことだし、痛みも何もない」

「でも、人を殺すなんて恐おそろしいことです……」

「相手が『人』だからね。まったく、牛や豚ぶたなら文句も言われないのに不思議なことさ。人間は選ばれた特別な存在で神の似姿だから殺すのは呪のろわしいなんて、そんな考え方前時代的さ」

「えっ」

　予想もしなかった話に展開して、アヤコはぎょっとして思わず足を止めた。

　気付くと、煉れん瓦がの塀へいが道を塞ふさいでいる。

「あれ、道間ま違ちがえました？」

　彼も立ち止まるが、アヤコの問いに答える様子はなく、熱弁を振るう。

「痛いのは最初だけだよ。その後は被ひ害がい者しやはリラックスしていればいいんだ。悲鳴を上げて欲しいとかいう低てい劣れつな望みも彼は抱いだかない。残酷な人間は痛めつけることを楽しむけど、《切り裂きジャック》はそういうわけじゃないからね。彼はとても慈じ悲ひ深く、被害者の喉のどをほとんど一いち撃げきで切り裂くんだ」

「…………」

　おそらく苦しませないという意味で慈悲深いと言っているのだろうが、アヤコはそれならそもそも人を殺さなければいいのにと思った。

　だが、アヤコにしては珍めずらしいことだが、反論の言葉は素す直なおには出て来なかった。

　何か、怖こわかった。

　ピークがあまりにも真しん剣けんで、反論を許さないような感じがしたのだ──たとえば、何か一言でも口を挟はさめば、容よう赦しやなく攻こう撃げき対象にされてしまいそうな、そういう類たぐいの雰ふん囲い気きがあった。

「……あの、」

　何か言わなければと思い、アヤコは一歩後あと退ずさりながらも声を掛かけようとした。

　だが、急にピークはアヤコの方を振り返って、にっこりと笑った。

「ああ、道は合ってるよ。ちょっと待っててね」

　ピークは肩かたにかけていた鞄かばんの中をごそごそとやって、何か探しているようだ。

「あった、これだこれ。お気に入りなんだ」

　そして、取り出されたのは、湾わん曲きよくした刀身を持つ、細身のナイフ。

　アヤコはナイフと、ピークの笑顔と、突き当たりの壁かべを見て、そして彼の言葉を思い返した。




　彼はとても慈悲深く、被害者の喉をほとんど一撃で切り裂くんだ──




《切り裂きジャック》の、慈悲の刃やいば。

「…………っ！」

　ぞわり、と悪お寒かんが背筋を駆かけ抜ぬける。

　逃にげなくては。今すぐに！

「たっ、助け……！」

　だが、その腕うでを摑つかまれ、引き寄せられる。腹に腕を回されて、ナイフが喉にあてがわれる。

「ちょっと試ためしたいだけなんだ。君を刺さしたらどうなるのかなって」

　それまでと何一つ変わらない囁ささやきが、酷ひどく恐ろしかった。

　ぞくりと悪寒が走り、時が止まった。







[image: 第四幕　助手の幸福]




　ピークの腕を振り払はらって、アヤコは逃げようとした。

　だが、間違えて突つき当たりの方へ逃げてしまう──いや、おそらく、ピークがアヤコがそちらに逃げるように仕向けたのだ。

　壁に突き当たったアヤコは、震ふるえながらピークを振り返る。

　笑みを浮うかべて近寄ってくるピークは、先さき程ほどまでと違ちがって、恐ろしく、人ではないもののようにさえ映った。

　瞬まばたきもできなかった。

「や、やめて……」

　無む駄だだと思いながらも、震える声でそう懇こん願がんする。

　相手は、困ったように少し微笑ほほえんだだけだった。

　そしてナイフが振りかざされて、それが雲間からの光にぎらりと輝かがやいて。

「っ！」

　アヤコは咄とつ嗟さに目を閉じて身を竦すくめる。腕でせめて頭と喉を庇かばおうとした。

　だが、ナイフはいつまでも振り下ろされない。

「待てっ、おい──」

　何か、言い合う声が聞こえてきた。

　アヤコはハッとして顔を上げて、目の前で争う二人に気付いた。

　一人は勿もち論ろんピークなのだが、ピークのナイフを素す手でで摑んだ人物がいたのだ。

　刃を摑んだ人物は、そのままピークを押し倒たおした。

　ピークはもがいて肘ひじ打うちをしたりもしたが、相手の方が上背があり、結局後ろ手に押さえ付けられる。

「大だい丈じよう夫ぶ、かいっ？」

　荒あらい息を吐はいて、ピークを押さえ付けているのは、はぐれたシーモアだ。

「……は、はい」

　ピークの足あし下もとにナイフが落ちていることに気付いて、アヤコは慌あわてて、そのナイフに飛びついて、彼のそばから離はなした。

「君の悲鳴が聞こえて、」

「放せ！　誤解だ、待て──」

「何が誤解だ！　警察に連れていくからな！」

　シーモアはそう怒ど鳴なりつけて、ピークをいっそうきつく地面に押しつける。

　アヤコはまだ恐きよう怖ふに心臓がばくばくと鳴っていたが、恐る恐る自分が持つナイフを見やる──この刃が、自分の喉に食い込むかもしれなかったのだと思うと、手が震えて取り落としそうになった。

　だが、ナイフの刃をじっと見つめて、アヤコはあることに気付いた。

「……綺き麗れい」

　刃には、曇くもり一つない。

　シーモアはこの刃を素手で摑んでいたのに。

　たまたま、運良く傷つかなかったのだろうか？

　アヤコは思いついて、ナイフの刃は先さきを突つついてみた。

　そして、ハッとして顔を上げ、まだ相手のベルトで手を拘こう束そくしようとしていたシーモアに声をかけた。

「ま、待ってください、シーモアさん」

「うん、ちょっと待って、今──」

「違うんです」

　アヤコは、ナイフを彼に見せた。

　その刃先を、指で押す。

　刃は、ひゅんと柄つかに納まってしまった。

「これ、刃が潰つぶれていますし、押したら柄に入っちゃうんです。玩具おもちやのナイフですよ。重いし、見た目も含ふくめてものすごーくよくできてますけど」

「…………」

　シーモアは、自分の手をちらりと見た。そういえばナイフを摑んだのに血が出ていないと気付いたのだろう。

「わっ、わかったのならどいてくれ！」

　ピークは一人、元気に騒さわいでいる。

　アヤコは屈かがみ込み、彼と目を合わせ、困り顔で言った。

「わからないんですってば。どうして、玩具のナイフで私を脅おどしたりしたんですか？」

「僕はね、自分が書くことは、なんであれ経験しておきたいんだ」

　ピークは地面に俯うつぶせで押さえ付けられた姿勢のまま、器用にも胸を張った。

「《切り裂さきジャック》の伝記を書く身としては、是ぜ非ひ彼の心理にも迫せまりたくてね！　人を刺すとかいうのはどういうものなのか、そうしたら何か変わるのか、確かめてみたくなったんだよ！」

「それでこの玩具で？」

「そうさ！　ふふ、実は《切り裂きジャック》について調べ始めてからは、常に身につけているんだ。凶きよう器きを持ち歩くってどんな気分なのかと思ってね！　警官とすれ違うだけで結構ぞくぞくするんだ、癖くせになりそうだったよ！」

「…………」

　アヤコは、申し訳なさそうな目をシーモアに向けた。

「放してあげましょうよ、シーモアさん」

「……いや、これはこれで野放しにしたらいけない人物なんじゃないか？」

「未来の文ぶん豪ごうになんてことを──」

　シーモアは、ピークの背中に体重をかけた。ピークが、蛙かえるが潰れたような声を上げていた。

「それに、こいつは君を怖こわがらせたじゃないか」

「…………」

　確かに、ピークが豹ひよう変へんして襲おそってきた時は恐おそろしくて、今だってまだ指先が震えている。

「でも、もう、大丈夫ですし。その人は、かなり、その、変わってますけど、レイのお知り合いなんです。きっと、悪い人じゃありません」

　シーモアは納なつ得とくいかない様子だったが、溜ため息いきを吐いて、最終的にはアヤコの話を聞いてくれた。

「じゃあ、せめて貴方あなたから彼女に謝ってください。年下の少女を怖がらせて恥はずかしくはないんですか？」

「う……まあ、そうだな。その、すまなかったね」

　ピークはばつの悪そうな顔をして、そう謝ってくれた。

　だからアヤコは、溜息を吐いて立ち上がり、彼を許すことにした。

「いいですよ、ピークさん。それに、貴方にはレイのところに案内してもらわないと」

「ああ、そうだったな」

　シーモアの拘束から自由になったピークは、押さえ付けられていた手首を痛そうにしばらくなでさすり、煉れん瓦がの塀へいの方を顎あごで示した。

「この向こうなんだ。ぐるっと大回りをすれば辿たどり着けるよ。というかさっきは正直道を間ま違ちがえてね、なんだか雰ふん囲い気きも良かったしちょっと試ためしに襲ってみたんだ」

「……あ、そうですか」

「それで、君は？」

　ピークがシーモアを見やって、そう言った。

　その時になって、アヤコはピークがシーモアのことを探さぐっていたことを思い出し、青ざめた。なんとかシーモアに注意を促うながしたかったが、その前にシーモアは彼に名乗った。

「マーヴィン・シーモアです」

「よろしく、僕はグレゴリー・ピーク。バージェスの友人だね？」

「ええ……」

「で、シーモア家の御おん曹ぞう司しか。なるほどね」

　意味深な目で、ピークはアヤコを見やる。シーモアが話題の容疑者だとばれたのかもしれない。

　だが、シーモアの方も、ピークをまじまじと見ていた。

「ピーク氏とは……どこかでお会いしましたか？」

「？　そんなことはないんじゃないかな」

「そうですよね……」

「あっ、あの！」

　話すうちに何か情報を摑つかまれてしまうこともあるかもしれない──そう思い、アヤコは咄とつ嗟さに間に入って話を断たち切る。

「レイのところ、行きませんか」

「ああ、そうだったね。ほら、こっちだ」

　先を行くピークの後をついて行こうとすると、シーモアが渋じゆう面めんでアヤコを呼び止めた。

「待って、アヤコちゃん。その、本当に行くのかい？」

「え？　ええ」

「いや、しかしね、その……彼がバージェスの居場所を知っているというのは私も信じるよ。何しろ、私が心当たりあるのも、彼が言っていた建物だからね」

「あ、そうなんですか」

「うん、君が見つからないから、バージェスのところへ行こうと思っていたら、悲鳴が聞こえて駆かけつけたんだ。でも、君があそこに行くというのは、なんていうか……」

「何があるんですか？」

「いや……その、君の名めい誉よ的てきな問題で……」

　シーモアは、珍めずらしくはっきりしない。

　焦じれたアヤコは、彼の背を押して歩き出した。

「いいじゃないですか。レイに会えなきゃ、来た意味がないんですから。早く行きましょう！」

「うん、まあ、そうなんだけど」

　それでもシーモアは不思議なことに散々渋しぶっていた。




　扉とびらを開けてすぐのところには食堂兼けん酒場があった。

　暖だん炉ろには火が入ってあかあかと燃え、その周囲には特に大勢の客が集まっていた。中は狭せまく、大きな長テーブルが一つあるきりで、そこの椅い子すも客でほとんど埋うまっていた。

「ああ、やっぱり、今日はみんな結構いるね……」

　何故なぜか少し力の抜ぬけた顔で、シーモアがそう呟つぶやく。

「女将おかみさん、こんにちは。バージェスいる？」

　そう尋たずねているのは、ピークだ。

　女将はそう問われて不ふ審しんそうな目でピークを見る。

「どちら様でしょう？」

「ご夫人、ご無ぶ沙さ汰たしています」

　シーモアは女将に話しかけ、女将は彼を見てぱっと笑え顔がおを作る。

「まあまあ、シーモア様。ようこそいらっしゃいました。申し訳ありませんね、バージェス様から知人以外は通すなと申しつかっておりましたから」

「いいんですよ」

「私も一応知人なんだけどね……」

　ピークは不服そうに肩かたを竦すくめた。

　アヤコは、店に入ったところで立ち止まり、呆ぼう然ぜんとしていた。

　何しろ、店にいたのは、全員が女の客だったのだ。

　若い子はアヤコと同じか少し上くらい、年配の客は四十代くらいだろうか。

　皆みな口々に近くの席の者と話し合うか、熱そうな黒々としたコーヒーを啜すすっている。女将は太った五十がらみの女で、気のよさそうな顔をしていた。

「え、あの、どうして、これ……女の人ばっかりなんですか？」

「ここは女性専用の宿しゆく泊はく所だよ」

　シーモアがアヤコの疑問に答えてくれた。

「えっ、じゃあ、どうしてここにレイがいるんですか？」

「女将の知り合いなんだよ。昔事件を解決したとかで」

　なるほど、そういうことか。

　ここなら情報も集まりやすそうだから、レイが拠きよ点てんにしたのもわかる気がする。

「それにしても、その、当たり前ですけど、女性ばっかりですね……」

　その中の一人が、シーモアに気付いて声を掛かけてきた。

「あら、ぼっちゃんじゃないの。どうしたの、その可愛かわいい子は。ここに泊とまるのかい？」

「いや、彼女は違ちがうよ」

　シーモアも、レイと一いつ緒しよに来たことがあるのだろう。それにしても、なんだか馴なれ馴れしい雰囲気だ。

「……？」

　何か違い和わ感かんを覚えつつ、アヤコは店内を見回す。

　女将とピークは何か話し始めていて、店の客はアヤコをちらちら見ては、囁ささやき合っている。居い心地ごこちの悪さを覚えて、アヤコはシーモアに尋ねた。

「あの……今日はみんな結構いるね、って、さっき言ってませんでした？」

「……そうだね、言ったね」

「あれ、どういう意味ですか？」

「ほら、今暴動で外は大変だし、どうせ仕事にならないから、引き籠こもってるかなという……」

「何のお仕事されてるんですか、皆さん」

　何故か、シーモアはぎくりとした顔でアヤコを見やった。

「その」

「はい？」

「あんた、ぼっちゃんの友達ってことは、レジナルドとも知り合いなの？」

　そう言ってきたのは、アイルランド系と思おぼしき、二十代くらいの女だった。

「え、ええ」

「そう！　それならあんたにも乾かん杯ぱいだ！」

　女は、朗ほがらかに笑って、コーヒーカップを高く掲かかげた。隣となりの女がカップの臭においを嗅かいで、顔をしかめる。

「あっ、ダメだこの子、また飲んでる。ほとんどジンだよこれ」

「あはは」

「まったくしょうがないねえ。身体からだ壊こわすよ、ほら、少しはお食べ、あげるから」

　面めん倒どう見みの良さそうな女は、そう言って自分のソーセージの皿を彼女の方へ押しやった。

　だがジンの女は上じよう機き嫌げんで、アヤコに話し続ける。

「あんたのお友達があの娼しよう婦ふ殺しを捕つかまえてくれるんだ。そうしたら、あたしたちももうびくびく怯おびえてないで、仕事に精を出せるってものなのさ」

「？　ちなみにお仕事って……」

「そりゃあんたこれだよ、これ──」

「わあああっ」

　何か女が手を動かしたが、その仕草がアヤコの目に入る前に、シーモアが彼女の目をぱっと手で覆おおった。

「そ、その辺にしといてよ。ほら、この子うぶなんだ」

「あら、そりゃ悪かったね」

　女は悪びれずそう言う。

　アヤコはシーモアの手をどけて、今までの情報を頭の中で整理した。

　娼婦殺しというのは勿もち論ろん《切り裂さきジャック》のことだろう。

　そして、それを恐おそれてできない、彼女たちの仕事といったら……。

「……しょ、娼婦、の方ですか？」

　シーモアは曖あい昧まいな笑みを浮うかべて、うん、と頷うなずいた。

「そりゃそうだ。真っ当な仕事があれば、こんなところ泊まらないからね」

　別の女がそう言って笑う。

　アヤコは改めて客の顔を見回した。

《切り裂きジャック》の被ひ害がいを受けるかもしれない人たち。

　彼女たちの中にレイがいるというのは、考えてみればまったく不思議なことではない。

　彼はいつだって、犯罪によって運命を狂くるわされた人たちの側にいるのだ。

「アヤコちゃん、あの、別にバージェスは遊びで来てるわけじゃなくてね、勿論──」

「わかってます、シーモアさん」

　アヤコは頷いて、誇ほこらしい気持ちが胸を満たしていくのを感じながら言った。

「レイは、自分のためだけに動いているわけじゃない。この人たちのためにも、きっと犯人を捕まえようとしているんです」

　シーモアは驚おどろいた顔でアヤコを見つめていたが、目が合うと、本当に、この上なく嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「うん」

　きっと、自分以外にも、レイの理解者になろうという人間が、友達になりたいという人間が現れたことが、嬉しいのだ。

　アヤコも同じ思いだったから、見つめ合って笑みを返した。

「バージェスの部屋は二階にあるって。今はいないけど、もうすぐ戻もどるはずだって言ってたよ。上で待ってていいって言われた」

　女将おかみとの話をやっと切り上げたらしいピークが、そう言って合流した。

「何話してたんですか？」

「いやー、いかにして宿泊所の女将になったかという人生の歴史を一通り。なかなか生々しいいい話を聞けたよ」

「あ、ネタ集めでしたか……」

　きしむ、急な階段を上ると、二階は冷え込んで、静かだった。

　きっと、寒いから皆下に集まっているのだろう。

　一いつ箇か所しよしかない窓から弱々しい光が入る。

　ピークの案内で、アヤコとシーモアは一番奥の部屋に行く。

　女将から借りた鍵かぎで扉とびらを開け、目の前に広がった狭せまい室内の様相に、アヤコは言葉を失った。

　書き物机と、ベッドが一つあるだけの部屋。

　机の前の壁かべには事件のものと思しき資料や新聞の切り抜ぬき、写真などがびっしりと貼はられている。後ろの壁には、イーストエンドの大きな地図があって、幾いくつも書き込みがされていた。

「前から、ここはバージェスの拠点の一つだったんだ。ここならイーストエンドの情報が集めやすいからね。《切り裂きジャック》事件の前から、時々使ってたはずだよ」

　シーモアはそう言って部屋を見回し、ふと窓辺にいたピークを振ふり返った。

「そういえば、よくここを知っていましたね」

「僕も以前、彼の捜そう査さを手伝ったことがあるんだよ」

　ん──？

　アヤコは何か、違和感を覚えて小首を傾かしげた。

　捜査を手伝った、というのは、確か去年の冬にレイと出会った時の話だろう。その時この部屋を教えてもらったということになる。

「あれ？　でも、それにしては女将さんと初対面でしたよね？」

「僕は教えてもらっただけで、入ったことなかったから。いやー、凄すごいね！　こんなふうに《切り裂きジャック》を追っていたんだね」

　ピークは壁に貼られたメモや捜査資料を見上げて、興奮からか頰ほおを紅潮させて言った。

「こう、名探たん偵てい対《切り裂きジャック》──みたいな感じって燃えるよね！」

「……は、はあ」

　ピークは作家だけあってどこか微び妙みようにずれている気がする。

　玩具おもちやのナイフを持ち歩いていたり、それでアヤコを襲おそってみたり、考えてみれば奇き行こうだらけだ。レイの知人なら悪い人ではないとは思うが、レイの知人だからこそ、もの凄い変人なのは仕方がないことなのかもしれない……。

　アヤコはふと、首筋にちくりという小さな痛みを覚えて、手を当てた。

　手て袋ぶくろの指先に、僅わずかだが血が付いた。

「……？」

　こんなところいつの間に怪け我がをしたのかしら──

　そしてその時、突とつ然ぜん廊ろう下かをばたばたと近づいて来る音が聞こえ、扉が開いた。

　飛び込んで来たのは、イーストエンドでも目立たない、地味なジャケットとフェルト帽ぼうという恰かつ好こうをした青年。

　レイだ。

「レイ！」

　アヤコは叫さけんで駆かけ寄ろうとしたが、慌あわてたせいかつんのめってその場に転んでしまった。照れ隠かくしで笑って顔を上げると、レイが、驚いた顔で呟つぶやいていた。

「──誰だれだ？」

　レイの視線を辿たどって、アヤコは振り返った。

　シーモアは壁に凭もたれていて、ピークはアヤコのすぐ後ろに立っている。

　レイが見ているのは、ピークの方だ。

「誰って……」

　アヤコの言葉は、そこで途と切ぎれる。

　ピークの手には、ふた振ふりのナイフがあった。

　アヤコを襲った時に持っていた、あのナイフだ。

　右手に持つナイフの刃はから、赤い液体が、滴したたり落ちている。

「う……」

　壁に凭れていたシーモアが、呻うめいてずるずると床ゆかに崩くずれ落ちていく。彼の背中が滑すべった壁に、赤いものがついている。

　血だ。

　シーモアは脇わき腹ばらを押さえていた。

　仕立ての良いチェスターフィールドコートに、血の染しみが広がっていく。

　ピークが、笑いながら左手のナイフを放ほうり捨てた。

「玩具はこっちだけ。そっくりだろう？」

「アヤコ！」

　レイの叫びで我に返った。

　アヤコは立ち上がってレイの方へ逃にげようとした。

　だが、ピークがアヤコのドレスの裾すそを踏ふんでいた。そもそも、転んだのは彼に服を摑つかまれたか裾を踏まれたかしたせいなのだと気付いて、アヤコは青ざめた。

　ピークは目を細めて嬉しそうな顔をした。

　ナイフの刃みたいに、薄うすく細められた、目。

　今になってようやくわかった。アヤコの首につけられた傷は最初に襲われた時のものだ。あの時、彼はアヤコを本気で殺すか傷つけるかするつもりで、ナイフを振りかざしていたのだ。本物のナイフを。

　シーモアに見つかり、取り上げられる前に、偽にせ物ものとすり替かえておいただけなのだ。

　だから、今彼が持っているのは、本物の──

　ナイフが振り下ろされたその瞬しゆん間かん、レイの身体からだがアヤコとピークの間に割って入った。

「っ、何者だ！」

　レイはピークのナイフを振るう腕うでを摑み、押し返そうとしていた。

　ピークはレイのすねを蹴けりつける。姿勢が崩れたところでレイの手を振り払はらい、ナイフを振り下ろす。

　白はく刃じんが、レイの髪かみを数本切った。

　だがレイはそれだけで避よけて、右手で何かを投げつけた。

　相手は顔面に迫せまったそれをナイフで受ける──レイが投げつけた数本のメスが、ばらばらと床に落ちた。

　メスの一本は、ピークの手首に浅く突つき刺ささっている。

　その時背後から大おお柄がらな人物が突とつ進しんしてきて、ピークの身体を壁かべ際ぎわまで吹ふっ飛ばした。

　強きよう烈れつなタックルだ。

　だが、ピークは受け身を取ってすぐに起き上がる。

　ナイフは床に落ちている。男とピークのちょうど中間だ。

　男は素す早ばやくそれに手を伸のばす──が、同じく取りに行ったレイとぶつかり、弾はじいてしまう。

「ああっ」

　アヤコは思わず声を上げた。

　床を滑ったそれを、ピークが拾い上げたのだ。

　しかし、ナイフを手にしたピークは顔をしかめて言った。

「他ほかにもお友達がいたとはね。ならまた今度にしようか、レイ」

　レイ。

　バージェスではなく、レイ。

　その呼び名に胸むな騒さわぎを覚えながら、アヤコは問い質ただした。

「だ、誰……ピークさんではないの……？」

「レイのファンだよ！」

　にこやかに、彼は言う。ピークではない、何者かもわからない彼は、それまで通りの屈くつ託たくのない笑え顔がおを振りまく。

「レイのことが大好きでね。ついついこうして遊んでしまう。友人には叱しかられるんだけど、遊び過ぎだって！　そんなこと言われてもね」

「貴様──まさか──」

　レイの喉のどから出る声が、いつもと違ちがう。

　低く、抑おさえ切れない感情が、漏もれ出すような声。

　そしてナイフを一ひと振ふりして血を払い、ピークの偽にせ者ものでレイのファンを名乗る男は、笑って言った。

「やあ、レイ。久しぶりだね。その後元気だったかい？　また会えて嬉うれしいよ──君の昔のお友達を殺しておいて良かった！」

「！」

　レイの手が懐ふところに入ったかと思うと、取り出した瓶びんの中身をいきなり相手の顔面目がけて投げつけた。

　液体が触ふれた皮ひ膚ふが煙けむりを立てる。強い臭においに、アヤコは悲鳴を上げた。

「レイ、なんですかこれ！　硫りゆう酸さん!?」

　だが、相手は手に幾いくらかの飛ひ沫まつを受けただけで、その液体をコートで防いだ。

　そのコートに、レイの投げたメスが何本も刺さって穴が空く。

「っ！」

　殺すつもりなのではないかという攻こう撃げきに、アヤコは息を吞のむ。

　だが、コートは床に落ち、一寸早くそれを脱ぬぎ捨てた男は、窓から外に身を躍おどらせていた。

「待て！」

　レイが叫んで窓辺に駆け寄る──が。
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「レジナルド、医者が必要だ！」

　恰かつ幅ぷくのいい男がシーモアを抱だきかかえながらそう叫んだ。

　レイは窓から身を乗り出していたが、それを聞いて一いつ瞬しゆん動きを止め、身を翻ひるがえしてシーモアのそばに膝ひざを突いた。

　アヤコも慌ててシーモアに駆け寄り、その怪我の状態を見た。

「大だい丈じよう夫ぶだ、大したことはない」

　シーモアは浅い呼吸を繰くり返しながらそう言う。

「少し、脇腹を掠かすったのと、手が……」

　脇腹は確かに浅いが、手はやや深い。どうやら、ナイフを摑もうとして切ってしまったらしい。アヤコはひとまず止血だけでもと、自分のハンカチでシーモアの手の傷をきつめに圧あつ迫ぱくした。

「僕は医者と警察を呼んでくる」

「バージェス、いいからあいつを追って──」

「もう遅おそい。見ている間に路地に入って見えなくなった」

「だが──」

「寝ねていろ」

　レイは起き上がろうとするシーモアの額を押さえ付け、忌いま々いましげに言った。

「まったく貴様はこういう時ばかり無む茶ちやをする」

　その時、騒さわぎを聞きつけたのか、女将おかみが扉とびらが開いたままの戸口に現れて、室内を見て大きな声で言った。

「まあ、なんてこと！　どうしたんです、いったい！」

　それに答えたのは、先さき程ほどピークの偽者にタックルをした恰幅のいい男だ。

「医者と警察を頼たのむ。できれば捜そう査さ本部のアバーライン警部に来て欲しいと言ってくれ」

「ああ、はいはい、今すぐ！」

　女将はまたばたばたと廊ろう下かを走って行く。

「これでいいだろう。君はもう少しその子のそばにいてあげなさい」

　男にそう言われて、レイはハッとしてアヤコを振ふり返った。

「アヤコはどうだ、怪け我がはな──」

　アヤコは、ぽろぽろと、泣いていた。

「どっ、どうした、痛いところでもあるのか？」

「すいません、シーモアさん、レイ……私が信用したばっかりに……変な人だとは思ったんですが、レイのお知り合いだからかなって済ませてしまって……」

「どういう意味だね、それは……」

　苦々しい顔でそう言いながら、レイは自分のハンカチをアヤコに貸してくれた。

　アヤコは涙なみだを拭ふいて、少し重くなった目でレイを見上げる。

「ありがとうございます。洗って返します」

「いや、別に構わない」

　レイはぶっきらぼうにそう言って、長々と、大きな溜ため息いきを吐ついた。

「……そんなふうに泣かれると、怒おこりづらいではないか」

「えっ、でも叱ってくださって構いません。私があの人を信用したから、シーモアさんがこんな怪我をしてしまったんです」

「いや、シーモアが怪我をしたのはシーモア自身の判断ミスだ」

「あ、うん、そうなんだけど、断言されると傷に染しみるかな……」

　はは、とシーモアが乾かわいた笑いを浮うかべてそう呟つぶやく。

「……僕はただ、君が心配なのだ」

　レイは想おもいを嚙かみ締しめるように言った。

「これでは君から目を離はなせなくなってしまう」

　その言い方があまりに優やさしくて、叱られたのか、なんなのか、アヤコにはわからなくなってしまう。

「……そもそも、どうして来たんだ。ここは君が居るべき場所ではない。僕はファグが必要だと言った覚えはないぞ。君は恩を返したいのかもしれないが、僕はこんなことは望んでいない」

　レイにそう言われて、アヤコは本来の目的を思い出し、即そく答とうした。

「ファグとか、恩人とか、もう関係ありません！　私は、桜桃院亜夜子個人として、レイの、レジナルド・バージェスの力になりたいんです！」

「別に僕は一人で十分だ」

「十分でも十分じゃないです！」

　アヤコは、自分でも、ちょっと意味がわからないな、ということを口走っていた。

「つまりですね、レイはいつもと違っていて、なんだか深刻そうで、勿もち論ろんお邪じや魔まかなってことくらいは考えましたよ、でも、あの、…………あの、」

　アヤコは、だんだん自信をなくし、俯うつむいてしまう。

　自分では真しん剣けんに考えての行動だったが、いつも通りの勢い任せの暴挙だったかもしれない……今いま更さらそんなふうに思えてきた。

「あの、私は、辛つらい時は、一人でいるの嫌いやなんです。最初は一人でいた方がいいんですけど、そうしてばかりだと、だんだん、内に籠こもって色々考え過ぎてしまって。だから、辛い時、ずっと一人でいるのは、嫌なんです。それで、レイはどうかなって思って。もしかして、一人でいたくないことも、あるんじゃないかなって。レイの、お知り合いの方が、被ひ害がい者しやだったって聞いて、それで……」

　そしてまた、泣きそうな顔で、レイを見上げる。

「でも、もしかして、ご迷めい惑わくでしたか？」

　レイは無表情にアヤコを見ている。

　ふ、とその距きよ離りが、近づいた。

　かと思うと、抱き寄せられて、きつく抱き締められていた。

「へっ？」

　吃驚びつくりして、本当に、そんな声くらいしか上げられない。

　レイは二本の腕うでをアヤコの身体からだにしっかりと回した。頭に顔を寄せてきたせいで、帽ぼう子しが脱げて、床ゆかに落ちる。黒くろ髪かみが、さらりと肩かたを流れ落ちる。

「君は本当に馬ば鹿かだな」

「レ……レイよりは、もしかしたら、そうかもしれませんけど、あの、」

　ぎゅうぎゅうに抱き締められた状態で、囁ささやかれる言葉だろうか。

　その時アヤコは不意に彼に今抱き締められているという状じよう況きよう、そして、彼が目の前に、触れ合える距離にいるという事実を、突とつ然ぜん理解した。

　下手へたをすればレイは二度と学校に戻もどってこないのではないかと思っていた。

　そうして、もう会えないのかと。

　でも、会えた。

　そして、それを、レイもたぶん、嬉うれしく思ってくれている。

　レイを捜さがしに来て、良かったのだ。

　アヤコは、そっと、相手に気付かれない程度に、頰ほおを彼の首にすり寄せた。

　だが、突然、レイが、アヤコの肩を摑つかんで引きはがした。

　そして、青ざめたように見える顔で、ばっと振り返った。

　恰幅のいい男と、彼に抱き起こされたシーモアが、レイとアヤコの様子を見守っていた。

　なんだか凄すごく、温かな笑え顔がおで。

「こ、これは──だな、おい、シーモア……」

　シーモアは、まだ蒼そう白はくな顔に痛みゆえか冷たい汗あせを浮かべながらも、穏おだやかな声で言った。

「嬉しいよ、バージェス。君が女の人を抱き締めるなんて。ハグさえ凄く嫌きらってるのに。これで私も心置きなく天国に……」

「その程度の傷で死ねるか馬鹿者！」

　レイは容よう赦しやなく怪我した手を叩たたき、シーモアは悶もん絶ぜつした。

　この時になって初めて、アヤコはシーモアの隣となりでほくほくとした笑みを浮かべている人物が、彼の父親であることに気付いた。

「ベリゼ伯はく爵しやく……！　どうしてここに？」

　伯爵は、山やま高たか帽ぼうに厚手のコートという恰かつ好こうだ。

　彼がピークの偽者に強きよう烈れつなタックルをかましたのだ。

　今まで気付かなかったのもどうかと思うが、襲おそわれたり、泣いたり、ホッとしたり、アヤコも大変だったのだ。

「伯爵と僕は以前から情報交こう換かんをしているのだ」

　レイはそう言って、伯爵に冷たい目を向ける。

「い、いや、レジナルド、その話は……」

「証人についての貴方あなたの行こう為いは許容できるものではありませんからね、復ふく讐しゆう代わりですよ」

　冷たくそうあしらい、レイは、きょとんとしているシーモアに向かって言った。

「僕は伯爵から上流階級の動向を教えてもらっていた。学校内ではわからないことが多すぎるからな。そして、伯爵は僕からある情報を得ていた。なんだと思う、シーモア？」

「さ、さあ……」

「おまえのことだ」

　シーモアの口がぽかんと開いた。

「彼はおまえが学校でどう過ごしているのか、僕に色々訊きいてくるんだ。元気なのか、きちんと勉強しているのか、交友関係はどうなのか」

「ち……父上がやけに私のことを把は握あくしてると思ったら君のせいだったのか！」

「おまえが休学してからは、それも逆になったがな。とにかく、彼は《切り裂さきジャック》じゃない。彼は僕の頼たのみである貴族の動向を探さぐっているうちに、偶ぐう然ぜん事件に巻き込まれたのだ」

「し、しかし父上は被害者の身体の上に屈かがみ込んでいて──」

　伯爵が、渋じゆう面めんで口を挟はさんだ。

「あれは身元がわかるものがないか調べていたのだ。おまえに見られているとは気付かなかったが。あの被ひ害がい女性は私が追っていた人物とも会っていてな。何者かと思って探っていたら事件に出くわしたのだ」

　シーモアは気まずそうな顔をして、それからまたレイに詰つめ寄った。

「だいたい、君、いつの間に父上とそんなに親しくなっていたんだ？」

「色々あるのだよ。僕が彼の──いや、まあいい。僕は階下の様子を見てくる。湯が必要になるだろう。アヤコ、手伝ってくれ」

「待ってくれ、バージェス。私のことなら大だい丈じよう夫ぶ──」

「貴様は寝ねてろ」

　すげなく命じられ、シーモアが情けない顔をする。

「待ってくれよ！　私だって色々覚かく悟ごして来たんだ。寝てろと言われても、こんな状況で寝ていられない」

「もう、アヤコを守っただろう」

　はあ、と溜息を吐いたレイは、まるで小さな子どもに言い聞かせるようだった。

「あとは傷を縫ぬったら明日あした試合に出ろ、シーモア。それで十分だ」

「バージェス……」

　レイの言葉を嚙かみ締しめるように、シーモアは目を伏ふせ──

　ふと、目を開けて顔を上げた。

「え。私、試合出るの？」

「傷は手だろう？」

　珍めずらしく、穏やかな微笑ほほえみを浮うかべてレイは言った。

「伯爵と一いつ緒しよに僕を煙けむに巻いてくれた貸しはしっかり返してもらうからな、シーモア。僕は試合で勝たねばならないんだ。それからチームメイトに一緒に頭を下げてもらう。いいな？」

「練習放ほうり出したのはバージェスであって私じゃないぞ！」

「休学して逃にげたやつが何を言っているんだ」

「好きで休んだわけじゃない！　父上と校長に説得されて仕方なく──」

「抵てい抗こうしろ、おまえももう十八だろう。いつまでお父上の言いなりでいるんだ」

　イライラした様子で、レイが言う。

「言っておくが、僕からしたら、おまえもお父上も同じだ。おまえだって父親のために噓うそを吐ついただろう。法ほう廷ていではないから偽ぎ証しよう罪にはならないが、あれで怪あやしい軍人でも逮たい捕ほされていたらどうするんだ」

「それは……そうだけど」

「とにかく僕はもう行くぞ」

　レイはそう言って、アヤコを連れて部屋の外に出る。

　アヤコが出る前にちらりと確かく認にんしたら、シーモアは父親から視線を逸そらしている。

　扉とびらを閉めて、親子をひとまず水入らずにして、レイとアヤコは階下に急いだ。

「レイ」

「なんだね」

　話すことはたくさんあった。姿を消したピークの偽にせ者もののこと、捜そう査さのこと、レイに学校に戻る気があるのかどうかということ。

「ちゃんと、食べてますか？」

　それでも、二人になって、最初にアヤコの口から出たのは、そんな言葉だった。

　レイは迷惑そうな顔でアヤコを睨にらむ。

「何を言っているのだ」

「だってだって、レイのお茶を淹いれるのも給きゆう仕じも全部私がやっていたじゃないですか。レイなんて、放っておいたらご飯の時間も忘れてそうです！　なんだか、見ないうちに瘦やせてしまいましたし……」

　レイはふんと鼻で笑い、逆にアヤコに言ってきた。

「君はきちんと食べていたようだがな」

　別に太ってはいないはずだが。アヤコはちょっと焦あせって訊き返した。

「どっ、どういう意味ですかー」

「柔やわらかかった」

「？」

　意味がわからず、アヤコは眉み間けんに皺しわを寄せて考え込む。

「いや、普ふ段だんの君を知っているわけではないからわからないが。だが、柔らかかったので、ああきちんと君は食べているのだなと思って、少し安心したのだ」

「……………」

　徐じよ々じよに、アヤコは彼が何を言わんとしていたのか、理解しつつあった。

　柔らかかったということは触さわったということだ。触ったというと、彼に触ふれられたのは先さき程ほどのハグしかない。

　ハグの結果、アヤコの身体からだのどこかしらに触れて、柔らかいと彼は感じたのだ。

「そっ、そういうこと言わないでもらえませんか!?」

　顔を真っ赤にして叫さけぶアヤコに、レイは訝いぶかしげな目を向ける。

「何故なぜ」

「私にも羞しゆう恥ち心しんがあるからです！　そりゃこちらの人は挨あい拶さつでハグするんでしょうから慣れているのかもしれませんけどね！　私は違ちがうんですから！」

「…………」

　レイはアヤコをじっと見つめていたが、突とつ然ぜん視線を逸らした。

「挨拶ではない」

　そう、冷めた横顔で言った。

「思わずしてしまったことだ。謝罪する」

「……あ、謝ることは、ないですよ。だって、嫌いやでは、なかったので……」

「嫌ではなかったのだな」

「……はい、ちょっと、苦しかった、ですけど」

　ふぅん、とどこか拗すねたような横顔のまま、彼は階下に降りていく。

　アヤコは置いていかれていることに気付いて、慌あわててその後を追った。

「というか、思わずって、余計、意味がわからないです……」

　もごもごとそう言ったら、レイにじろりと睨まれた。




　彼は一人で調べていた。

　手がかりは多くはないが協力者は何人かいて、情報は少しずつ集まっていた。

　そこから仮説を立て、証しよう拠こを集め、修正し、また仮説を立て。

　これまで、いつもそうやって事件と向き合ってきた。

　一人の方が集中できたし、時たま昔の記き憶おくが甦よみがえって夢でうなされるようなことがあっても、突とつ然ぜん憎ぞう悪おと怒いかりに満ちた真っ暗な思考回路に落ちることがあっても、やり過ごす方法はきちんとあった。

　だから、別に、必要なかったのだ。

　彼女が、アヤコがこんな危険なロンドンに来る必要は、まったく、なかった。

　そう思うのに、彼女を叱しかるべきだと思うのに、今すぐ送り返すべきだと思うのに、実際には抱だき締めてしまっていた。明らかに、挨拶なんかではない強さで。

　いや、あんなことを言われたら仕方ないではないかと彼は言い訳する。




『もしかして、一人でいたくないことも、あるんじゃないかなって』




　ただそれだけ。

　それは、仕事を手伝いたいとか、認められたいとか、彼女が日ひ頃ごろ口にする言葉とは違っていた。

　事件でも、自分のためでもなく、ただ純じゆん粋すいに、彼のために向けられた思いやりの言葉。

　そして、彼は一度たりとも寂さびしいなんてことは考えなかったのに、確かに彼女の言葉は当たっていたのだ。

　彼自身でも気づいていなかった、目を背そむけていたその寂しさに、彼女は寄り添そってくれたのだ。

　だからもう、彼には彼女を抱き締めることしかできなかった。

　そうでもしなければもっとみっともない事態になっていた気がする。

　遅おくれまいと階段を急いで下りてくるアヤコをちらりと見やって、彼は呟つぶやく。

「薔薇ばらは赤い、菫すみれは青い、砂糖は甘い、それから君も……」

「え？」

「君はチョコより甘ったるいなと言っただけだ」

　そう返すと、何故かアヤコは不満そうに唸うなっていた。

　そういえばこれは愛の詩だったと思い出し、彼はもう一度アヤコを一いち瞥べつした。長く真っ直すぐな黒くろ髪かみが印象的な東洋の少女は、くるくるとよく変わる表情で彼を見つめる。柔らかな肉の感かん触しよくと春の花のような甘い香かおりは決して不快ではなかった。

　彼は割合素す直なおにそれを認めた。

　あんなくだらないどうでもいい理由でわざわざロンドンまで自分を追っかけてきた彼女に、彼は心動かされたのだ。

「私食べ物じゃないです」

「知っている」

　少し悔くやしかったので、彼は何か文句を言いたげな彼女を置いて、すたすたと先に立って歩いた。




　宿の客には不要不急の外出は避さけるよう念を押して、台所でお湯を借りたところに、まず医者と巡じゆん査さが駆かけつけた。

　その後はシーモアの応急手当てをして、巡査にあらましを話して、ピークの偽者の容よう貌ぼうを話し、周辺の警備を強化するよう頼たのみ……とにかく大おお忙いそがしだった。

　巡査とレイとの話が一段落したところで、シーモアは診しん療りよう所じよできちんとした手当てを受けることになった。手を縫ぬう必要があったらしい。

　父とレイに肩かたを貸してもらったシーモアは、診療所の寝しん台だいに寝ねかせられると、大きく息を吐はいた。額には十月の寒さにもかかわらず玉の汗あせが浮うかんでいる。

　それをアヤコが濡ぬらした布ふ巾きんで拭ぬぐうと、シーモアは口の端はしだけで微笑ほほえんだ。

「ありがとう。……バージェス、ちょっと、確かく認にんしたいことがあるんだけど」

「なんだ」

　アヤコの後ろに立っていたレイが、椅い子すに座るアヤコの肩越ごしに寝台を覗のぞき込んだ。

「さっき私たちを襲おそった、あの男のことなんだ。あれはいったい、何者なんだい？　ピーク氏ではなかったということか？」

「ああ、あれはピークではない。別人だ」

「じゃあ、本物のピークさんは……」

　アヤコが恐おそる恐る尋たずねると、レイは首を振ふって答えた。

「実は、こちらに来てから本物と連れん絡らくを取ろうとしたんだが、居所が摑つかめなかった。おそらく、本物は殺されている。君とシーモアも殺すつもりだったようだな」

「レイのこと、知ってるみたいでした……心当たりは、あるんですか？」

「……ある」

　掠かすれた、聞き取りにくい声だった。

「昔のお友達を殺しておいた、とやつは言った。ピークのことではないだろう。去年殺されたメアリーのことだと思う」

「え……そ、それって、《切り裂さきジャック》に殺されたっていう、レイのお友達、ですか？」

　そうすると、あの、ピークの偽にせ者ものが、《切り裂きジャック》なのか？

　アヤコは、つい先程まで、《切り裂きジャック》とともにいたのだ。

　ぞっとして強こわ張ばるアヤコの背を、レイが撫なでる。

「大だい丈じよう夫ぶだ。それでシーモア、確認したいことというのはそれだけか」

「いや。彼が《切り裂きジャック》だというのなら、気になることが一つある」

　シーモアは、酷ひどく言いにくそうに、そこで言葉を一度区切った。

　そして、周囲をちらりと見て、医師がまだ手術の準備から戻もどっていないのを確認して、潜ひそめた声で囁ささやくように言った。

「彼を見たことがあるような気がしていたんだが」

「あ、そういえばシーモアさんそんなこと言ってましたね」

「そうなんだ。やっと、さっき思い出したんだが、あれは、あの人は……つまり、いわゆる《高貴なお方》じゃないかってことなんだけど」

「──なんだと？」

　訊きき返すレイの表情は硬かたい。

　シーモアは、指で宙に字を書く仕草をした。

「ほら、あの方だよ、つまりその、……Ｐから始まる身分の方。バージェスもお目に掛かかったことはあるよね？」

「えっ、えっ、あの、どういうことですか？　高貴な、って……」

　Ｐから始まる高貴な身分と言われて真っ先に思いついた単語はあるが、まさかと思って否定した。

　だが、レイはいとも簡単に、シーモアが濁にごしたその名を口にした。

「プリンス・アルバート・ヴィクター」

　アヤコでも知っている。

　それは、確か、ヴィクトリア女王の孫の名。

　ウェールズ公の長男、第二位王位継けい承しよう者、アルバート・ヴィクター王子。

「それはあり得ない」

　真っ先に否定したのは、ベリゼ伯はく爵しやくだ。

「確かによく似ていたが、別人だ。私はアルバート王子殿でん下かを知っている。彼ではないよ。彼が今どこにいるかも知っているが、イーストエンドではない」

「……だが、確かに似ていた。思い返してみれば、僕もそう思う。伯爵は？」

「まあ、似ていたことは似ていたが……」

　相手が相手だけに、伯爵も歯切れが悪い。

　アヤコはあまりの事態に混乱していたので、とにかく頭の中を整理しようと言葉にしてみた。

「ま、待って下さい。まず、ピークさんの偽者が、《切り裂きジャック》なんですよね。それで、その人がアルバート・ヴィクター王子かそのそっくりさんで、なおかつ、ええと、レイのファンなんですか？」

「そう名乗っていたな。ピークを殺したのも僕に──いや、君に近づくためだろう」

「わっ、私……？」

「僕にピークは知り合いだと言わせて、君に自分は安全だと信じ込ませる。そうして次に出会った時に、君の喉のどを切り裂くつもりだったということだ。もしかするとこれまでにも似たような手口は使っているのかもしれないな。娼しよう婦ふが客を警けい戒かいしている時でも、容易に獲え物ものに近づけたのは、彼が自分は安全だと巧たくみに相手に信じ込ませるからかもしれない」

　だが、そうまでしてどうして自分が狙ねらわれるのかわからない。

「どうして、私なんでしょう……？」

「……やつが僕の《ファン》だからだ。だから、君を殺すことで僕を苦しめたかった。そういうことだろうな」

「はあ……」

　アヤコには、到とう底てい理解できそうにない世界だ。

　だが、その意味のわからない理由で、実際に人が殺されている。

　あの《切り裂きジャック》は、レイの知人を、すでにそんな理由で殺しているのだ。

「じゃあ、他ほかの被ひ害がい者しやが殺されたのは？　それも、あの人のただの楽しみのためですか？」

「……まあ、快楽殺人者の類たぐいであるのは確かだが、やつが僕が考えている相手だとすると、それだけではないはずだ。それに、なくなった軍服とお針子のこともある」

　そういえばそうだった。アヤコは荷物を漁あさり、新聞記事を集めたスクラップブックを取り出す。

「新聞の報道では、犯人が軍服を使って変装するつもりじゃないかって疑いがあるみたいですね。騎き兵へい隊が警護する大きなイベントは、直近では十一月、つまり来月頭の市長就任式です。ん、この市長って、ロンドン市長ですか？」

「そう、シティの方の市長だ。シティは一年任期で市長を選んで、かなり大きなパレードをする。騎き馬ばも多く出るから、そこに紛まぎれ込んで要人を暗殺するつもりじゃないか、ということだな。もし成功すれば最高に派手なショーになり、犯人の名前は百年先でも語り継つがれる」

　だが、とレイは言った。

「やつがこれだけの仕込みをして狙うのは、そんなものではないだろう」

「仕込み？」

「この暴動だ」

　レイはそう言って窓辺に行き、カーテンを引いて、二階から地上の光景を見下ろした。通りにはすでに暴徒の姿はなかったが、その名残なごりはぼやとか割れた硝子ガラスとかの形で残っていた。

「一昨年おととし、警視総そう監かんのチャールズ・ウォーレンがデモ隊を鎮ちん圧あつして、二人が死んだ。《血の日曜日》事件だ。これは遺い恨こんとなって、今でも市民には警察や政府への不満がくすぶっている。犯人はあれをまたやりたいんだろう。もっと酷い形で。《切り裂きジャック》で警察は無能をさらしているし、新聞も警察と政府をやり玉に挙げて事件の進展がないことと失業者が増え続けていることを批判している。警察を信じられない連中は自警団を作っている。種は揃そろってきている。そして芽が出つつある。去年は結局、警視総監が辞任する事態にもなっているが、それによって、多少のガス抜ぬきがされた面もある」

　思い出すように、レイは呟つぶやいた。

「あれは、市長のパレードの日だったな。同じ日に五人目の被害者、メアリー・ジェーンも死んだ。もし警視総監の辞任がなければ、もっと不満は高まっていたかもしれない。こんな事態になる可能性もあったんだ」

「じゃあ、これは、一年前と同じ状じよう況きよう……？」

　アヤコの呟きに、レイは頷うなずいた。

「一年前の最初の計画は頓とん挫ざしたのかもしれないな。市民の憎ぞう悪おを受けていた警視総監の辞任という事態によって。そのために、また次の計画のための準備期間が必要だった。だから《切り裂きジャック》は一いつ旦たん動きを止めた。前回の犯行から間が空いているのが気になっていたが、そういうことだったのかもしれない」

「準備、ということは、不安定になっている今の状況が、犯人の準備したものだということなんですか？」

　それは途と方ほうもなく大きくて危険な計画だ。

　暴動が起こる状況をわざと作り上げるなんて、いったい何が目的なのかさっぱりわからない。金や怨えん恨こんが理由である方が、まだわかりやすいし、人間味がある気がする。

　その疑問に答えてくれたのはレイだった。

「社会に対する復ふく讐しゆう、他国のスパイによる工作、クーデター。目的は色々考えられる。僕もこちらに来てから探さぐっていたが、やはりこの暴動には少し人じん為い的てきな臭においを感じる。扇せん動どう者しやは間ま違ちがいなくいたし、やり方も巧こう妙みようだ。これは何らかの《計画》の一いつ端たんなんだ。だが、まだ一部が盛り上がっているだけだ。もっとわかりやすく、決定的なものが必要だ。次なる犠ぎ牲せい者しや、たとえば──」

「たとえば？」

　問うシーモアに、レイは窓辺から振ふり返り、逆光の中で呟いた。

「《高貴なお方》は、確かにそれにはうってつけだろうな。最後の一押しには」

「……？　アルバート・ヴィクター王子に似ているというのが重要なんですか？」

「殿下は勿もち論ろん敬意は払はらわれているが、少し前にも醜しゆう聞ぶんに巻き込まれているし、色々と問題がおありだ。ちなみに彼は現在王室騎兵連隊に所属している。式典など公式の場では、軍服を着ることになる。そして殺されたお針子が勤めていた《ギーブス》は王室御ご用よう達たしの仕立て屋だ」

「────まさか」

　震ふるえるアヤコの声に、レイは頷いた。

「なくなった軍服のピースは、こちらに嵌はまるんじゃないかと僕は思っている」

　ピークを殺して、彼に成り代わってアヤコを狙ったように。

　アルバート・ヴィクター王子に成り代わって、次の被害者を狙うつもりだと、レイは言うのだ。

「王子に似た顔、軍服、《切り裂さきジャック》。もし王子が女性を殺害し、自分が《切り裂きジャック》だと公衆の面前で主張すればどうなるのか。たとえ後からあれは偽にせ者ものだったと言われても、そう簡単に人はその発表を信じることはできない。どんなに荒こう唐とう無む稽けいでも、人の言葉より自分の見たものを信用する。殿下はお気が触ふれて女を夜な夜な殺し歩いていると大おお騒さわぎになる。そうするとどうなるのか？」

「暴動……？」

「少なくとも、国民は不満と怒いかりを爆ばく発はつさせる場を求める。女王陛下への支持は厚くても、その孫に対してはそうではないかもしれない。それに、忠誠心に厚いからこそ、大変な事態になることもあり得る」

「というと……」

　嫌いやな予感がしつつも、アヤコは堪こらえて確かく認にんした。

「たとえば、女王陛下の玉体を傷つけたとなれば、殿下への怒りはいっそう大きなものとなるだろうな。偽者だとか、精神に問題があったとか言われても収まらない。爆発するだけだ」

　そんなことになれば、きっとこのイーストエンドで起こっている騒そう動どうよりも、もっと酷ひどいことになる。

「直近で、殿でん下かが参加される行事は？」

　レイはベリゼ伯はく爵しやくにそう尋たずねる。伯爵はレイに上流階級の情報を提供していたのだ。

　伯爵は少し考え、急に小さな目を瞬またたかせ、動転した様子で答えた。

「ホワイトヒルズ校の三百周年記念式典だ。王族の子し弟ていも通う名門校だからな。今日は学校にいるはずだ。行事の内容は忘れたが──いやわからん。暴動が起こって中止になったかもしれん。まずいな、女王陛下もご出席の予定だ」

「あっ、記念式典の行事──」

　そういえば、親善試合自体は明日からだが、その前から関連行事はあるはずだ。

　時計を見れば、針は三時を指している。

「ここからならそう掛かからない。僕は行く。シーモアはここで治ち療りようを受けろ。伯爵もご子息についていてください」

「いや、このくらいの傷なら放ほうっておいても問題ないだろう。陛下の大事だ、私も関係機関と連れん絡らくを取ろう」

「わかりました、それではお先に失礼」

　レイはコートを手に部屋を出ていこうとする。アヤコもマントを抱かかえてそれを追い、途と中ちゆうで気付いて、シーモアと伯爵にぺこりと頭を下げた。

　そして顔を上げると、レイを追って駆かけ出す。

　残された親子に一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくが落ち、それから逃にげるように、伯爵が立ち上がった。

「さて、私も行く。おまえは一人で大だい丈じよう夫ぶだな」

　気まずそうな父親に、シーモアは包帯を巻かれた自分の手を見つめたまま呟いた。

「申し訳ありませんでした。貴方あなたを信じ切れなかったのは私の心の弱さです」

　伯爵は、驚おどろいたように息子むすこの顔を見た。

　しばらくまじまじと、その考え込むような姿を見つめて、首を振る。

「おまえを巻き込んだのは私だ。すまなかった」

「いえ……」

　彼らの会話はひどく他た人にん行ぎよう儀ぎで、アヤコがそばにいれば驚いたことだろう。

　出来が良いとは言えないシーモアと、由ゆい緒しよある一族の家長である父との間には、いつからか深い溝みぞがあった。父はシーモアに後こう継けい者しやとして大きすぎる期待をしたし、シーモアはそれが苦痛で、わざわざ一族の子息が通う名門私学ではなく、新設のスタグフォードを選んで進学した。

　父の姿を殺人現場で目もく撃げきした息子が父を信じ切れなかったのも、彼らの間には普ふ段だんから会話もなく、相手が何を考えているかまったくわからなかったからだ。

　父親は万ばん事じに付けて支配的で、証人の件に代表されるように、息子に断りなく強ごう引いんに物事を動かしてしまう。

「何故なぜ、私を庇かばったんだ？」

　ぽつりと、伯爵がそう漏もらした。

「家のためか？」

　息子は理解されていなかった悲しみを口の端はしに漂ただよわせ、苦く笑しようした。

「自分自身のためでした。父を売る息子にはなりたくなかった。貴方が犯人かどうかなんてわかりませんでしたが、貴方に不利な証言をするのが怖こわかった。勿論信じたかった。疑ってはいましたが、私は貴方を信じたかったのです。でも、結局は信じ切れなかったから、噓うそを吐ついてしまったのだと思います。貴方を現場で見た時は何かの間違いだと思おうとして──思えず──わからなくなった。真実が怖くなって、バージェスにも噓を。……私は捜そう査さに加わる資格はなかったのかもしれません。貴方が犯人だという考えを捨て切れなかったのに、貴方を庇ってしまった。捜査の邪じや魔まをしてしまった」

　普段、彼が父親にこれほど長く喋しやべることはなかった。

　伯爵はその話に黙だまって聞き入り、頷きも、否定もしなかった。

「私も、捜査の邪魔をしたのは同じだな」

　シーモアは驚いて顔を上げた。

　父が非を認めた発言をしたのは、これが初めてだった。

「もっとも、誤認逮たい捕ほをした警察から息子を守っただけだがな」

　──いや、認めていなかった。

　シーモアは脱だつ力りよくし、『人はそう簡単には変わらない』という長年に亘わたって自分に言い聞かせてきた信条をもう一度確認した。

「とにかく母親をあまり泣かせるものではない。今後こういったことは控ひかえろ。後が面めん倒どうだ」

「今後私が刑けい務む所しよに入れられることがあっても、父上はもう偽にせの証人など用意なさらないでください。捨て置いて、もしお望みならば縁えんをお切りください」

　互たがいに真っ向からぶつかり合うことを言う。

　そして互いに相手が譲ゆずらぬこともわかっていた。

　シーモアは忌いま々いましげな父と目が合い、ふと、微笑ほほえんだ。

「父上と母上のことは敬愛申し上げておりますよ、心から」

　伯爵は、言葉の通じない人間でも見るような目で息子を眺ながめ、はああ、という深い溜ため息いきを残し、首を振りながら部屋を出て行った。

　少しだけ気持ちが軽くなった気がして、シーモアは、枕まくらに頭を埋うずめて、目を閉じた。




「あー！　そういえば、忘れてたんですけど！」

　突とつ然ぜんアヤコが背後で大きな声を上げたので、通りを急いでいたレイはびくっと震ふるえて振ふり返った。

「何事だ」

「シーモアさんのお父様と、校長先生が、ロンドンで会ってました！」

「どういうことだね」

　レイにとっても、それは奇き妙みようなことに思えたらしい。

「いえ、私にもよくわからなくて……校長先生をお見かけしたんですが、こちらを見ていたのに何も言わずどこかへ行ってしまって、変だなと思って追いかけたんです。そうしたら、ええと、オルドゲイト駅の近くにある食堂で伯爵と会っていたんです」

「……そうか。まあいい、ここはとにかく、学校に──」

　その時、少し先の警察署から現れた男を見て、レイはハッと息を吞のんだ。

「アバーライン警部！」

　そう呼ばれたのは、揃そろえた口くち髭ひげと厚みのある身体からだが印象的な、四十代くらいの刑けい事じだった。

「今巡じゆん査さから知らせをもらった。何があった？」

「《切り裂きジャック》事件の重要参考人がホワイトヒルズ校の敷しき地ち内に侵しん入にゆうしている可能性があります。すぐにホワイトヒルズ校の警備に当たっている者と連絡を取ってください。できるなら警備を増員して駆けつけるべきです。アルバート・ヴィクター王子に危害を加えるか、すでに変装し入れ替かわっている可能性が高いと思われます。殿下の保護を最優先にすべきです」

　記念式典のことをすでに知っているのか、刑事の顔が青ざめた。

「わかった、すぐに──バージェス？」

「僕たちは先にホワイトヒルズ校に向かいます」

「待て！　危険だ！」

　レイはその時にはもう駆け出していた。道を渡わたり、少し走れば、もうサフォーク・レーン、ホワイトヒルズ校の近くだ。

「っ！」

　アヤコも走った。ドレスの裾すそがめくれ上がり、パニエが見えた気がしたが、もうそんなことも気にしていられない。息を切らし、帽ぼう子しを落としかけ、汗あせを流して、転びそうになりながらも駆けた。

　そして、門もん扉ぴの前で警備の兵と鉢はち合わせしたレイに追いつき、ぜえはあと荒あらい息を肩かたでして、彼の名を呼んだ。

「レイ！」

　レイは振り返り、アヤコの目を見て、彼女の必死の形相と振り乱した髪かみに驚き、それから、苦く笑しようめいた、呆あきれ果てたような笑みを浮うかべて、手を差し出した。

「来たまえ、アヤコ」

　アヤコはその手を取って、ぎゅっと握にぎった。




　アヤコとレイが駆けつけた時、事件はすでに発生していた。

　馬の嘶いななきと、人々の悲鳴。

　グラウンドには来らい賓ひんのための観覧席が設けられ、天幕のついた一段高い位置に、王族の席も設しつらえてあった。

　だが、その時女王はそこにおらず、生徒たちと親しく対面していた。

　そこへ、騎き馬ばが突とつ如じよ暴走し、突つっ込んだのだ。

　女王はすぐに引き離はなされたらしく、その混乱の中に姿は見えない。

　馬は一頭だけではなく何頭も暴れ出し、騎き兵へいの手でもなかなか治まらない。

　しかもどうやら、馬の乗り手はかなり若い──もしかして、生徒のうち士官訓練を終しゆう了りようした者の閲えつ兵ぺいをしている最中だったのではないだろうか。

「興奮剤ざいでも打たれたか？」

　レイが呟つぶやいて、土つち煙けむりの酷ひどいグラウンドに、女王の姿を捜さがす。

　そして、王子の姿を。

　護衛に囲まれて、一いつ旦たん観覧席へ退く女王らしき姿が見える。そばに寄り添そっている人物が、アルバート・ヴィクター王子だろうか。

　見回しても周囲にピークの偽にせ者ものらしき姿はない。

　どこかに潜ひそんでいるのか、それともすでに王子に成り代わっているのか。

　ふと、王子が突然、懐ふところから何かを取り出した。

　それを護衛の兵に向ける。

　ぱん！　という発はつ砲ぽう音が聞こえた直後、護衛が一人倒たおれた。

　突然の発砲音に、生徒たちにも教員にも式典の参列者たちにも動どう揺ようが走る。

　そして彼らの視線を集めた先には、威い厳げんを湛たたえた大英帝てい国こくの女王にしてインド帝国の女じよ帝ていが、彼女自身の孫に当たる人物にナイフの刃は先さきを向けられるという、まるで舞ぶ台たいか何かのような場面があった。

　片手にはまだ弾たまの残る回転式拳けん銃じゆう、片手にはあの刃の反ったナイフ。

「そいつは殿でん下かじゃない！」

　レイが鋭するどく叫さけび、注意を促うながした。

　だが、女王への距きよ離りはまだ遠く、レイには止めようがない。

　ナイフが振り下ろされる。

　勝利を確信したような、王子に似た誰だれかの笑顔が、ちらりと見えた気がした。

　だが──

　その笑みが、突とつ然ぜん崩くずれる。

　ナイフは確かに女王の首に突き立てられたかに見えて、周囲の誰もが狂くるったように悲鳴を上げ、絶望の声を上げているのに、ただ一人の勝利者であるはずのその男が、驚おどろきの表情を浮かべて、自分の手の中を見つめている。

　血が、出ていない。

　ナイフは、女王の首の皮ひ膚ふ一枚たりとも傷つけていない。

　その刃は、肉にめり込んでいるのではない。

　柄の中に引っ込んだだけなのだ。

「──！」

　勝利を失った男は、目を見開いて群衆を見やった。怒いかりと悲ひ嘆たんの声を上げ、彼を舞台から引きずり下ろそうと向かってくる群衆の中に、レイがいた。

　そうして男は悟さとる。

　持ち歩いていた、まったく同じ大きさ、形、重さの、玩具おもちやのナイフ。

　いつの間にか──いや、あの宿しゆく泊はく所での乱らん闘とうの中で、すり替えられていたのだ。

　男がこのナイフで次の被ひ害がい者しやを殺そうとするだろうと予測して。

　男は咄とつ嗟さにナイフを捨てて銃に持ち替える。

　一手間余計にかかるだけ。一手分だ。

　ただのそれだけで、所期の目的は恙つつがなく達成されるはずなのだ。




　この美しい生き物の脚あしを傷つけるような無む茶ちやはさせたくない。

　だが、それでも群衆を搔かき分けるには、大型動物は一番有効だった。

「退どいて！　退いてください！」

　アヤコはそう叫びながら、主あるじを落としてしまった馬を操あやつり、人々の集まるど真ん中を突っ切って、殺人者の舞台へ、観覧席へ向かう。

　そしてその途と中ちゆうにいたレイに手を伸のばす。

「摑つかまって！」

　レイが振り向き、差し出された手を摑む。重みに肩が抜ぬけそうになるが、レイはすぐに鐙あぶみに足を掛かけて身体を自分で引き上げ、アヤコのすぐ後ろに乗った。

「このまま近づく！」

「はい！」

　レイはアヤコから手た綱づなを受け取り、馬の腹を蹴けって一気に観覧席に迫せまる。

　だが、一歩早く警護の兵も大逆犯に飛びかかり、もみ合い、押し倒し、発砲音が響ひびき渡る。

　そして、天幕が落ちた。

　天幕を支えていた柱がへし折れたのだ。

　レイとアヤコの目の前で、女王と王子のための観覧席が天幕で覆おおい隠かくされる。

「──！」

　レイが珍めずらしく、何か──アヤコにはわからない俗ぞく語ごらしき言葉を吐はく。罵ののしり言葉なんだろうということはわかった。

「君はここにいろ！」

　レイはそう言うと、馬から下りて、護衛兵や周りの人々とともに、観覧席を覆う天幕を摑む。

　そこから犯人が出て来るか女王が出て来るかはわからないが、とにかくやらなければならないと、その場の誰もが感じていたのだ。

　当然、アヤコも。

「アヤコ!?」

　自分のすぐ隣となりにアヤコがいることに気付いて、レイは声を上げる。

「陛下をお助けしないと！」

　アヤコはそう言うと、天幕を摑んでひっくり返す。出て来たのは若い兵士で、自分でも天幕や観覧席を区切るロープを避よけて、這はい出てきた。

「やつは逃にげた！」

　その兵士はそう言った。

　指さす先をアヤコは見やる。天幕から這い出て、観覧席の裏側から逃のがれようとしている人ひと影かげが確かに見えた。

　いや、あれは違ちがう。

　あちらから這い出てくるのは、近衛このえ兵だ。その兵に支えられているのは女王。

　そしてその一いつ瞬しゆん、アヤコの意識が逸それた瞬しゆん間かん、若い兵士は腰こしの銃を抜いた。

　よく見ると彼は上着を引っ掛けているだけだった。その下に、若さに似合わない勲くん章しようの煌きらめき。これは、王子の軍服ではなかったか──

　軍ぐん帽ぼうの下の目が、笑っていた。

　ナイフの刃のように細められたその目。

「レイ！」

　アヤコは傍かたわらのレイに注意を促す叫びを上げる。

　そのアヤコへ、殺さつ人じん鬼きが手を伸ばす。

　そしてアヤコはみぞおちを殴なぐられ、肺の空気をすべて吐き出し、さらに後頭部に衝しよう撃げきを受けて、相手の腕うでの中に倒れ伏ふした。




　アヤコの後頭部を銃じゆう把はで殴りつけ、ぐったりと力を失ったその身体からだを抱だいて、銃口をこめかみへ。

　だらりと垂れた四し肢しがか細い。

　民間人の、しかも子女を人ひと質じちに取られ、指揮官の声が飛ぶ。

「待て、撃うつな！」

　命令は犯人ではなく犯人を狙ねらう兵士たちに向けられたものだ。

　幾いくつもの銃口が犯人を狙っている。女王暗殺は失敗に終わり、犯人は決定的に追い詰つめられている。

　だが、それでもなお、彼は笑っていた。

「──本物の王子の居場所を、知りたいか？」

　彼のその言葉に、場の憎ぞう悪おがいっそう搔き立てられた。

　指揮官が声を荒あららげた。

「逃げられると思うのか！」

　たとえ民間人を人質に取られようとも、女王暗殺を企くわだてた犯人が逃のがれきれるわけがない。

　だが──

「私が死ねば王子はもう二度と戻もどっては来られない。それでいいのかな？」

　さすがに、一瞬、動揺が走る。

　その一瞬をついて、彼は身を翻ひるがえし、アヤコを抱かかえたまま観覧席の裏手へ飛び降りた。

　そして、銃撃を受ける前に、校舎の中に逃げ込む。

「追え！　逃がすな！」

　指揮官の命令が飛び、兵士たちが慌あわただしく移動する中、レイは反対方向へ走る。

　建物の中はきっとすぐに兵士でいっぱいになる。出口を塞ふさがれて身動きできなくなるのはわかりきっている──逃げ込んだということは、逃とう亡ぼう手段は他ほかにあるはずだ。

　たとえば、空。

　上空は曇くもっていて、飛行船などの影かげは見えない。

　犯人が逃げ込んだ校舎には隣りん接せつする建物などもない。

　何らかの方法で近くの建物に移る他、手はない。

　一番近いのは、校舎から数十メートルの距きよ離りにある、金きん融ゆう街のビルだ。

　それに目を付けて、一か八ばちかで駆かけ出したレイは、背後から呼びかけられて、一瞬足を止めた。

「レイ！」

　そう自分を呼ぶ人間は限られている。

　振ふり向くと──

　混乱した群衆を搔き分けるようにして、ハーヴィー校長が手を振っているのが見えた。




　冷たい風になぶられて、ようやく瞼まぶたが動いた。

　痙けい攣れんするようにぴくぴくと瞼を動かし、目を開ける。

　アヤコは誰だれかの肩かたに担かつがれていた。

「！」

　我に返り、身を捩よじって逃れようとするが、その途と端たん、アヤコは自分が酷ひどく不安定な場所にいることに気付いた。

　風が吹ふき込む、出窓の窓まど枠わくの上だ。

　地面は、遥か先。

　地上四階分以上の高さがあった。

「ひっ」

　思わず息を吞のんでしまう。

　慌てて周囲を見回すと、アヤコを担いだ男は、出窓から身を乗り出して、ボウガンでどこかを狙っているようだった。首を捻ひねってそちらを見ると、矢は真っ直すぐに、向かいのビルの窓に飛び込む。その尻しりには輪がついていて、紐ひもが通っている。

　窓から室内に入った矢は、返しがついているのか、紐を引っ張っても抜けなくなる。

　紐の一方をたぐり寄せ、代わりにもっと太いロープを通す。ロープの先せん端たんは、隣の部屋に向かう扉とびらのノブにぐるぐると巻き付ける。

　その時、廊ろう下か側の扉が開いて、近衛兵が雪崩なだれ込んでくる。

　男はアヤコを抱え、完全に銃口を無視して、革かわのベルトをロープにかけ、

　──たんっ、と窓枠を蹴った。

　そしてベルトが滑すべり、男とアヤコは宙を滑かつ空くうした。

「ひっ……」

　後ろ向きに担がれていたアヤコからすると、自分たちがいた出窓がどんどん遠ざかっていく。背後からの風に髪かみが舞まい上がる。恐きよう怖ふで暴れることもできず、ただ身体を硬かたくしていた。

　たぶん、このベルトかロープそのものに油を塗ぬり込んでいるのだろうが、ベルトはよく滑り、速度を上げて、男は辿たどり着いたビルの窓から中に転がり込んだ。最初の狙そ撃げきで割れずに残っていた窓まど硝子ガラスが、男に蹴け破やぶられて盛大に割れる。

　男はすぐにロープを切って後続が渡わたるのを妨ぼう害がいすると、アヤコを担ぎ直してまた走り出そうとした。

　アヤコは、ようやく床ゆかのある場所に着いたことで安あん堵どし、我に返って暴れ出した。

「はっ、放して！」

「こらこら、黙だまって」

　男が床に下りたアヤコのこめかみにごり、と銃口を突つきつける。なんの躊ちゆう躇ちよもない動きだ。きっと同じように躊躇も無む駄だもなく、彼はこの引き金を簡単に引けるだろう。

　だって、相手は《切り裂さきジャック》だ。

「あ……貴方あなたが、本当に、《切り裂きジャック》なの？　今までの被ひ害がい者しやも全部、貴方に殺されたの？」

「さあ、それはどこからどこまでを《切り裂きジャック》の犯行だと見なすかによるけど。模も倣ほう犯もいっぱいいるからね」

　そう言って、彼はアヤコの手を背中に回し、手早くロープで縛しばり上げた。

「さて、行こうか。彼らがこちらのビルに入ってくる前に──」

　もがくアヤコをぐいと引き寄せて歩き出そうとした彼の足が、突とつ然ぜん止まった。

　彼は何とも言い難がたい、驚おどろきと、喜びの笑えみを浮うかべて、廊下に通じる戸口の方を見ていた。

「アヤコを、放せ」

　息を切らしてそう言うのは、戸口に立つ、レイだ。

「ど、どうしてここに……!?」

「君を助けるために決まってるだろう！」

　そういう意味ではない。

　どうして犯人がこちらのビルに逃にげ込むとわかったのかと尋たずねたかったのだ。

　だが、それでも、彼のその迷いのない言葉の強さに、胸がずきりと痛む。

　心配させてしまったことが、自分が彼の心配の対象であるということが、痛いのだ。

「ごめんなさい、レイ……」

「君のせいではない」

「そうだね」

　そう言ったのは、アヤコを抱える犯人だ。

「彼女のせいじゃない。レジナルド、レイ、君のせいだ。君のために私は彼女を誘ゆう拐かいしたんだよ？」

「……貴様の罪は貴様だけのものだ」

　レイは断罪の眼まな差ざしで、その男を射い貫ぬいて言った。

「《Ｆ》」

　その呼び名に、男が、ピークであり王子であり何者でもない男が、微笑ほほえんだ。

「覚えていてもらえて嬉うれしいな、レイ」

《Ｆ》。

　十三年前、レイを誘拐した男の名前だ。アヤコはそう聞いている。

　アヤコは首を捻ひねり、今でさえそう変わったところのない、ごくありきたりの横顔を呆ぼう然ぜんと見上げた。

　数々の事件の裏で糸を引いていたという人物が、このなんの変へん哲てつもない男とは、にわかには信じがたい。

　だいたい、かなり若い。若すぎる。

　彼の年ねん齢れいが外見通りならば、レイを誘拐した時、彼は今のアヤコの年齢にすら達していなかったはずだ。

「君を攫さらった時は、顔も、姿も見せなかったはずだけど。声で覚えていたのかな？　十年、いやもっと前か。十三年前？　私の声変わりは終わっていたかな。あの頃ころ私が君を殺さなかった理由がわかるかい？」

「……興味ない」

　ふふ、と彼は──連続殺人犯である《Ｆ》は、肩を揺ゆすって楽しそうに笑う。

「ねえ、レイ。時間稼かせぎをしているんだろう？」

　そして、ずばりとそう言った。

　レイが、男を睨にらみつけたまま、奥歯を嚙かみ締めるのがわかった。

「警察や軍が来るまでの間、私を足止めしたいんだね」

　そう、犯人が飛び移ったのを見た近衛このえ兵も警察も、じきにこちらの建物に駆けつけるだろう。

　彼らが出入り口を封ふう鎖さし、しらみつぶしに一階ずつ調べていく前に、《Ｆ》は逃げなくてはいけない。

　逆に、こうして足止めをして、封鎖が完成すれば、レイの勝ちだ。

「そして、勿もち論ろん、逃げ切れないとわかった犯人が暴挙に出るってことも、君は知っている。たとえば人ひと質じちを殺すような、ね」

「やめろ」

　レイの声が、低く、恐おそろしい。

「彼女に手を出すな」

「君のおかげで計画は頓とん挫ざした。それは認めるよ。でも、君はもうとっくにわかっているはずだ。何故なぜ自分が生かされたのか、何故私が君の友人たちを選んだのか」

　銃じゆう口こうがごりごりとアヤコのこめかみを擦こする。後ろ手に縛られた縄なわはきつく、緩ゆるみそうにない。

「君が私と同じだからだ」

　愉ゆ悦えつを含ふくんだ声が、そう囁ささやく。

「私は君を迎むかえに来たんだ。君に目覚めてもらうために、君を巻き込んだんだ」

　目覚め、とか、迎えに、とか、アヤコには《Ｆ》が何を言っているのか理解できない。簡単な英語で、勿論意味はすぐにわかるはずなのに、前後のつながりがわからない。

　レイが目の前の殺さつ人じん鬼きと同じだなんて、そんな言葉はまったく理解を超こえている。

「目覚めるってどういうこと……？　レイの知り合いを殺して、何が得られるって言うの？　レイが貴方と同じだなんて、そんなこと本気で言っているの？」

　思わず呟つぶやくと、《Ｆ》は困り顔でアヤコを一いち瞥べつした。

　どうしてわからないのかな、とでも言いたげだった。

「私は幼い彼を人買いに売った。貴族だったレイは庶しよ民みん以下の存在になった。すべては移り変わり、噓うそが本当になり、本当が噓になる。彼は身を以もつてそれを理解したはずだ。彼の中に素養があったからだ。普ふ通つうの人間は移り変わる現実に流されていくことしかできない。だが、私も彼も違ちがう。私たちは世界を変えられる。自分の意志で！　私はグレゴリー・ピークであり、アルバート・ヴィクター王子であり、《切り裂きジャック》であり、何者にだってなれるんだ。だがそれでもまだレイは変わらないものがあるのじゃないかって疑っている。確かな、何か、価値のあるものが存在するのではないか、ってね。まるで円えん卓たくの騎き士しの聖せい杯はいだ。そんなものはないんだよ、現実にはね」

　永遠不変の価値あるもの。

　アヤコは、以前レイが彼女のことを《パーシヴァル》と呼んだのを思い出した。それは愚ぐ直ちよくさゆえに聖杯を手に入れられた騎士の名だと彼は言っていた。

　噓を言わない、真っ直すぐなアヤコの性格から彼はそう呼んだのだ。

　……理解した途と端たん、ぞくぞくと、悪お寒かんが背筋を駆かけ上る。

《Ｆ》は、ホッとしたように笑顔になった。

「ああ、わかってくれたかな？　そう、君は生け贄にえなんだよ。彼に捧ささげる生け贄。彼が君の何かに価値を置いているから、彼が君の中にありもしない幻げん想そうを見ているから、私は君を殺すんだ。彼の聖杯を。彼の他ほかの友人も始末していったみたいに」

　本気なのだ。脅おどしでも、嫌いやがらせでもなく、彼は本気でアヤコを殺すつもりだ。

「──なんてね。彼のことはいつも見ていたから。さて、少し話しすぎたかな。人が来る前にさよならをしようね」

　そう言って、彼は引き金に指をかける。

　恐きよう怖ふで、アヤコは、動けない。

「アヤコ！」

　彼の声が聞こえるまでは。

　レイの声に我に返ったアヤコは咄とつ嗟さに身を屈かがめた。背中に回された腕うでを摑つかまれていても、それくらいはできる。生き残るための本能じみた動作。

　そして、その直後、背後の窓から飛び込んで来た人物によって、《Ｆ》は床ゆかに叩たたき付けられた。

「！」

　さすがにまったく予想していなかったのか、《Ｆ》の持つ銃じゆうが暴発して、弾だん丸がんが椅い子すの脚あしを撃うったが、それだけだ。

　彼にのし掛かかり、押さえ込もうとしているのは、ハーヴィー校長だった。

　上の階の窓からこちらへ飛び込んで来たのだ。

「せっ、先生!?」

　レイは、驚くアヤコを引き寄せて後ろに庇かばう。

「後ろにいろ、アヤコ！」

「貴様は、またっ──」

　ハーヴィー校長が《Ｆ》ともみ合い、何か怒ど鳴なって彼の腕を摑み、銃を叩き落とした。

　だが、《Ｆ》は校長を押し倒たおし、逆に馬乗りになる。

「ははっ、やあトマス・ハーヴィー。十三年ぶり？」

　振ふりかざした手には、メス。

　あの宿しゆく泊はく所で、自身の身体からだに突つき刺ささった、レイのメスだ。

　それをそのまま、ハーヴィーの眼がん窩か目がけて突き下ろす。

「──！」

　短いメスでも、目の奥から脳まで達すれば死に至る。

　だが、そのメスを、摑んだ。

　レイの手が。

　掌てのひらを刺されながらメスを受け止めたレイは、刺さったメスごと相手の拳こぶしを握にぎりしめ、逃にげられないようにして、反対の拳を固める。

　重い音がして、殴なぐられた《Ｆ》が倒れ込む。

「く……っ」

　掌にメスが刺さったままのレイが、血みどろの手を垂らして立ち尽つくす。

「レイ！」

　アヤコは駆け寄って彼の手を取り、ハーヴィー校長も、倒れた時に撲うった肩かたを庇いながら身体を起こす。

《Ｆ》はもはや武器もなく、壁かべ際ぎわに立って笑う。

「ふ、ふふ……ふふ」

「レイは、君には、渡わたさない」

　よろめきながらも、ハーヴィー校長は《Ｆ》を睨みつけてそう宣言する。

「二度と、君になど渡すものか！　目覚めだと？　ふざけるな！　レイは君の仲間なんかじゃない！」

「そっ、そうです！」

　アヤコは思わず、声を張り上げた。

「レイはレイです。他の誰だれでもありません。だいたい仲間ってなんですか！」

　その時、レイが突とつ然ぜん、ハッとしたように一歩前へ出た。

「仲間がいるはずだ。暴動と、王族のスキャンダル、陛下の死──おまえが望むのはやはりクーデターか？」

「はは、はあ」

　溜ため息いきのような笑い声を漏もらして、《Ｆ》は髪かみを搔かき上げ、レイの血が付いた手に気付いて、微笑ほほえんだ。触ふれたせいで、彼の顔にも血がついている。

「クーデターだって？　そうだね、そうできれば楽しかっただろうね。でもそれは結局ひとときのことだ。それ自体はね。レイ、君はもう知ってるはずなんだよ。この世に揺ゆらがないものなんて何一つないって。私も知っている。だから私はこの世に自分を刻みつけるんだ。揺らぐ今ではなく、連綿と続く時の流れの中にね。わかるかな、」

　血に塗まみれた顔にぞっとするほど美しい微笑を浮うかべ、彼は囁く。

「伝説になるって、どういうことか」

　そう呟いて、奥歯を、嚙かむ。

「！」

　レイが、ハーヴィー校長が、息を吞のんで駆け寄ろうとした。

　だがその前に殺人鬼は奥歯に隠かくしていた毒薬を飲み、幾いくつかの痙けい攣れんのあと、動かなくなった。
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　歓かん声せいが聞こえる。

　ゴールが決まり、点を入れた生徒が他の生徒と抱だき合う。

　試合終しゆう了りよう間ま際ぎわの一点だ。大事な一点に、観客も沸わいていた。

　スタグフォード校とホワイトヒルズ校によるフットボールの親善試合は、翌週に延期され、無事に開かい催さいされた。

　つい一週間前にはこの同じグラウンドで世紀の女王暗殺未み遂すい事件が起こったわけだが、どういうわけだか主要各紙はどこもこの事件を一向に取り上げなかった。

《切り裂さきジャック》が捕つかまったとか、逮たい捕ほされたとか、死んだとか、そういう話もない。

　ただ日常は過ぎ去って、人々は《切り裂きジャック》に怯おびえて、正体について語り、誰かを疑う。そういう繰くり返しが延々と続いて、ああこうして《彼》は伝説になるのだなとアヤコは思った。

《Ｆ》の計画の頓とん挫ざのせいか、市内で暴動が起こるようなこともなくなった。

　本物の王子も校舎内で無事に見つかったそうだが、もしもあのまま、王子の姿で《Ｆ》が殺人を犯おかしていたらどうなっていたのかと思うことはある。少なくとも、とても扇せん情じよう的てきな事件ではあると思うし、信じる者もいたかもしれない。

　そうして暴動が発生して──だが、それによって《Ｆ》は、そして彼の仲間たちは、何を得る？

《Ｆ》の仲間については、まだわかっていない。貴族の上の方だとか、警察の上の方だとか、色々な話をレイは仕入れていたが、結局捕まらないだろうとも言っていた。

　暗殺と暴動によるクーデターこそが彼らの目的だったのかもしれないが、真相は闇やみの中だ。

　観客席はあったがアヤコはそこから離はなれたグラウンドの外で、レイの試合を見ている。

　レイもシーモアも包帯を巻いて出ているのはかなり無む茶ちやをしていると思うのだが、まったくそんな素そ振ぶりも見せず、特にシーモアは活いき活きとして普ふ段だんとは別人のようだった。

「オウトウイン君」

　声を掛かけられて振り返ると、ハーヴィー校長が後ろに立っていた。

「その恰かつ好こうは？」

　アヤコは制服ではなくロンドンに初めて来た時と同じバッスルスタイルのドレスを着て、毛皮つきのマントを羽織り、旅りよ行こう鞄かばんを傍かたわらに置いていた。

「……校長先生との約束の日ですから」

「約束？」

「私先生のお言いつけ守れませんでした」

　肩を落とし、アヤコは呟つぶやく。

「その日のうちに戻もどるようにきつく言われていましたのに、色々あって、結局戻れたのは翌日です。先生は、前に私に約束してくださった、親善試合の日まで、処分を引き延ばして下さったんですよね。私、……わたくし、」

　アヤコは、涙なみだを堪こらえて顔を上げ、きりっと真っ直すぐに校長を見つめて言った。

「覚かく悟ごはできています！　レイを支えられたと信じています。微び力りよくではありましたが、でも、とても誇ほこらしい気持ちです。ご裁定をお願いいたします、先生。ただ、まことに勝手なお願いとは存じますが、どうか、今後の他ほかの日本人留学生の受け入れにつきましては、ご寛かん恕じよを乞こいたく存じます……！」

「…………」

　アヤコは深々と頭を下げ、処分の言葉を待ち、固く目を瞑つぶる。気持ちとしては、斬ざん首しゆを待つ囚しゆう人じんだった。せめて未来の後こう輩はいに迷めい惑わくの掛からない形になって欲しいと願うばかりだ。

　だが。

　ふ、と空気の漏れる音が聞こえた。

「く……ふふっ、いや失礼」

　そっと目を開けて顔を上げると、校長はとても微び妙みような──笑いを堪えるために顔全体の筋肉を酷こく使ししているような顔をしていた。

　そして堪えきれずに噴ふき出す。

「ふふっ、そ、そうだね、言ったね、その日のうちに戻れと」

　ひいひいと苦しそうに息をしながら、ハーヴィー校長は言った。笑え顔がおで。

「君は思っていたよりも義ぎ理り堅がたいというか、四角四面というか。きまじめなんだね」

「は、はあ」

「いや、勇ゆう敢かんにも女王陛下を救おうとして命を狙ねらわれた生徒を処分なんてできないよ。安心なさい。それに、陛下も君にじきじきに勲くん章しようでもなんでも授さずけたいとのことだ。ただ、事件が事件だから公おおやけにはできないのだが」

「え」

　アヤコはぽかんとして訊きき返した。

　ハーヴィー校長は試合の様子を眺ながめながら言った。

「どうも、あの《Ｆ》だが。いわゆる《高貴なる方》絡がらみの人物のようでね。どうりでアルバート・ヴィクター王子に似てるわけだが。いや、外国人の君にはこう言ってもわからないかな。つまり、落とし種じゃないかってことなんだが。まあ、その、夫ふう婦ふ仲のよろしい陛下とアルバート公とは違ちがって、そのご子息は……少々奔ほん放ぽうでいらっしゃるからね。彼の存在は、そういう意味でも、完全になかったことにされなくてはいけないんだろう。まあ、これはいわゆる、噂うわさ話ばなしというやつだが」

　アヤコはその話をほとんど聞いていなかった。ただ、目を丸くして、重大なことを言ったハーヴィー校長を見ていた。

「私、学校に残れるんですか」

「君が望むなら」

　アヤコは口を押さえた。なんだか叫さけび出しそうだった。さすがに叫んではいけない。こんな場面では！

「ありがとうございます！」

　それでも出た声は十分に大きくて、ハーヴィー校長は戸と惑まどった顔をする。

「いや──まあ、私も少し、大人げなかったのは事実だ」

　年ねん齢れいよりも少し若く見られそうなその顔には、《Ｆ》ととっくみあいをしていた時の険しさも強さもない。

「あの、良かったら教えていただきたいんですけど。校長先生は、レイとはどういうご関係なんですか？」

「彼は私の甥おいだよ」

　そう言って、試合の様子にまた目を戻す。

「彼はよく私に懐なついてくれてね、どこへ行ってもあとをついてきた。彼が五歳で誘ゆう拐かいされた時もそうだった。私が一いつ緒しよにいたんだが、襲おそわれて、あの子だけ──責任を感じた私は、あちこち捜さがし回って、ようやく五年後に彼を見つけた。結局、あの子の苦痛を考えれば、贖しよく罪ざいにもなりはしなかったがね」

　それならば、《Ｆ》と対たい峙じした時の、あの苛か烈れつさにも納なつ得とくがいく。

　二度と奪うばわれるまいと、彼は思っていたのだろう。

「……でも、きっと、貴方あなたはレイにとっても大事な人なんですね。だって、《Ｆ》は先生を殺そうとしてました。《Ｆ》は私を殺そうとしましたけど、それはレイが私の中に幻げん想そうを見ているからだって言ってました。《Ｆ》は、きっと私の時と同じかそれ以上に、貴方の中にもレイの幻想があると、何か、永遠不変の価値あるものがあるのだと、そう思ったんだと思います」

　喋しやべりながら、アヤコは顔をしかめた。

「すいません。ちょっと私も何を言っているのかわからないんですけど」

「いや、わかるよ。しかしそれだと、君もレイの大事な人ということになるね」

　その意地の悪い指し摘てきに、アヤコは顔を赤らめた。

　だが、それでも、グラウンドに彼の姿を追いながら、はっきりと言う。

「そうありたいなあとは思っています」

　何もかも移り変わる、それが真理だと《Ｆ》は言った。

　変わらない事実こそを求めている、レイ。

　目覚めるとか、なんだとか、そんなことはアヤコにはわからない。

　だが、レイがそういう、変わらない何かを求めているのなら、それを自分の中に見み出いだしているのなら、それを大事にしたいとは思っている。

　その名前のない何かを、変わらない、価値ある、確かな何ものかを、大事に守っていきたいと思う。

「……そういえば、先生、事件のあった日に、ベリゼ伯はく爵しやくと一緒にいらっしゃいませんでした？」

「ん？　気のせい──」

「じゃないです。シーモアさんも見てます」

　グラウンドを照らす陽光に目を細めながら、ハーヴィーは微笑ほほえんだ。

「思うんだがね。ベリゼ伯爵が、ご子息の様子をレイに訊いていたというのなら、私にもそれは許されるんじゃないかな？」

「…………なるほど、つまりベリゼ伯爵からレイのことを聞き出していたんですね」

「うん。だって、レイがベリゼ伯爵とは連れん絡らく取ってるの知ってたしね。本当はロンドンに行ったのもレイを捜さがそうとしたからだし」

「目的は同じだったんですか!?　なら一緒に捜してくださっても良かったのに」

　悪戯いたずらっぽい目で、校長はアヤコを見やる。そういう目は、あまり教育者っぽくないし、牧師っぽくもない。

「冗じよう談だんじゃないよ。君はライバルだったんだから」

「……ちょっとわかりかねます」

「レイが何も連絡してくれないのが悪いと思うよ。あの子は本当に内に籠こもってしまうから」

　だから、と彼は少しだけ、穏おだやかに微笑む。

「君みたいに、無む理り矢や理り彼の本音を引っ張り出してくれる子がいるのは、いいことかもしれないね」

「…………」

　なんとなく照れて、アヤコは顔を赤らめる。

　その時、ホイッスルが鳴って、試合終しゆう了りようが告げられた。

　チームのメンバーは抱だき合って勝利を喜び、対戦相手とも健けん闘とうをたたえ合う。

　決勝点を挙げたシーモアはチームメイトからもみくちゃにされている。

　ふと、その輪の中から、レイがこちらを見た。

　目が合って、彼が笑うのが見える。

　アヤコは呆ぼう然ぜんと、立ち尽つくしてしまう。




（笑うんだわ、こんなふうに！）




　見られて良かったと思う。

　だが、何故なぜかどきどきと心臓が早はや鐘がねを打つ。顔が熱くなる。

　不思議な感覚に襲われて、逃にげ出したいような気持ちになって、それでも逃げるのは性しように合わないので、その場に留とどまって、笑顔で手を振ふる。

　レイが、こちらへ駆かけてくる。

「えっ」

　どうしてこちらへ来るのだとアヤコが驚おどろく間に、レイは目の前にやってきて、どうだとばかりに弾はじける笑顔で言ったのだ。

「勝ったぞ、アヤコ！」

　誉ほめろと言わんばかりのその言動に、アヤコは思わず笑ってしまい、最後の一歩を詰つめて、勢い余って彼に抱だきついた。

「アヤコ!?」

　レイが驚いた声を上げる。

「私、残れるんですよ、レイ！」

「なんだ、どういう意味だ？　アヤコ？」

「レイも勝ったので、またしばらくお願いします！」

「？　ああ、勿もち論ろん──」
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　挨あい拶さつのハグだから恥はずかしくない、異文化に慣れるべく頑がん張ばっているところなんだから──自分にそう言い聞かせて、言い訳して、アヤコは顔を上げる。

　思いの外近くにレイの顔があって言葉を失う。

　レイも同じだったらしく、互たがいに黙だまりこくって見つめ合ってしまう。

　そして──

「バージェス！」

　どさどさっと、レイの上に何人もチームメイトがのし掛かかってくる。最初の一人は勿論シーモアで、アヤコはかろうじてハーヴィー校長のおかげで押し潰つぶされるのは回かい避ひする。

「な、何をっ、おいこら、痛いぞ！」

　レイが大声で文句を言う。

　本気で迷めい惑わくそうな彼の表情が豊かで、嬉うれしくて、アヤコも笑った。




　病院の特別個室は、すべてが白く、殺風景だった。

　本来ならば暴れたり、叫さけんだりする患かん者じやのための、隔かく離りされた窓のない部屋だ。

　そこに、遺体に限りなく近い何かとなった患者がいた。意識はなく、脈みやく拍はくは緩かん慢まんで、心臓の鼓こ動どうも弱い。いつ死んでもおかしくない。むしろこれはもう死んでいると見なしてもいいのではないか──そういう状態で、ただ、寝ねていた。

　その時、音もなく扉とびらが開いて、男が一人、蠟ろう燭そくを立てた燭しよく台だいを手に入ってくる。

　二十代後半と思おぼしき、身なりのよい男は、物言わぬ患者の傍かたわらに立ち、その白い肌はだをした、実じつ年ねん齢れいよりかなり若く見える顔を撫なでた。

　男は鞄かばんの中から香こう炉ろを取り出すと、香こうを焚たき始めた。

　腐くさった果実のようなその甘い匂においが部屋に漂ただよい、満ちると、寝ていた患者の胸が大きく動いた。

　息を吸って、吐はく。

　そして咳せき込み、寝ね返がえりを打った。

　その背中を擦さすりながら、男は声を掛かける。

「お迎むかえに上がりました、フェリックス」

「ああ、ごほ、」

　何か返事をしようとするが、呼吸がまだ苦しいらしく、フェリックスと呼ばれた患者は咳き込んでしまう。

「ご苦労、キース」

　やっとそう言って微笑みかけた時には、顔の血色もずいぶん戻もどっていた。

「お加減はいかがですか？」

「叱しからないのかい？」

「計画の失敗を？」

「だって遊んでしまったからさ」

　困ったように、眉まゆを寄せて、穏やかな物もの腰ごしで、キースと呼ばれた男は囁ささやく。

「貴方あなたのお遊びはいつものことですし、別に計画だってお遊びみたいなものでしょう。楽しめたのなら十分ですよ」

「君は私に甘いなあ」

　くすくすと笑う彼の身体からだから病院の寝ね間ま着きを脱ぬがせ、持ち込んだシャツの袖そでを通す。

「お着き替がえください。意識の混こん濁だくはなさそうですね」

「うん、君のおかげだな」

　仮死状態を作り出す薬物で、彼の身体は冷たくなり、心臓は鼓動をごく弱め、呼吸も浅くなっていた。

　だが薬はそこまで強力なものではない。

　重要なのは自己暗示だ。

　フェリックスは、キースが持ち込んだ香の香かおりで目覚めるよう、あらかじめ暗示を掛けていた。

　フェリックスはちらりと扉の方を見る──護衛がやってくる様子はないから、すでにキースが殺しているのだろう。

「うん。そうそう、当分は顔を変えないと──」

「帰宅後考えましょう。いつものメイクで十分では？」

「そうだねえ」

　シャツの袖を通しただけで、彼はこきこきと首と肩かたを鳴らし、嗤わらった。

「もっともっと、あの子が大事になってからの方が、面おも白しろいかな」

「何かおっしゃいましたか？」

「いや、こちらの話」

　くすくす笑いを漏もらしながら、彼は仮の寝しん台だいから下りた。

　裸足はだしのつま先が、ひたりと床ゆかを踏ふんだ。







　そして日常がまた始まる。




「お、美味おいしい……」

　アヤコは思わず頰ほおを押さえてそう呟つぶやいた。

　チョコレートはしっかりと甘く、他ほかには代えがたい豊かな香りが官能的にすら感じられる。

　心地ここちよい味わいに身をゆだね、アヤコはうっとりと目を閉じる。

「当たり前だ」

　偉えらそうに、レイがそう言う。

　塔とうのてっぺんにある彼の自室で、彼らはテーブルを挟はさんで向かい合って座っていた。

　午後のお茶の準備に来たら、レイが嬉しそうな顔で、君の分も淹いれるといいと言ったのだ。

　そして、チョコレートケーキを硝子ガラスの皿に載のせて出してくれた。

　アヤコは一切れを、ばくばくと食べてしまう。

　その速さにレイは笑い、アヤコの頰に付いたチョコレートを、ナプキンで拭ぬぐってくれる。

「まったく、付けすぎだ」

「すいません」

　さすがに少し照れ臭くささを覚えつつ、アヤコは紅茶を一口飲む。

　いつもより渋しぶめのチョイスは、甘いケーキにちょうどいい。

「わざわざロンドンから持ち帰ってくださったんですか？」

「前回は食べられなかったからな」

「ありがとうございます」

　アヤコは紅茶のカップを抱かかえたまま深々と頭を下げる。

「……あの」

「なんだね」

「レイは、どう思いますか。あの、伝説になるっていう、《Ｆ》の言葉」

　レイが、紅茶のカップをソーサーに置いた。

「人の心が移ろうことや、立場によって関係が変化することに、僕がむなしさを覚えたのは事実だ。揺ゆらがないもの、事実を求めたのも、そのせいだ。彼も、あるいは求めたのかもしれないな。本当に彼は《高貴な方》の落とし種か何かで、自分と王子の境きよう遇ぐうを比べてむなしさを覚え、何か、揺らがないものを求め、その結果、歴史に名を残すという答えに辿たどり着いたのかもしれない。──だが」

　腕うでを組んで、安楽椅い子すの背に身体を預ける。

「くだらない。僕は絶対にそんなものには興味がない。だいたい伝説もいつか色いろ褪あせる。そんなものより僕は人の血と動物の血を鑑かん別べつするための完かん璧ぺきで完成された手法とかの方が価値があると思う」

「あ、はい。だと思いました」

「……何か言いたいことがありそうだな」

「レイはレイだなあって思っただけです」

　しばらくアヤコを睨にらみつけてから、レイは視線を紅茶に戻し、またカップを手に取って一口飲んだ。

「それに、最近は揺らぐことも悪くないと思えるようになったのだ」

「そうなんですか？」

「関係が変わるのも、人が変わるのも、悪いことばかりではない。いつまでも君と同じ関係というのもつまらないしな」

「え」

　何を言われたか理解できず、アヤコは首を捻ひねる。

「……私、レイのファグじゃダメなんでしょうか」

「ダメということはないが。まあ僕も次の夏までは学校に留とどまるつもりだし、時間をかければなんとかなるんじゃあないのかね」

「？」

「君は前に、僕に自分を認めさせたいのだと言っただろう？　そういうようなことだ」

「はあ……」

　確かに、レイに認めてもらうということは、レイの自分への見方を変えるということ、あるいは、アヤコがレイに認められるくらい成長するということだ。

　それは、変化の一つだし、悪いことでもない。

「そういえば、結局聞きそびれていたが、君はどうして僕に認められたいと思うんだ？」

　そう言われて、アヤコはロンドンでレイとそういった話をしたことを思い出した。ケーキを断り、認められたいと意固地になっていた時の話だ。

　アヤコは、ああ、と呟いた。

「それは勿もち論ろん、レイのことが好きだからですけど」

「…………、そうか」

「ええ、そ──あああああっ、いえ、あれ、ええと、今大いなる誤解があったような気がしますけど違ちがいまして！」

「いや、わかっている。別に君がそういう人間なのはわかっている。だが、あまり僕以外の異性に対して、そういった不用意な発言は控ひかえた方がいいぞ」

「うわあああああ、なんだか私への評価が気軽に恥はずかしいことを言う女みたいなことになってませんかっ」

　事実だろう、と嫌いやそうな顔でレイは言った。

　アヤコは恥ずかしくて、死にそうな気分になって、顔を手で覆おおってごつんとテーブルに額をぶつけた。

「こら、アヤコ。寝ねるな」

「…………寝てませんし寝られませんけど」

　こんこん、とまるでノックでもするように、レイに頭を軽くつつかれる。

　彼の指に、さらりと自分の髪かみが絡からむのがわかる。

　なんだかそれが余計恥ずかしくて──まるでアヤコの意思に反して髪が触ふれてもらいたがっているような錯さつ覚かくを覚えて、赤い顔で彼を見上げた。

「ケーキ、もう一切れ食べてもいいですか？」

　赤い顔で、少しだけ涙なみだ目めでそんなことを言う彼女に、レイは苦く笑しようを漏らした。

「薔薇ばらは赤い、菫すみれは青い、砂糖は甘い、か」

「？　それ、聞いたことがあるような……」

「詩だよ、気にするな。ケーキは好きにしたまえ。残り全部食べてもいいぞ」

「わあ、本当ですか？　ありがとうございます」

　アヤコはすぐに笑え顔がおになって姿勢を正し、では遠えん慮りよなく、と大皿に手を伸のばした。

　レイはそんな彼女を眺ながめ、ぽつりと呟く。

「……君はきっと甘いのだろうな」

　離はなれて行くレイの指が気まぐれに頰に触れて、アヤコの顔はまた少し、熱くなった。
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　こんにちは、喜多みどりです。

『亜夜子と時計塔のガーディアン　約束のチョコレート』をお届けいたします。

　東洋からの留学生アヤコと変人監かん督とく生レイの冒ぼう険けん譚たんも二作目となり、舞ぶ台たいも半分くらいはロンドンに移っています。そしてかの有名な犯罪者、切きり裂さきジャックの登場です。

　切り裂きジャックの話はレイを書いた時からやらねばなるまいとは思っていましたが、参考文ぶん献けんはやはり血みどろな描びよう写しやと写真の連続で、私自身資料読解で「ひええ……」となる部分もありました。今作はアヤコとレイの関係に比重を置いたこともあり、流血・残ざん酷こく描びよう写しやはかなり控ひかえめにしています。と書いてから念のため本文を確かく認にんしましたがすごく控えめです、大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。伝記作家が楽しげに語ってるだけです。

　作中では切り裂きジャック以外にも実在の人名やら歴史上の事件やらがちらほら出て来ますが、言うまでもなく本作はフィクションです。正直、切り裂きジャックものを書くぞーというだけでも、そんな大変なことをしていいのだろうかとどきどきしたのですが、あらすじを考えていくうちにですね……もう思い切ろうと。開き直った結果がこちらになります。切り裂きジャックの犯人像については当時から今に至るまで色々と語られていますが、そういうふうに語られること自体が、色々考えさせられ、不ふ謹きん慎しんかもしれませんが興味深いなと思います。




　シリーズとしては二作目であると同時に最終巻となります。

　アヤコとレイの関係については良いところまで書けたかなと思っています。今後もこんな感じで少しずつ前へ進み、彼らの人生も関係も続いていくのだと思います。アヤコはまだちょっとふわふわしていますが、レイはアヤコを逃のがすほどお人ひと好よしでも間ま抜ぬけでもありませんし、まあ大丈夫でしょう。

　サマミヤアカザ先生の美び麗れいな挿さし絵えと口絵と表紙が今作でも私の大きな楽しみになっています。先生、今回もありがとうございます！

　そして今作でも、担当編集者の安井女史には色々ご相談に乗っていただいたり、力づけていただいたり、お世話になりました。いつもありがとうございます。

　ここで完結ということで、期待してくださっていた読者の皆みな様さまには申し訳ないなあという気持ちが強いです。楽しく読んでいただければ、本当に嬉うれしいです。

　ここまで読んでくださってありがとうございました。

　願わくば、また別の物語でお目にかかれますよう。
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